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衝撃のスマッシュ。
414km/h初速を記録※

近年、高速化が著しいバドミントンの世界において、

最速スマッシュスピードの実現を目的に開発された

フラッグシップモデル。実業団男子トップ選手による

テストでは、遂に400kmハを超える記録を叩き出した。

シャフトをよリスリムに、フレーム面もギリギリまで絞

つた、いわば体脂肪ゼロのアスリートのようなラケット。

プレイヤーのポテンシヤルを限界まで引き出す

アークセイバー Z‥スラッシュ。
この衝撃のスマッシュを体感して欲しい。
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あ い さ つ

財団法人 日本中学校体育連盟

会 長 新 藤 久 典

平成22年度全国中学校体育大会 。第40回全国中学校バ ドミントン大会が、江戸時代からの伝統と薫り高い

文化を感じせると同時に、瀬戸内海や鷲羽山など豊かな自然が楽しめる倉敷市で開催されますことを心から

お慶び申し上げます。本大会開催に際して、並々ならぬご尽力を賜つております関係者の皆々様に心からお

礼を申し上げます。

さて、選手の皆さん、全国大会出場おめでとうございます。各地区の厳しい予選を見事に勝ち抜き岡山大

会への出場権を勝ち取られました。暑い中、寒い中での苦しくハー ドな練習をやり抜き、仲間と支え合い、

素晴らしいチームワークを発揮されての栄冠だと考えます。部員一人一人の精神力・努力・技能と目標実現

に向かい一つにまとまったチームカに大きな拍手を送ります。

もう一つ覚えておいてほしいことがあります。それは、日頃、皆さんと一緒に同じ学校に通つている同級生、

先輩や後輩たちのことです。彼らは、皆さんの日頃の努力を惜しまない姿に大きな力を得ています。そして、

皆さんが全国大会の晴れの舞台にたつたことに大きな感動を覚えています。皆さんの一挙手一投足に勇気を

与えられている仲間が身近にいることを忘れず、それを励みとして、勇気を持つて競技に臨んでください。

このような素晴らしい選手を育ててくださいました学校並びに指導者の皆様の情熱と愛情に深く敬意を表

しますとともに、心からお礼を申し上げます。この選手たちが、本大会に出場できたことに誇りと感謝の気

持ちをもち、更に優れた競技者として成長できますようご支援 。ご指導をお願いしますとともに、今後の人

生において、この経験を生かして、人間的にも大きく成長できますよう、ご指導・ご鞭撻を改めてお願い申

し上げます。

終わりに、本大会を開催するにあたり、素晴らしい会場をご用意いただくとともに、心のこもつた大会運

営をしてくださっております大会関係者の皆様に心から感謝申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 綿 貫 民 輔

全国各地から厳しい予選を勝ち抜き、日本の将来を担うことになるであろう中学生の皆さんや監督、役員

の方々をお迎えし、ここ倉敷市におきまして、第40回全国中学校バ ドミントン大会が開催されますことを心

からお喜び申し上げます。

本会は、日本代表チームやジュニアの強化に力を注ぎ、さまざまな大会や事業を展開しております。今年開

催された第100回 ヨネックス全英オープン大会では、NTT東 日本の田児賢一選手が男子シングルスで44年ボ

リに準優勝という快挙を達成し、女子ダブルスでルネサスSKYの末綱聡子
。前田美順組がベス ト8に進出す

るなど、日本のバ ドミントンの競技力も向上し、ますます盛り上がりを見せています。

さて、本大会は、各県・各地区を代表して参加されている選手の皆さん
の集まりであります。幼少のころ

より多くの指導者に培われた技と力を存分に発揮し、全力を尽くして競技して
いただきたいと思います。そ

のことが、互いの友情の深まりとともに競技力の切磋琢磨につながるものと確信し
ております。また、各自

の競技力が向上してきた背景には多くの人たちの君たちに対する熱
い思いや大きな献身があることを今一度

自覚し、感謝の気持ちを忘れることなく、これからも錬磨される
ことを願つております。また、この大会に

参加された選手諸君の中からこのあとのオリンピックや世界選手権
の日本代表選手が生まれることを期待し

ております。

最後になりましたが、本大会の開催にあたり、格別
のご尽力を賜りました関係者の皆さまに心から敬意を

表しますとともに感謝申し上げ、挨拶といたします。
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文部科学大臣 川 端 達 夫

平成22年度全国中学校体育大会が、全国から選ばれた多数の参加者を得て盛大に開催されますことを、心

からお喜び申し上げます。

日ごろから厳しい練習に取り組み、本大会に出場される選手の皆さん、本当におめでとうございます。こ

れまでの皆さんの懸命な努力をたたえるとともに、それを支えた御家族や指導者をはじめとする関係の皆様

の御尽力に心から敬意を表します。

本大会は、中学生スポーツ最大の祭典であるとともに、多くの熱戦と感動を生み出してきた伝統ある大会

であり、我が国の体育・スポーツの発展に大きな役割を果たしてきました。

心身ともに大きな成長を遂げる中学生の時期に、熱心にスポーツに取り組み、仲間とともに汗を流し、活

気あふれる学校生活を送ることは、健全な心と体を育む上で大変意義のあることです。また、皆さんが、勉

学と両立しながらスポーツに打ち込んできたことは、かけがえのない財産となることでしょう。

選手の皆さんは、日ごろの練習の成果を充分に発揮し、スポーツマンシップにのっとり元気良くプレーす

るとともに、全国から集まった仲間や、大会を支えてくださる地元の皆さんとのふれあいを通して交友の輪

を広げてください。本大会が、皆さんにとって生涯の思い出に残る大会となることを期待いたします。

終わりに、財団法人日本中学校体育連盟をはじめ、本大会の開催に尽力された関係の皆様に深く敬意を表

しますとともに、本大会の成功を祈念して、お祝いの言葉といたします。

辞

岡山県矢口事 石 井 正 弘

平成22年度全国中学校体育大会バ ドミントン競技が、「汗キラリ みんな輝け 岡山で」の大会スローガ
ンのもと、岡山県において盛大に開催されますことを心からお祝い申し上げますとともに、選手、監督並び

に役員の皆様の御来県を心から歓迎いたします。

本県では、生涯にわたリスポーツに親じめる環境づくりを進め、健康・体力の保持増進はもとより、スポー

ツによる地域づくりと子どもたちの健全育成や能力の限界に挑戦する競技スポーツの推進を図るなど、ス

ポーツライフの充実と競技力の向上に積極的に取り組んでいるところであります。

こうした中、各地の予選を勝ち抜き、見事全国大会出場を果たされた選手の皆さんが一堂に会し、中学生

最大のスポーツの祭典である本大会が開催されますことは、本県のスポーツ振興に大きく寄与するものと確

信しています。

選手の皆さんには、日頃の厳しい練習で培われた力と技を存分に発揮され、フェアプレーの精神で、中学

生らしく元気はつらつとした熱戦を繰り広げられることを心より期待いたしますとともに、全国各地から集

まった仲間との友情の輪を広げていただき、中学校生活の思い出の1ページを飾る、すばらしい大会になる

ことを願つています。

また、県外からお越しの皆様には「晴れの国 おかやま」の豊かな自然や歴史・文化、さらには豊富な海
や山の幸など本県の魅力の数々を大いに実感していただければ幸いです。

終わりに、本大会の開催に御尽力いただきました関係の皆様に深く敬意を表しますとともに、大会の御成

功と選手の皆さんの御活躍を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉といたします。
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岡山県教育委員会

教育長  門 野  八洲雄

平成22年度全国中学校体育大会のバ ドミントン競技が、全国各地から多数の選手・関係者の皆様をお迎え

して、「汗キラリ みんな輝け 岡山で」の大会スローガンのもと、ここ「晴れの国 おかやま」で盛大に
開催されますことは誠に喜ばしいことであり、心から歓迎申し上げます。

本大会に出場する選手の皆さんは、日々の学校生活において学業に取り組む一方、部活動にも全力で打ち

込み、技術の向上をはじめ、諦めず粘り強く努力することの大切さや仲間と協力することのすばらしさなど、

多くのことを学んでこられたと思います。本大会では、これまでに身につけられた力の全てを発揮して競技

することにより、多くの人々に感動を与え、郷土や同じ中学生に夢と勇気を与えてほしいと思います。

本県では、『岡山県教育振興基本計画』を策定し、「′き豊かに たくましく 未来を拓く 岡山の人づくり」
という目標のもと、学校体育の充実・武道指導の充実 。運動部活動の活性化を柱とした施策に取り組んでい

るところでございます。

こうした中、全国各地から厳しい予選を勝ち抜いた選手の皆さんが一堂に会して本大会が開催されますこ

とは、本県の学校体育・スポーツの振興を図るうえで誠に意義深いものがございます。

本大会がスローガンの言葉どおり、「みんな輝く」大会となりますよう、また参加された皆さんの思い出

に残る大会となりますよう御期待申し上げます。

終わりに、本大会の開催に多大な御尽力を賜りました関係者の皆様に、心から敬意を表しごあいさつとい

たします。

歓迎のあいさつ

倉敷市長 伊 東 香 織

平成22年度全国中学校体育大会。第40回全国中学校バ ドミントン大会が、倉敷市にて全国から多数の選手、

役員をお迎えし、盛大に開催されますことは、誠に喜ばしく、48万市民を代表して心から歓迎申し上げます。
ここ倉敷市は、芸術 。文化と観光の倉敷地区、コンビナー トを持つ水島地区、学生服 。ジーンズのメッカ

児島地区、貿易港と昭和の風景を残す玉島地区、歴史と文学の町真備地区、果物と花々が織りなす自然の町

船穂地区、といつた地理や歴史の異なる多様な地域で構成されています。市の中心部、倉敷川畔には、美し

い白壁の町並みと、倉敷のシンボルともいえる大原美術館をはじめとする「美観地区」として有名な文化施

設があります。私たちは「世界に誇る倉敷市に」をスローガンによりよいまちづくりに市民全員で取り組ん

でおります。

さて、皆様ご承知のとおり、この冬カナダバンクーバーで開催されたオリンピックでは倉敷市出身の高橋
大輔選手が銅メダル、同じくパラリンピックでは新田佳浩選手が金メダルを獲得し、私達に多くの感動と勇
気を与えてくれたことは、記憶に新しいところです。こうした中、中学生にとつて最高峰とされる本大会が

開催されますことは、体育・スポーツの振興 。発展に大いに寄与するものと期待しております。
各地区の厳しい予選を勝ち抜いてきた選手の皆様には、「汗キラリ みんな輝け 岡山で」のスローガン
のもと、正々堂々と競い合い、力の限り、御健闘、御活躍され、青春の思い出に残る素晴らしい大会になる
ことを願っております。 終わりに、本大会の開催にあたり御尽力を賜りました関係者の皆様に深く感謝申
し上げますとともに、本大会の成功と選手の皆様の御健闘をお祈り申し上げまして、歓迎のあいさつといた
します。

つ
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あ い さ つ

倉敷市教育委員会

教育長  吉  田 雄  平

「汗キラリ みんな輝け 岡山で」のスローガンのもと、全国各地の厳しい予選を勝ち抜いてこられた選手。

監督・役員の皆様をお迎えし、平成22年度全国中学校体育大会 。第40回全国中学校バ ドミントン大会が、こ

こ倉敷市において盛大に開催されますことは大きな喜びであり、心より歓迎申し上げます。

本大会は、健やかな心身を育む教育活動の一環として開催される中学生最大のスポーツの祭典であり、世

界で活躍する数々のアスリー トを生み出している大会でもあります。

選手ならば誰もが夢見るこの憧れの舞台で、学校や郷上の熱い期待を背負い、日々努力して培つた「力」

と「技」と「′き」を惜しみなく発揮し、はつらつとした若さあふれるプレーで多くの人たちに感動を与えて

くれることを期待しています。

さらに、この倉敷での熱い戦いを通して、友情の輪を広げ、自信と誇りを持って、生涯にわたりたくまし

く生きる力が培われることを願っています。

終わりに、本大会開催にあたり、多大な御支援 。御尽力を賜りました関係者の皆様に深く感謝申し上げる

とともに、多くの中学生や先生方が大会を通じて得たものを今後の学校生活で生かされることをお祈りして

歓迎のあいさつといたします。

あ い さ つ

岡山県中学校体育連盟

会 長 三 宅 義 史

江戸時代の古き情緒を今も色濃く受け継ぐ、歴史と文化が息づく白壁のまち倉敷市において、全国各地の

ブロック予選を見事に勝ち抜いた、若さあふれる中学生の精鋭を迎え、「汗キラリ みんな輝け 岡山で」
の大会スローガンのもと第40回全国中学校バ ドミントン大会を開催できますことは、この上ない喜びであり、

来岡される皆様方を心より歓迎いたします。

本大会は、中学校教育の一環として、中学校生徒に広くスポーツ実践の機会を与え、技能の向上とアマチュ

アスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な中学校生徒を育成するとともに、中学校生徒の相互の親

睦をはかることを目的とした大会です。バ ドミントンをする中学生にとつてあこがれの大会であり、中学校

最大のスポーツの祭典として、長い歴史と伝統を誇るものです。中学生のはつらつとしたプレーや夢を一生

懸命に追いかける姿は、多くの感動を与えてくれるものと期待しております。

真夏の厳しい暑さの中、母校の名誉と郷土の期待を担つて出場する選手のみなさんが、日頃鍛えた力と技

を遺憾なく発揮し、中学生同士の親睦を深め、生涯の思い出となるすばらしい大会になることを願つており

ます。

また、この大会に携わる多くの中学生が、運営・環境美化 。応援などを通して、全国の仲間と交流の輪を

広げ、スポーツのすばらしさやバ ドミントンの楽しさを全国に発信してくれるものと思つています。

終わりになりましたが、この大会を開催にあたり、多大なご支援ご協力をいただきました関係各位に対し

深甚なる敬意を表しあいさつといたします。
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歓迎のあいさつ

岡山県バドミントン協会

会 長  岡 崎

全国より多数の選手ならびに関係の皆さまをお迎えし、ここ倉敷市で第40回全国中学校バ ドミントン大会

が盛大に開催されますことは、誠に光栄であり、岡山県バ ドミントン協会会員一同、心より歓迎申し上げます。

全国の中学校バ ドミントン選手が目標とし、各地区の精鋭が集 う本大会が、本県にて開催されますことは、

本県中学生はもとより、ジュニア層を含め本県バ ドミントン競技全体のレベル向上に大きな役割を果たすも

のと考えます。

本大会が本県で開催されることが決定して以来、ここ地元岡山県の選手も、今大会での活躍を目標に、こ

れまで練習に励んでまいりました。

本県では、今年はこの全国中学校大会、平成28年には全国高校総体と、大きな大会が開催されることにな

り、各大会の円滑な運営に向けて準備を進める一方、選手強化につとめているところでございます。そのよ

うな中で、本県のジュニアからシニアまでの幅広い年代の選手が全国規模の大会において、上位入賞を果た

し活躍していることは、私どもにとりまして誠に心強く、今後への期待につながるものとなつております。

全国各地の厳しい予選を勝ち抜かれ、地元と母校の期待と栄誉を担つて出場されます皆さま、どうか、日

頃の練習の成果を遺憾なく発揮され、悔いの残らないすばらしいプレーを展開されますことをご期待申し上

げます。

プレーではライバルと競い合って切磋琢磨し、またコー ト内外で友情を深め、今大会が皆さまの今後の人

生の糧となることをご祈念申し上げます。

最後に、本大会を開催するにあたり、深いご理解と多大なご協力を賜りました関係各位に心より感謝申し

上げまして、歓迎のあいさつといたします。

激励のことば

N丁丁東日本実業団バ ドミントン部

佐 伯 浩 一

第40回全国中学校バ ドミントン大会が、晴れの国おかやまで開催されることを、岡山県出身の私にとつて

大変喜ばしく思います。

選手の皆さん、全国大会出場おめでとうございます。岡山の地へようこそお越しくださいました。厳しい

予選を勝ち抜き全国大会の出場を手にすることができたのは、日頃の厳しい練習はもちろん辛かつたこと、

悔しかったことなど、さまざまな試練があつたことを乗り越えたからだと思います。

都道府県代表として、この大会でその成果を思う存分に発揮してください。明日に悔いを残すことなく自

分の力を120%出 して、素晴らしいゲームになるよう心から応援しています。勝負はやつてみないとわかり

ません。最後の最後までシャトルを追いかけてください。

私の中学時代は、全国大会団体戦岡山県初優勝という最高の結果を得ることができました。私たちを優勝

に導いてくださつた監督の先生、コーチ、チームメイ トそして家族の力があったからだと感謝しています。

私はバ ドミントンが好きです。バ ドミントンを続けている中で、友情の輪が広がり、一緒にがんばる良きラ

イバルができました。それが現在実業団チームでプレーできている要因だと思います。「継続は力なり」こ

れから多くの可能性をもつている皆さんは、努力を続けることで必ず願いは叶うと思います。そして将来皆

さんの中から世界で活躍する選手が数多く出てくることを期待しています。

最後に、本大会の成功と選手の皆さんのご健闘を心からお祈りし、激励のことばといたします。

彬
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歓迎のことば

倉敷市立玉島西中学校

土 屋 智 恵

選手の皆さん、「晴れの国 岡山」へようこそおこしくだいました。

第四十回全国中学校バ ドミントン大会がここ、岡山県倉敷市で開催されることを′いよりうれしく思つてい

ます。

開催地の代表選手、大会関係者一同、皆様の大会参加を心待ちにしておりました。

連日の猛暑の中、厳しいブロック予選を戦い抜いて、この全国大会出場を決められ本当におめでとうござ

います。

今日のこの日のために、毎日こつこつと地道に練習し、チームー丸となつて努力してこられたことでしょ

う。この大会でさらなる飛躍を目指して頑張つてください。そして、プレーを通して選手同士の友情の輪を

広げられますことを祈っています。

さて、ここ倉敷は穏やかな気候に恵まれ、風情あふれる白壁の街や、風光明媚な瀬戸大橋をはじめとした

観光地が知られています。また、自桃やマスカット、ピオーネなどの果物や、瀬戸内の新鮮な海の幸など旬

の味覚もたくさんあります。短い間ではありますが、夏の岡山、倉敷を満喫して帰つていただけたらと思い

ます。

選手の皆さん、「汗キラリ みんな輝け 岡山で」の大会スローガンのもと、ラケットの一振リー振りを

大切に、さわやかで、はつらつとしたすばらしいパフォーマンスを演じてください。

そして仲間を信じ、支えてくださつたすべての方々に感謝して、一生に一度しかないこの大会で、栄冠を

目指して頑張つてください。

皆さんの流した汗と涙が、結果として表れれることを心から祈り、数々の感動と、記憶に残る熱戦が繰り

広げられることを期待して、歓迎のことばとさせていただきます。
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会

名 誉 会 長

名誉 副会長

副  会  長

名 誉 顧 間

団 日本バ ドミン トン協会会長

岡山県知事

倉敷市長

0日 本中学校体育連盟会長

lul日 本中学校体育連盟副会長

側日本中学校体育連盟専務理事

側日本バ ドミントン協会副会長

側日本バ ドミントン協会専務理事

岡山県教育委員会教育長

岡山県中学校体育連盟会長

岡山県バ ドミントン協会会長

倉敷市教育委員会教育長

全国中学校バ ドミントン大会実行委員会会長

同日本中学校体育連盟顧問

NHK会長

文部科学省スポーツ・青少年局長

文部科学省スポーツ・青少年総括官

文部科学省大臣官房審議官

lul日 本中学校体育連盟参与

lul日 本バ ドミン トン協会顧問

綿貫 民輔

石井 正弘

伊東 香織

新藤 久典

熊沢 直孝

虎谷 博行

塩田 壽久

三宅 祐司

関根 義雄

門野八洲雄

三宅 義史

岡崎  彬

吉田 雄平

吉田 雄平

小野 清子

福地 茂雄

布村 幸彦

有松 育子

尾崎 春樹

藤崎 武利

草野 一紀

岩瀬 正司

森  喜朗

林  芳正

村上 忠治

塩川  甫

権田 正一

原 二三雄

青木 昭二

内多小五郎

牧野  武

漬中  誠

伊豆  晃

今北 基夫

渡辺 成雄

佐藤 芳朗

板橋 弘徳

壺内 明

三辻 陽夫

関谷 勝嗣

市り|| 一朗

八木橋伸夫

橋本 角市

丸山 嘉久

清水規矩雄

毛利 清志

小宮 淳宏

村山 幸雄

福岡 幸一

岡本 武利

菊地 利明

里見 光徳

竹林 克彦

高橋 秀美

木村 洋二

森田  一

加藤 三夫

佐藤  保

相場 清一

植田 博宣

平田登志郎

中島 寿薦

吹田 修一

戸田 清一

日高  壮

本郷 節生

野村 嘉明

山根  怜

油井 秀男

千葉 哲人  宮本 輝雄

籾井 勝人

顧
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顧 lpll日 本バ ドミントン協会顧問

側 日本バ ドミン トン協会加盟団体長

岡山県副知事

岡山県議会議長

岡山県教育委員会委員長

倉敷市議会議長

倉敷市教育委員会委員長

倉敷市議会文教委員長

NHK専務理事・ 放送総局長

全国都道府県教育長協議会会長

全国市町村教育委員会連合会会長

全日本中学校長会会長

全日本中学校長会副会長

文部科学省スポーツ 。青少年局企画・ 体育課長

文部科学省スポーツ 。青少年局生涯スポーツ課長

文部科学省スポーツ 。青少年局競技スポーツ課長

全国新聞社事業協議会幹事

読売新聞社東京本社執行役員事業局長

lul岡 山県体育協会会長

山陽新聞社社長

岡山県教育庁保健体育課長

岡山県教育庁保健体育課副課長

木村  寛  遠井 稔男  岡村 英男
川島 一郎  富田 義明  板垣 隆房
星野 忠男

栗原  進

菅原 周一

吉田 邦男

日野  昇

浅岡  武

宮川 忠和

高澤  基

末岡 熙章

澤  長壽

瀬川 欽也

加藤 博司

深山 英樹

西野 昌明

本田 正寛

富田  浩

池田  徹

秋草 直之

藤田 庸右

古矢 博通

岡崎  豊

松田 欣也

大橋  賢

浅野 彰彦

塩津  学

日向 英実

大原 正行

神吉 賢一

新藤 久典

里谷  彰

山本  晶

齋藤 実徳

山口  敏

坂元 譲次

芦立  訓

高橋 隆一

久保  博

石井 正弘

越宗 孝昌

藤井 健平

前田  潔

中村  弘

斉藤 永吉

手塚 克彦

磯井 貞夫

杉田  博

山田 一六

中嶋 光司

金森  正

田中田鶴子

藤田 庸右

成相 安信

林  芳正

瀧山 一甫

野口 良治

近藤  稔

金城 芳雄

関場  武

籾井 勝人

諺
凱
棚
に
納
珊
忠
劉
桐
動
彬
側
に
離
潔
繁
維
理

琳
鏃
赫
呻
炒
緩
掛
裕
一
和
剛
姉
疎
勁
樺
躯
穎
相

吉田 道一

内藤 正規

角居 恭一

船戸 裕行

白杵 裕世

参
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参 与  岡山県中学校長会長

岡山県吹奏楽連盟会長

NHK報道局スポーツ特別主幹

NHK視聴者事業局長

NHK岡 山放送局長

倉敷市教育委員会保健体育課長

倉敷市スポーツ公園理事長

倉敷市スポーツ振興事業団理事長

倉敷市体育協会会長

備南東地区中学校体育連盟バ ドミントン部顧問校長

備南東地区中学校体育連盟バ ドミン トン部顧問校長

側日本中学校体育連盟バ ドミントン競技部長

lni日 本中学校体育連盟担当理事

側日本バ ドミントン協会派遣理事

lul岡 山県体育協会専務理事

lul岡 山県体育協会事務局長

岡山県中学校体育連盟副会長

岡山県バ ドミントン協会副会長

倉敷市実行委員会副会長

岡山県中学校体育連盟バ ドミントン部長

同日本中学校体育連盟常務理事

例日本中学校体育連盟理事

lll日 本中学校体育連盟監事

lul日 本中学校体育連盟全国大会対策委員

lul日 本中学校体育連盟バ ドミントンブロック長

団日本バ ドミントン協会理事

岩堂 秀明

高田  勲

橋本  隆

森  茂雄

兼本 伸樹

石井 宏一

伊丹 文雄

杉岡 哲彦

永山 克敏

大熊  肇

下村 宰嗣

筒井  清

三井  裕

松井  守

塩田 賢三

藤井 康臣

普門  淳

片山 義久

藤原  航

永山 克敏

吉田 俊之

櫻井 健二

大釜 満男

川崎 考一

澤田  茂

本村 清人

會澤  勤

小坂 芳央

高橋 利明

木ノ本静次

山塙 巌夫

前田 宏治

中須賀祥雅

阿部 秀夫

神戸  照

高橋 英夫

中山 紀子

真壁 幹雄

山田l贋一郎

福田  武

依田 進吾
西山 俊吾
柳本 尭敏

依田 進吾

猪原 修作
小田 和文

重井 文博

浅野 憲次

大 会 委 員 長

大会副委員長

大 会 委 員

理小 野

小野  理

大町 謙治

吉村 正史

土也 真和

清水 啓安

藤井  均

笹川 恒春

宮脇 哲也

野津 浩一

小野寺浩二

坂野 和久

永原 潤一

今井 茂満

木戸 純一

千葉 健夫

野村 安忠

能登 則男

上原 信彦

筒井  清

二宮 英二

本自   りt良5

山本 和夫

伊藤 譲治

奥山 真司
三宅 章夫
成田  進

東條 安彦
片岡 直茂
河崎 正紀
銭谷 欽治
築地 孝彦
漬中  勉
三井  裕

団日本バ ドミントン協会監事

-10-

浅岡 武



大 会 委 員

大 会 総 務

岡山県教育庁保健体育課総括副参事

倉敷市教育委員会保健体育課課長補佐

岡山県中学校体育連盟理事長

倉敷市中学校体育連盟副会長

岡山県バ ドミントン協会理事長

倉敷市中学校体育連盟理事長

倉敷市体育協会バ ドミントン部長

NHK岡山放送局放送部長

倉敷市PTA連合会会長

lell倉敷市スポーツ振興事業団事務局長

lpll倉敷市スポーツ振興事業団常務理事

倉敷市文化産業局文化観光部観光課長

倉敷市文化産業局観光部スポーツ振興課長

倉敷市教育委員会学校教育部長

倉敷市教育委員会指導課長

倉敷市教育委員会学事課長

闘岡山県体育協会常務理事

岡山県バ ドミントン協会副理事長

岡山県バ ドミントン協会理事

側日本中学校体育連盟事務局長

麟日本中学校体育連盟事務局職員

lul日 本バ ドミントン協会事務局長

岡山県教育庁保健体育課指導主事

岡山県教育庁保健体育課指導主事

倉敷市教育委員会保健体育課主管

岡山県中学校体育連盟副理事長

岡山県バ ドミントン協会事務局長

全国中学校バドミントン大会倉敷市実行委員会事務局

大谷 創一

小松原道広

友末 修三

文屋 憲次

吉原 俊治

竹井 孝真

穴吹 栄二

員貝 昌洋

前田利津子

杉岡 哲彦

日笠  武

中野 達也

大島 教司

井上 正義

三崎伸一郎

有村 省吾

梶川 政文

藤井 健平

西   寛

中山 睦雄

藤井 久美

磯永 由美

松岡 純子

田中 泰弘

佐藤 民子

中元 一幸

尾崎 勝久

神崎 義博

香山百合子

田中健一郎

菊山 直幸

松井真姫子

今井 茂満

田代 雄一

大飼 忠司

岡田 直利

那須 拓孝

西   寛

中須賀祥雅

中西 美治

松井  明

平島 秀典
/1ヽ田 和文

藤原 道弘

中原 修二

西崎 文貴

高見 龍剛

畑  健二

片岡 俊之

山根圭太朗

阿部 秀一

大塚貴美代

光本  清

長尾 隆史

柚木  脩

柴田  憲

松本 哲也

松田 範明

佐藤 忠裕

中島 英喜

藤井 一男

野田 修嗣

松川 大記

三宅 伸介

中嶋 佳貴

荻野 克己

田中 恵子 兼平 靖平

井上 英次

高原 芳夫
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役

競 技 役 員 長        小 田 和 文

総  務  部  部    長  中須賀 祥 雅
副 部 長 高 原 芳 夫

総 務 係 西  義 治 石 原 靖 子 畑  健 二

競 技 部 長      小 野  理

競 技 部 部  長 中 村 謙 友
進 行 係 次 田 佳 代 横 田 綾 子 坂 手 典 子

放 送 係 原 千 佳 子 藤 田 裕 美 明 楽 雅 絵 真 鍋 陽 子 山 縣 知 佳

オ ー ダー係  坪 井 好 人  日 笠 悌 一  若 林 元 房  鷲 田 武 広  赤 木 邦 壮
シ ャ トル 係  西 中 いづみ  入 江 寿 美  山 本 彩 香

本 部 記 録 係  後河内  貢  坂   孝 博  戸 高  守  文 屋 知 子

招 集 誘 導係  平 櫛 和 男  福 森 博 昭  平 野 友 貴  佐 藤 泰 浩  清 水 義 久

横 田 貴 弘 菊 池  勲 森 木 知 宏  山 川 達 也

競技審判部長         松 本 克 芳

審 判 部 部   長 高 原 芳 夫
副 部 長 片 岡 俊 之 中 元 一 幸

線 審 係 関  啓 之 佐 藤 忠 裕
主    審  市 り‖  佑  中 り‖康一郎  藤 原 俊 介  石 原 裕 子  守 安 正 行

田 脇 綾 子 水 舟 一 郎  河 合 隆 司  木 下 敬 子 小 池 美 香

岡 峙 あかね  田 中 健一郎  張 谷 倫 子  山 本 典 子  野 口 寿 見
守 屋 仁 美  小 林 陽 子 佐 藤 慎 祐 竹 光 明 恵  山 田 和 範
中 嶋 英 喜 阿 部 秀 一

線    審  山陽女子高校  水島工業高校  倉敷翠松高校  倉敷中央高校
バドミントン部 バドミントン部  バドミントン部  バドミントン部
青 山 丹 子  唐仁原 優 人  中 尾 俊 彦  井上  美幸
内 藤 可奈女  久 保 祐 人  景 山 智 稀  柴 田 真純
横 山 愛 美  半 田 篤 義  山 根 聖 史  植 木  彩華
中 永 彩 夏  横 山 秀 征  香 山 智 亮  岡本  佳奈
山 下 詩 織  野 島  力  奥 山 憂 也  子川  成美
岡 野 里 音  土 師 広 夢 松 本 寛 二 小 田 かおり
山 本 裕 カロ 池 田 翔 太  平 田 敦 士  矢 野 瑛里香
川 邊 麻 衣  岡 本 征 久 佐々木  涼  大 林 華 苗

会 場 部 部   長 三 宅 智 史
副  部 長  西  義 治
競技会場係  山 下 一 朗  赤 堀 恵 一  塚 崎 好 起  林  和 寛  山 崎 久仁子

藤 田 直 子 漆 原 一 男 加 藤 高 広  樽 本 裕 二  田 貝 太樹也
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駐 車 場 係  浅 野 宏 一

小 山  修
漬 峙 高 寛

練 習 会 場係  林  貴 幸
宮 本 文 雄

黒 明 堅一郎

池 本 修 代

秋 山  真  香 西 清 輝  今 村 友 糸己 保 都 沙也加

片 山 利 彦 渡 邊 恭 孝 水 野 直 明  江 原 大 輔
田 中  勇 藤 木 寛 子 藤 田 和 美 後 安 理 吉
田 野 朋 子 加 藤 光 夫 平 谷 翔 太 高 田 素 子

中 田 加奈恵  直 原 絵 美  時 光 皓 之  岡 本 尚 之
島  有 紀 田 野 利 昭  日 下 和 弘 山 田 良 隆
佐 藤 博 子 福 田 新 二 藤 原 瑞 穂 講 元 由 紀

福 原 礼 子

記録・広報部  部    長 竹 花 真 二

大 塚 弘 美  坂 本 豊 子  二部野 和 代
元 家 久美子  中 村 オリエ  谷 口 晃 子  水 戸 知栄美
小 橋 重 一  難 波   玄

式 典 部 部   長 中 原 修 二

副 部 長 高 原 芳 夫

式 典 筆 耕 係  中 り|1恵美子  安 田 純 子  坪 井 一 代  植 木 淳 子  竹 本 絵 美

受 付 接 待 部  部    長  高 木 由 貴
受 付 案 内係  荒 木 亜紗子  大 橋 紗矢香  堀 田 明日香
接  待  係  藤 本 亜希子  寺 本 真知子  能 美 知 子

記 録 掲 示 係

速  報  係
広  報  係

生 徒 役 員  西 中 学 校  田 元 亜 季 倉 橋 宏 恵 池 田 朱 里

光 畑 美 里  中谷   遼  田 口 瑠 海
岡 崎 ひかる 戸 ]1美 菜  水 流 添仁美
星 り‖美 波  坂 本 真 来  山 根 あずさ

南 中 学 校 織 野 由 真 松 村 芹 菜 仁 後 茜 音

官 原 佑 衣  浅 尾 静莉奈  加 藤 ほのか

中 野 茉 奈  井 手 彩和加  山 本 江美奈

古 賀 七 海 木 下 茉 優  中 山 郁 海
三 宅 桃 里 福 本 佳 奈  才 木 京 香

畑 中 美 咲 池 上 人 月 黒 川 愛 加

多津美中学校  平 尾 有 紀  大 月  葵  黒 住 優 菜

藤 原  魁 神 原 壮 馬 西 本 拓 夢

東 陽 中学校  森 り‖ 聖 也  西 出 匡一郎  羽 原 天 晴

三 好 寛有輝  横 田 旺 大  安 芸 雄 太

官 武 雪 那 大 森  亮  田 中 菜 雄

須 浪  萌 平 田 結 乃 沖 屋 虹 花

兼 重 真奈穂  下 官 樹 理  河 野 結 衣

藤 原 加 奈 猪 股 千 夏 藤 原 梨 奈

倉敷第一中学校  泉  朱 音  原 田 愛 莉  河 田 美 帆
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吉 岡 明 莉

石 井 麻 穂

久 奥 由 樹

米 原 美 樹

井 上 優 花

水 谷 員 優

定 岡 玖 美

高 憧 あつみ

久 吉 遥 香

山 口 智 美

玉 野 奈津美

藤 岡 大 空

高 橋 辰 徳

荻 野  怜

田 中 梨 菜

福 田 絵梨花

永 来 愛 莉

吉 澤 詠 子

諏 訪 絵 美

中 井 真 歩

木 村 友妃子

繁 本 寛 子

安 原 綾 里

高 嶋 笑 子

吉 岡 あす菜

田 村  舞

高 石 七 穂

篠 原 知 樹

平 田 颯 太

塩 津 弘 基

小 銭 健太郎

藤 原 茉 由

尾 原 英里香

若 井 明 子



福 田 中学校

福田南中学校

連 島 中学 校

児 島 中学 校

玉島西中学校

総社西中学校

牧 野 日向子

安 藤 優 来

建 本 夢 乃

天 野 いぶき

吉 原 茉里奈

田 中 大 貴

伊 藤 菜保子

仁 科 友里香

高 田 春 菜

中土井 優 真

桐 島 実 希

鳴 井 美 香

南 浦 生 朋

渡 辺 湧 也

古 市 百 花

武 智 達 也

小 畑  遥

安 藤 あかり

山 崎  希

天 野 海 里

新 見 綾 菜

大 西 つむぎ

片 山 真依子

小 川  桃 香

岡 辺 厚 至

土 屋 智 恵

小 森 貴 裕

神 谷 彩 華

甲 谷 千 南

亀 山 みなみ

森 分 沙 耶

難 波 理 紗

佐 野 七 海

倉 本 聖 奈

藤 原 聖 奈

高 木 美 紗

仲 村  陸

楠 木 琢 也

神 谷 仁 志

難 波 隆 也

笠 原 佑 希

小 野 綾 可

赤 澤 真 理

石 崎 亜 依

田浦 の ぞ み

大 野 友 輔

山 田 佳 季

原 田 理 央

有 井 芙 結

梶 原 奈 緒

五軒濱 真 刀『

宮 原 悠 稀

赤 松 愛 美

千 田 哲 也

井 上 菜 苗

藤 井 成 奈

秀 川 雅 昭

近 藤 綾 香

宇 川 沙 織

緒 方 美 佐

荒 井 り な

岡 本 一華里

藤 原 明 奈

白 山 晴 美

北 山  円

桐 岡 完 治

小 林 雅 弘

唐 り‖祐一郎

友 原 悠 里

武 田 昌 美

中 村 梨 花

佐 藤 那 津

安 田 悠 里

楢 村 美 保

川 口 麻 世

糸田 田 彩 耳F

小 泉 明 華

永 瀬 陽 望

笠 井 翔 矢

山 室 陽 介

吉 富  彩

緋 田 智 月

中 嶋 遥 香

三 宅 力日奈未

中 野 志 保

小 幡 知 範

宇 野 志 織

鶴 崎 梨 紗

三 浦 央 愛

浅 田 真 緒

井 上 桃 華

山 岡 真 依

中 森 文美佳

馬 場 浩 平

長 岡 ゆ ま

片 岡 美 奈

岡 崎  涼

大 熊 美貴子

笹 野 加 恵

山 下 美和子

藤 原 有 紗

柏 野 海紗希

加 藤 杏 奈

高 津 莉 穂

藤 村 大 樹

安 原 貴 史

松 崎  翔

平 松 晴 佳

中 野 千 晶

赤 澤 麻 佑

坪 井 彩 華

森 下 彩 華

山 口 咲 耶

永 吉 晶 菜

岩 知 道美穂

坂 本 あかね

辻  友 也

藤 原 拓 海

難 波 省 太

滝 澤 舞 子

藤 井 ちひろ

香 山 梨 奈

石 井 優 佳

小松原 弘 行

小 野 翔 華

岡 田 知 華

平 松 由 吏

山 崎 真 由

園 田 絵里花

平 松 美穂子

藤 原 明日美

芦 田 貴 行

片 岡 千 秋

萩 原 加代子

奥 河 将 希

板 田 美 緒

鹿 室 静 香

長谷川 絢 子

儀 野 侑 奈

久 保 瑠 菜

東 谷 風 花

高 越 直 輝

星 川 維 吹

定 平 純 佳

三 澤 佳代子

大 森 絢 可

沼 本 ちひろ

横 田 稚加子

若 林 真 由

大 西 未 来

江 口 夕 稀

仁 木 海 愛

木 口 大 貴

江 口 直 輝

末 田 隆 貴

竹 井 三 枝

池 上 小 夏

青 木 倫 子

竹 本  愛
山 田 泰 大

谷 村 舞優菜

谷 村 静里菜

森 近 彩 華

清 田 華 奈

唐 住 彩 那

大 井 初 音

藤 原 輝 秋

渡 邊 満理那

中 尾 遥 香

田 島 カロ奈子

瀬戸川 萌 実

石 津 百 萌

岡 本 まどか

近 藤  渚

原 渕 紗也加

矢 田 大 将

井 戸 颯 馬

植 木 結 加

桑 田 紗 弥

岡 崎 真 子

高 越 千 裕

四 条 麻 結

荒 木 千 晶

大 森 裕 子

狩 屋 真奈美

浦 松 玲 南

西 岡 誠 也

高 田 翔太郎

難 波 卓 也

妹 尾 中学 校
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財団法人 日本中体連 シンボルマーク

「明るく希望にもえ躍動する姿」をイメージし、全国都道府県中体

連と9つのブロック中体連の連帯を表 し、Nippon」unior High School

Physical Culture Association の頭文字を中心に図案化した。

中心の円の赤は、情熱 。希望を表し、円を縁どる九輪を青 (コバル

トブルー)と し、未来への限りなき躍進、Nの文字には自色を配し、若

人のもつ純真さを表した。

醐 日本中学校体育連盟憲章

lul日 本中学校体育連盟は、連帯と協調の固い結東により、法人として国の内外における責任と義務

を遂行し、国民の信託に応えるべく、ここに会員の総意を結集して、この憲章を定める。

1.体育・スポーツ活動を通して、人間尊重の精神にみち、心豊かな人間の育成に努める。
1.体育・スポーツ文化の継承とその進展に寄与し、生涯スポーツ活動の推進に努める。
1.体育・スポーツの国際交流を通して、中学生の国際理解の推進と国際スポーツの振興に努める

(財)日 本中学校体育連盟指導者綱領

1.中学校における体育・スポーツ活動を通して、人間性豊かな中学生を育てる。
1.中学校における体育・スポーツ活動を通して、強健な心身をもつ中学生を育てる。
1。 中学校における体育・スポーツ活動を通して、将来にわたって自己実現できる中学生を育てる。

1.体育・スポーツの国際交流を通して、国際理解と協調の精神に富む中学生を育てる。

(財)日 本中学校体育連盟生徒綱領

1.わたしたちは、体育・スポーツを行い、
1.わたしたちは、体育・スポーツを行い、
1.わたしたちは、体育・スポーツを行い、
1.わたしたちは、体育・スポーツを行い、

社会に尽くすよう努めます。

強い体と心を養います。

生涯にわたつてスポーツを愛好します。

世界の友との友情を深め平和を目指します。

赤い太陽しやく熱の

勝利の勲夢に見て

体を鍛え技を錬る

輝く汗を流すかな

われら日本中体連

財団法人日本中学校体育連盟歌

2 白い景雲大空の

郷土の誇担いつつ

若き心を培いて

力と意気を示すかな

われら日本中体連

青い地球ひとびとの

平和の願胸に秘め

世界の友と手をとりて

スポーツ文化を築くかな

われら日本中体連

滋連一椰
つ‐
ロ
ロ

‐
た
りれわ 作詞

作曲

編曲

具

周子

徹

木

岡

代

黒

山

丹
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開 会 式 次 第
開 式 通 告

選 手 入 場

開 会 宣 言  大会委員長

国 旗 掲 揚  「国歌斉唱 並びに 国旗掲揚J

諸 旗 掲 揚  「われら日本中体連」

優勝旗・優勝杯返還

1

2

3

4

5

6

理野

典

輔

雄

豊

織

恵

也

幸

洲

久

民

人

　

香

智

侑

美

藤

貫

野

峙

東

屋

本

藤

新

綿

門

岡

伊

土

岡

加

８

９

１０

「

１

２

３

４

２

　

　

３

7あ い さつ

祝   辞

歓迎の挨拶

歓迎の言葉

選 手 宣 誓

閉 式 通 告

選 手 退 場

開 式 通 告

選 手 入 場

成 績 発 表

表   彰

5 あ い さ つ

男 子 団 体  埼玉栄中学校
女 子 団 体  富岡第一中学校
男子個人単  桃田 賢斗
女子個人単  鳥居 彩乃
男子個人複  三津川剛史 河崎 駿輔
女子個人複  原田なつみ 早り|1紗保里

lul日 本中学校体育連盟会長

側日本バ ドミントン協会会長

岡山県教育委員会教育長

岡山県議会議長

倉敷市長

倉敷市立玉島西中学校 生徒代表

男子 岡山県倉敷市立福田中学校
女子 岡山県倉敷市立福田中学校

(埼 玉 県)
(福 島 県)
(福島県富岡町立富岡第一中学校)

(宮城県聖ウルスラ学院英智中学校 )

(滋賀県大津市立日吉中学校)

(福島県富岡町立富岡第一中学校 )

小 田 和 文

典

輔

久

民

藤

貫

新

綿

６

　

７

　

８

国旗・諸旗降納

閉 会 宣 言

閉 式 通 告

閉 会 式 次 第

競技役員長

lul日 本中学校体育連盟

lul日 本バ ドミントン協会

読売新聞社

倉敷市実行委員会

側日本中学校体育連盟会長

lul日 本バ ドミントン協会会長

岡山県中学校体育連盟バ ドミントン部長
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平成22年度 全国中学校体育大会
第40回全国中学校バ ドミントン大会要項

1 目  的   この大会は,中学校教育の一環として中学校生徒に広くバ ドミントン競技実践の機
会を与え,技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり,心身ともに健康な
中学校生徒を育成するとともに,中学校生徒の相互の親睦を図るものである。

2 主  催  (財 )日 本中学校体育連盟  (財)日 本バ ドミン トン協会
岡山県  岡山県教育委員会  倉敷市  倉敷市教育委員会

3 主  管  中国中学校体育連盟  岡山県中学校体育連盟  倉敷市中学校体育連盟
岡山県バ ドミン トン協会

4 後  援  文部科学省  全日本中学校長会  全国都道府県教育長協議会
全国市町村教育委員会連合会  NHK  全国新聞社事業協議会  読売新聞社
毎日新聞社  岡山県中学校長会  倉敷市中学校長会
(財 )岡 山県体育協会  倉敷市体育協会  岡山県PTA連 合会
山陽新聞社  RSK山 陽放送  OHK岡 山放送

5 会  期  平成22年 8月 18日 (水 )～ 21日 (土 )
開会式 18日 (水)16:00～
競 技 19日 (木) 9:00～  団体戦 ベス ト4ま で

20日 (金) 9:00～  団体戦 準決勝。決勝 個人戦ベス ト8ま で
21日 (土) 9:00～ 個人戦 準々決勝～決勝

閉会式 21日 (土)13:00～  競技終了後 (団体戦・個人戦 表彰式)

6 会  場   (1)開 会式    「水島緑地福田公園体育館」
〒 712-8064 倉敷市福田町古新田1027 TEL 086-4562578

(2)競技・閉会式  「水島緑地福田公園体育館」

7 参加資格   (1)参 加者は,都道府県中学校体育連盟加盟の中学校に在籍する生徒で,校長およ
び都道府県中学校体育連盟会長が参加を認めた者とする。
(2)年齢は,平成 7年 (1995年)4月 2日 以降に生まれた者に限る。
(3)前項以外の生徒が参加を希望する場合は,その年度の 6月 30日 までに,各都道
府県中学校体育連盟を通して,(財 )日 本中学校体育連盟に申し出ること。
(4)各ブロックの競技要項により,全国大会参カロ資格を得て所属中学校長及び都道
府県中学校体育連盟会長が承認 した者であること。
(5)団体戦チームは,監督 1名 ,コ ーチまたはマネージャー 1名 ,選手 5～ 7名 (同
一校)で編成とする。
(6)開催地はブロック大会に関係なく男女団体 1チーム,個人シングルス 2名 ,ダ
ブルス 1組が出場できる。
(7)参加資格の特例
①学校教育法第134条の各種学校 (1条校以外)に在籍 し,都道府県中学校体育
連盟の予選大会に参加を認められた生徒であること。
②参加を希望する各種学校は,以下の条件を具備すること。
ア 全国大会の参加を認める条件
(ア )(財 )日 本中学校体育連盟の目的及び長年にわたる活動を理解し,尊重
すること。

(イ )生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している単独の学校
で構成されていること。

(ウ )参加を希望する学校にあっては,運動部活動が学校教育の一環として
日常継続的に当該校顧問教諭の指導のもとに,適切に行われているこ
と。

-17-



イ 全国大会に参加 した場合に守るべき条件
(ア )全国大会開催基準を守り,出場する競技種目の大会申し合わせ事項に
従うとともに,大会の円滑な運営に協力すること。

(イ )全国大会参加に際しては,責任ある当該校校長または教員が生徒を引
率すること。また,万一の事故発生に備え,傷害保険等に加入するな
どして,万全の事故対策を立てておくこと。

(ウ )大会開催に要する経費については,必要に応じて,応分の負担をする
こと。

(8)個人情報の取り扱い (利用目的)
大会の主催者は,個人情報保護に関する法令を遵守し,(財 )日 本中学校体育
連盟個人情報保護方針・規定に基づき,取得する個人情報について適正に取り
扱 う。

又,取得した個人情報は,競技大会の資格審査 。競技大会運営上必要なプロ
グラム編成及び作成・ホームページ・掲示板・報道発表 。記録発表 (記録集 )

等,その他競技運営及び競技に必要な連絡等に利用する。大会に参加する各選
手はこれに同意する。

8 参 加 料  参加選手一人につき2,000円 とする。

9 引 率 者   (1)参 加生徒の引率者 。監督は出場校の校長・教員とする
及び監督   (2)全 国大会では外部指導者 (コ ーチ)をおくことができる。外部指導者 (コーチ)

は,出場校の校長が認めた者とし,所定の 「外部指導者 (コ ーチ)確認書 (校長
承認書)」 に必要事項を記入 し,大会事務局に参加申し込み時に提出する。た
だし,当 該校以外の中学校教職員は外部指導者 (コ ーチ)にはなれない。また ,
同一人が複数校の外部指導者 (コーチ)にはなれない。

(3)引率者の特例
全国中学校体育大会の個人種目への参加について,校長・教員が引率できず校
長がやむを得ないと判断した場合に限り,「全国中学校体育大会引率細則」に

より,校長が引率者として承認した外部指導者の引率を認める。
全国中学校体育大会運営の基本と開催基準P.3「 全国中学校体育大会引率細
則」参照

10 参 加 校  ブロック割当数 (男女とも同数とする)
北海道 房11ヒ 関東 北信越 東海 近畿 中国 四国 九州 開催地 合計

団体戦 2 3 4 ９
“

つ
４ 3 2 つ

４ 3 1 24

個人単 4 4 6 3 3 4 3 3 4 2 36

個人複 2 3 4 2 2 3 2 つ
４ 3 1 24

団体戦  負傷・疾病などによる選手の変更は,監督会議開始前に書面によつて大
会事務局に申し出る。

個人戦  単 。複 (同一校編成)を行 う。参加数は上記の通りとする。

11 競技規則  平成22年度 (財 )日 本バ ドミントン協会競技規則 。同大会運営規程・同公認審判員規程
による。

12 使用用器具  (財 )日 本バ ドミントン協会検定・審査合格用器具及び同平成22年度第 1種検定合格水
鳥球を使用する。

13 競技方法   (1)男 女学校対抗団体戦及び個人戦 (男女シングルス・男女ダブルス)を行 う。
(2)ト ーナメント方式により優勝を決定する。 (3位決定戦は行わない。 )
(3)団体戦は,複 2・ 単 1の対抗とし,複・単・複の順に行 う。
(同一選手が,単 と複,及び複と複を兼ねて出場することはできない。 )

(4)個人戦は単と複を兼ねて出場することができない。
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団 体

賞 状 lul日本中学校体育陣甲

賞 状 (D日本バドミントン協絵
伺啜  lul 日本バドミントン絵

倒勝杯 (助 日本バ ドミントン協会
晰  
…メダル Gわ 日本′ヾドミントン協会

メダル 実行委員会

トロフィー lul日本中学校体育連盟

トロフィー 実行委員会

賞 状 (財)日本中学校体育連盟
賞 状 倶の 日本バドミントン協会
メダル 実行委員会
トロフィー

…トロフィー 実行委員会

賞 状 (lll日 本中学校体育連盟

賞 状 (lll日 本バドミントン絵

メダル 実行委員会
トロフィー 
…トロフィー 実行委員会

賞 状 (■ll日本中学校体育連盟
賞 状 (D日本バドミントン協会
例協不 (D日本バドミントン絵
優勝杯 読売新聞社

メダル αO 日本バドミントン協会
メダル 実行委員会
トロフィー 実行委員会

賞 状 Gオ)日 本中学校体育連盟
賞 状 Qの 日本バドミントン協会

メダル 実行委員会
トロフィー 訪読課庁野仕

トロフィー 実行委員会

賞 状 ② 日本中学校体育連盟
賞 状 倶わ 日本バドミントン協会
メダル 実行委員会
トロフィー ¨

トロフィー 実行委員会

※優勝旗 。優勝杯 ((財)日 本バ ドミン トン協会)は持ち回り

15 参加申込   (1)申 込方法
プログラム作成の関係上,ブ ロック大会最終日までに,所定の申込書の必要事
項を明確にし,FAXに て仮申込を行 うこと。
その後,正式の申込書を下記の申し込み先へ 8月 9日 (月 )必着で郵送すること。
(但 し, 8月 10日 にブロック大会が終わる近畿地区は10日 中に,11日 に終わる
九州地区はH日 中にメール等でデータだけ先に実行委員会に送ること)
(2)申 込先

〒710-8565  岡山県倉敷市西中新田640 倉敷市教育委員会 保健体育課
「第40回全国中学校バ ドミン トン大会 実行委員会事務局」
担当者   中須賀 祥雅
TEL  086-426-3835    FAX  086-421-6018

事務局携帯  0908713-5865
E――mail  kura― bado@city.kurashiki.okayama.jp

(3)引 率に関わる外部指導者の報告書
8(3)引 率者の特例における「全国中学校体育大会引率者・監督者報告書」
は,大会参加申込書とともに,上記実行委員会事務局へ提出すること。
(4)参加料の納入
参加選手 (大会申込書に記入された選手)一人につき2,000円 (団体戦と個人戦
の両方に登録された場合も2,000円 とする。)を大会参加申込書の発送と同時
に大会実行委員会に振 り込みで納入すること。

振 込 先  中国銀行  倉敷市役所出張所  普通
口座番号   1237291
回座名義  全国中学校バ ドミン トン大会実行委員会 代表 中須賀 祥雅

第40回全国中学校バ ドミン トン大会実行委員会に一任する。
※組合せ抽選会 平成22年 8月 12日 (木 )
ピュア リティまきび 。会議室 13:00～
〒700-0907 岡山市北区下石井2-6-41

■■086-232-051l   FAX 086-224-2995

16組 合 せ
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17 諸 会 議   (1)(財 )日 本中学校体育連盟バ ドミン トン競技部会 (ブ ロック代表者 )
8月 18日 (水)H:00～ 「ライフパーク倉敷」

(2)監 督会議  8月 18日 (水)14:00～ 「ライフパーク倉敷」

「ライフパーク倉敷」

〒 7128046 倉敷市福田町古新田940 TEL 086-454-0011

18 宿  泊  宿泊については,別紙宿泊要項による。適切な危機管理対応 (感染症 。自然災害等 )
を確保するため,必ず,大会実行委員会指定の業者を通して申し込むこと。
(指定外の宿泊施設の利用は,原則として認めません。)
申込締切 日 平成22年 8月 12日 (木 )

取扱業者   「名鉄観光サービス株式会社・岡山支店」
第40回全国中学校バ ドミントン大会  「全中デスク」
〒700-0903   岡山市北区幸町8-29
TEL 086-225-2771      FAX 086-225-7494

E―mail :mutsufumi.ebara@mwt.co.jp

担当者 江 原 睦 文

19 備  考   (1)大 会期間中の負傷・疾病については,応急処置のみ行 う。また,本大会は独立
行政法人日本スポーツ振興センター法の定めを適用する。なお,参加者は健康
保険証を持参することが望ましい。

(2)大会参加に関しては大会要項,及び大会参加細則を熟読の上参加すること。
(3)大会参加に際して提供される個人情報は,本大会活動に利用するものとし,こ
れ以外の目的に利用することはありません。

20 連 絡 先   (1)大 会開催前  平成22年 4月 1日 (火 )～ 8月 17日 (火 )

〒710-8565  岡山県倉敷市西中新田640 倉敷市教育委員会 保健体育課
「第40回全国中学校バ ドミントン大会 実行委員会事務局」
担当者   中須賀 祥雅
TEL 086-426-3835    FAX 086-421-6018

事務局携帯  090-8713-5865
E―mail  kura― bado@city.kurashiki.okayama.jp

(2)大会期間中 平成22年 8月 18日 (水 )～ 8月 21日 (土 )

HP 7 F'v z http: //pref. okayama. jp/kyoiku/hotai/zentyulbadminton. html

(昼間)  「水島緑地福田公園体育館」
〒7128064 倉敷市福田町古新田1027 TEL 08卜 4562578

(夜間)  「倉敷国際ホテル」
〒710-0046 倉敷市中央1144

TEL  086-422-5141   FAX  086-422-5192

(3)大会ホームページURL
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「全国中学校体育大会引率細則」

本細則が適用されるのは、学校事情により、校長・教員が引率できず、校長がやむを得ないと判

断した場合に限るもので、安易に引率者としての外部指導者の引率を認めるものではない。

(1)引率者としての外部指導者の規定
① 当該校長が認めた成人であり、日頃から指導に当たつている者のことをいう。
なお、事前に校長との間で外部指導者としての契約がなされていること。

② 引率者としての外部指導者は、各大会の申込用紙の引率外部指導者欄に必要事項を記入す
ること。

③ 引率者としての外部指導者に規定違反、不適切な言動等があったときは、不適格者として
会長または競技専門委員長から当該行の校長に連絡し、資格を取り消す。

④ この規定以外のことは、各競技専門部の規定及び大会要項の通りとする。

(2)引率者としての外部指導者の引率を認める個人種目は、次の 11種 目とする。
ただし、団体戦は該当しない。

① 陸上競技  ② 体操競技 。新体操 ③ 卓球    ④ 柔道      ⑤ 剣道
⑥ 水泳    ⑦ バ ドミントン   ③ 相撲    ⑨ ソフトテニス  ⑩ スキー
① スケー ト・アイスホッケー (但 し、スケー トのみ)
● 陸上競技・水泳のリレーは個人種目として取り扱わない。

(3)引率者としての外部指導者は、監督の資格を認めない。
① その際の監督は、当該校の校長と当該中学校体育連盟競技専門部が協議し、当該校の校長
が監督を引き受けた教員の所属長 (校長)と 本人に文書で依頼する。

② 手続きは、様式 8, 9,10,H,12を もつて行う。

(4)生徒の大会出場に関わる全責任は校長が負う。

(5)引率上の留意点及び大会会場においての留意点
① 引率上の留意点等
(a)引 率時は、公の交通機関を利用する。
(b)外部指導者は任意の傷害保険等に加入する。加入手続きは、外部指導者が行い、費用は
原則として自己負担とする。

(c)引 率にかかわる外部指導者の費用は、原則として自己負担とする。
(d)生徒の服装、持ち物等については、各学校のきまりに従う。
(e)大会の結果と帰校報告を、帰宅後、直ちに行う。
(f)宿泊する場合は、学校 (大会本部)よ り指示された宿舎とする。
(g)その他、引率に必要な事項を指導する。
② 大会会場においての留意点等
引率者は、次のことに留意すること。特に引率者として相応しくないと大会本部が判断し

た場合は退場を命じる。生徒は失格になることもある。

(a)大会要項を順守し、責任ある行動をとる。
(b)各競技会場の使用上のきまりに従う。
(c)競技上の抗議及び問合わせは、校長が依頼した監督に連絡をとる。
(d)ゴ ミ等は持ち帰りを原則とするが、会場使用規定に従う。

※ この細則は、平成14年 4月 1日 から施行する。
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1.

平 成 22年 度  全 国 中 学 校 体 育 大 会
第 40回 全 国 中 学 校 バ ド ミ ン トン 大 会  参 力日糸田貝J

団体戦のマネージャーは,出場校の教員又は生徒とする。外部1旨導者 (コーチ)は, 日常の音瞬舌動指導
に携わっている者とし,出場校の校長が認めた者とする。その際,外部指導者 (コーチ)は 「コーチ確認
書 (承認書 」を大会参加申込みと一緒に送付すること。なお,団体戦でベンチ入りができる者は,監督,
マネージャーまたは外部指導者 (コーチ),選手とする。外部指導者 (コーチ)は,同一人が複数校の夕陪F

指導者 (コーチ)にはなれなし、 また,中学校の教職員は夕陪『指導者 (コーチ)にはなれない。

団体戦の選手変更及び監督,マネージャーまたは外部指導者 (コーチ)の変更については,疾病や傷害
などの特殊な場合のみとし,監督会議の開始前に書面 所定用紙)によつて大会事務局に申し出る。なお,

選手の追加は認めなし、

個人戦でベンチ入りできる者は,監督,選手を基本とする。但し,団体戦との重複出場の個人戦出場者
の場合には,団体戦に登録してある監督,マネージャー (出場校の教員又は生徒),外部指導者 (コーチ),

及び選手は,ベンチ入りができる。その他,入場許可申請を行い,大会実行委員会に承認された者はベン

チ入りができる。

個人戦の入場許可申請は,別紙の所定用紙にて申請を行うこと。また,大会参加申込みと一緒に送付す
ること。入場許可申請を受ける者で,出場校の中学校以外の教職員へは入場許可申請をすることができな
い。入場許可申請は男女別の個人戦とし,それぞれ 1名ずつの申請を認める。

依頼監督は,監督会議への出席及び試合時のベンチ入りを認める。但し,依頼監督は所定の手続きを行
い,大会実行委員会が承認した者とする。

監督,マネージャーまたは外部指導者 (コーチ),選手は,本大会が全国の中学校生徒を基盤とした学校

教育活動下での大会であることを認識し,その歴史的な意義や品位を保つために,服装等を整えるととも

に,大会運営に協力をすること。なお,試合時には,大会実行委員会から発行された IDカードを必ず着

用すること。

(振込確認のため)

参加選手並びに監督は,団体戦・個人戦の出場を問わず,開会式には必ず参加する。また,閉会式 (表

彰)には,団体戦・個人戦ともに 1位～3位に入賞した選手・監督 。マネージャーまたは外部指導者 (コ
ーチ)力鯵勒日すること。

使用器具は,平成22年度財団法人日本バドミントン協会検定合格器具とする。ただし,シャトルの銘
柄は次の通りとし,室温にあつたものとする。【大会使用の銘柄 (予定)を記載】
【ヨネックス :トーナメント,ゴーセン :ゴールドGF-10,モ アジャパン :ウルトラセレクト,ミ ズノ :

SKYCROSS Gl,メ トロ:プロフェザーGX,アメアスポーツ (ウイルソン):TOPLI NE100】

競技上の服装は,財団法人日本バ ドミントン協会審査合格品とする。上衣の裾は下衣の中に入れて競技

を行うこと。防汗や整髪のために,ハチマキの使用は認めるが,体裁良く結ぶこと。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.
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11.上衣の背中中央部には,縦 1 5cm,横 3 0cmの範囲内に校洛および姓の表示をすること。日本文字 (楷
書)で明記すること。チーム内に同姓がいる場合には名前の一文字を小さく入れること。

↑
15cm

↓

12.試合前の練習時間については,挨拶の後に団体戦は3分ずつとし,番号の若いチームから行う。個人戦
については同時に3分間とする。シングルスは対戦同士にて行うこと。

13. 団体戦については,試合の進行状況により,最初から2, 3コート並行で実施することがある。また,
2試合先取した時′点で,試合は打ち切りとし,そ

14.すべてのゲーム中に,一方のサイドのスコアが11点になつたとき, 60秒を超えないインターバルを
認める。

第 1ゲームと第 2ゲームの間,第 2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認め
る。

シャトルがインプレーでないときに限り,プレイヤーはマッチ (試合)中のアドバイスを受けることが
できる。プレイヤーはインターバルを除き,マッチ (試合)中,主審の許可なしにコートを離れてはなら
ない。

17.競技中の汗拭きと水分補給は,主審の許可を得て行い,マ ッチ (試合)を中断しないように心掛ける。
水分補給については,スクイズボトル (受付時に支給)を使用すること。

18.競技場は,コートマットを使用し,エアコン (冷房)を入れる。

19.練習会場はブロック男嚇こ設定しているので,詳しくは別紙の練習会場一覧表を参照すること。練習会場
では,係員の指示に従うこと。

20.宿泊については,大会実行委員会の斡旋業者による宿泊を利用すること。宿泊申込みについては,別紙
の宿泊要項等を参照し,所定の申込みを行うこと。

21.プ ログラム等に誤字・脱字がないように留意するが,訂正があれば,受付時に配布する書面にて,監督
会議前に申し出ること。申し出により,後日大会本部より正誤表にて訂正する。

22.式典について

(1) 開会式等
① 開会式は,平成22年 8月 18日 (水)16時より「水島緑地福田公園体育館」で開催する。
② 監督会議は,平成22年 8月 18日 休)14時より「ライフパーク倉敷」で開催する。
(2) 閉会式等
① 閉会式は,平成22年 8月 21日 (土)個人戦の決勝終了後,準備ができ次第,水島緑地福田公園
体育館で行う (13日寺30分頃)
② 団体・個人ともに 1位～3位に入賞した選手・監督・マネージャーまたは外部指導者 (コーチ)が
参加する。 (マネージャー・外部指導者 (コーチ)は団体戦のみ)

○  ○  中  :
倉 敷 太   :

５

　

　

　

　

　

６

１

　

　

　

　

　

１
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③ 閉会式参加者は,個人戦の決勝終了後,選手集合所プラカード保持者のところに集合する。
④ 先導者の指示に従って行進を行う。

⑤ 表彰式の賞状・カップ。メダル・トロフィー等は,一括授与となるので係員の指示に従うこと。

23.受付について
8月 18日 (水 )

8月 19日 (木)～ 21日 (Ll

対 象 時 間 場 所

選手団

7時 40分～ 水島緑地福田公園体育館 1階ロビー
来賓 。大会役員・視察員

報道関係者

24.開催地のゴミの分別収集に協力して下さしゝ

宿泊先の部屋から出るときには,エアコン,テ レビ,ライトのスイッチを消して下さし、
マイ歯ブラシを持参して大会に参加して下さい。

25. そiCttL

駐車場につきましては,公園内第J駐車場、第コ駐車場,ライフパーク倉敷駐車場の指定の場所をご利用
くださし、

第一駐車場は、来賓 。大会役員・競技役員・報道・販売業者・監督 。選手専用 (許可車両のみ)の駐車場
です。一般応援・保護者の駐車は、第コ巫 またはライフパーク倉敷駐車場をご利用下さし、

対 象 時 間 場 所

選手団 13日寺00分-15日寺30分 水島緑地福田公園体育館 1階ロビー

監督会議出席の監督 13日寺00分-14日寺00分 ライフパーク倉敷 。会議室

来賓・大会役員 。視察員

報道関係者
14日寺30`)～ 15日寺30ι) 水島緑地福田公園体育館 1階ロビー

-24-



タイムテーブル

BT:男子団体 BS:男 子単 BD:男 子複    GT:女 子団体 GS:女子単 GD:女子複
※朝の練習について

19日 …組み合わせ番号の若い方から10分交代で練習する。
20日 …各チーム1コートずつ、組み合わせ番号の若い方から若い番号のコートで練習する。
21日 …両チーム同時に同じコートで練習する。
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740 ～  開館  オーダー用紙 交換 は BTl～ 8,BT21・ 22,G丁 21・ 22は8:20、 GTl～ 8は9:40

日 内容 時 間 1コート 2コート 3コート 4コート 5コート  6コ ート  7コ ート 8コート

18日 式 16:00  ～ 開  会  式

‐９
　
　
日
　
　
本

練

習

7:50  -  8:10

8:10  -  8:30

BTl練  BT2練  BT3練  BT4練  BT5練  BT6練  BT7練 I BT8練

GTl練  GT2練  GT3練  GT4練  GT5練  GT6練  GT7練  GT8練

団
　
体
　
戦

9:00  -  10:20 BT l  BT 2  BT 3  BT 4  BT 5  BT 6  BT 7  BT 8

10:20 - 11:40

11:40 -  13:00

13:00 -  14:20

14:20 -  15:40

15:40 -  17:00

l  GT 2

9  BT10

9  GT10

BT17

GT17

GT 3  GT 4

BTll  BT12

GTll  GT12

BT1 8

GT18

GT 5  GT 6

BT1 3  BT14

GT13  GT14

BT19

GT19

GT 7  GT 8

BT15 1 BT16

GT1 5  GT16

BT20

GT20

Ｔ

　

Ｔ

　

Ｔ

Ｇ

　

Ｂ

　

Ｇ

２０
　
　
日
　
　
金

練習 8:00  -  8:20 BT21練 BT22練 GT21練 GT22練

団
体
戦

9:00  -  10:10

10:20 -  11:30

BT21(準決)  BT22(準 決)  GT21(準 決)  GT22(準 決 )

BT23(決勝)           GT23(決 勝)

個
　
　
人
　
　
戦

11:30 -  12:00

12:00 -  12:30

12:30 -  13:00

13:00 -  13:30

13:30 -  14:00

14:00 -  14:30

14:30 -  15:00

15:00 -  15:30

15:30 -  16:00

16:00 -  16:30

16:30 -  17:00

BS l  BS 2

BD l  BD 2

GD l  GD 2

BS 5  BS 6

BS13  BS14

GS 5  GS 6

GS13  GS14

BD 9  BD10

GD 9  GD10

BS21  BS22

GS21  GS22

BS 3  BS 4 GS l   GS 2  GS 3  GS 4

BD 3  BD 4 BD 5  BD 6  BD 7  BD 8

GD 3  GD 4 GD 5  GD 6  GD 7 . GD 8

BS 7  BS 8 BS 9   BS10  BSll  BS12

BS15  BS16 BS17   BS18  BS19  BS20

GS 7  GS 8 GS 9  GS10  GSll  GS12

GS15重 S16 GSlフ  雪 18 GS19 1J2S20

BDll  BD12 BD13  BD14  BD15  BD16

GDll  GD12 GD13  GD14  GD15  GD16

BS23  BS24 BS25   BS26  BS2フ   BS28

GS23  GS24 GS25  GS26  GS27  GS28

２‐
　
　
日
　
　
土

練

習

５

　

０

田

一
田

・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・・　　
　
一
　
　
　
一一一一一・・・・一一一一一一一一．．．．一一一一一一一一・・

ｍ

一
田

BS29練 BS30練

BD17練 BD18練

cs1gffi csorffi o$2q
coreffi eorg#t eozoffi

esgrffi esgz#i esesffi

"r,sffi 
,rrm cD17m

個
　
人
　
戦

9:00  ～  9:40

9:40  -  10:20

10:20 -  11:00

11:00 -  11:40

11:40 -  12:20

12:20 -  13:00

一
ＧＤ２２

い

一

GS32

GD20

|

BS29  BS30

BD17  BD18
BS33   BS34
(準決) (準 決 )

BS35
(決勝 )

BS31  BS32 GS29

BD19  BD20 GD17
GS33

___(準 決 )
BD21   BD22
(準決) (準 決 )

BD23
(決勝 )

GS30  GS31

GD18  GD19
GS34
(準決)|
GD21
(準決 )

GS35
(決勝 )
GD23
(決勝 )

式 13:30 ～ 閉 会 式 (表 彰 式 )
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ノ]ヽ 林 優 吾 1

富 岡 第 一 中  福 島 県 (東 北 )

大  輝 2
中 ・ 岡 山 県 (開 催 地 )

光  貴 3
中 ・ 京 都 府 (近 畿 )

菊  野   真 4
希 望 が 丘 中  神 奈 川 県 (関 東 )

袋 井 由 樹 5

鹿  島  中 石川県(北 信越)

馬 場 湧 生 6
九国大付中・福岡県(九 州)

木 村 尋 斗 7

貫  気  別  中 ・ 北 海 道 (北 海 道 )

克  哉 8

中・鳥取県(中 国)

恭  兵 9

中  徳 島 県 (四 国 )

康   平 10

中 ・ 大 阪 府 (近 畿 )

上   村    聡 ‖
西  武 台  中 ・ 千 葉 県 (関 東 )

玉 手 勝 輝
"聖ウルスラ中 宮城県(東 北)

近 藤 峻 矢 13
師  勝  中 愛知県(東 海)

森  田  慎  司 14
後藤ヶ丘中・鳥取県(中 国)

木 村 大 三 朗 15
協   和   中  香 川 県 (四 国 )

晃  司 16
中 ・ 佐 賀 県 (九 州 )

佑  希  也 17

中 ・ 北 海 道 (北 海 道 )

勇   太 18

中 ・ 茨 城 県 (関 東 )

的′]ヽ 笠 裕 貴
名 経 大 市 t3中 ・ 愛 知 県 (東 海 )

水ヽ

丘

品
〒
桜

大  狩
八   木

20宮
相

雄   大
中 ・ 群 馬 県 (関 東 )

一戸

中

田  貴  大
谷   中  兵 庫 県 (近 畿 )

22武 石 優 斗
駒  里  中  北 海 道 (北 海 道 )

23古   賀     穂
富 岡 第 一 中  福 島 県 (東 北 )

24中  村  大  志
勝 山 中 都 中 ・ 福 井 県 (北 信 越 )

25富 岡 寿 将
中 ・ 佐 賀 県 (九 州 )

26中 里 裕 貴
埼 玉  栄  中 埼 玉 県 (関 東 )

2松 本 健 太 朗
後 藤 ヶ 丘 中 ・ 鳥 取 県 (中 国 )

28吉 村 海 二
銭  函  中  北 海 道 (北 海 道 )

29西     智   寛
北   部   中 ・ 熊 本 県 (九 州 )

30松 岡 航 平
東  陽  中 ・ 岡 山 県 (開 催 地 )

劉常 山 幹 太
草   津   中 ・ 滋 賀 県 (近 畿 )

32稲 盛 悠 平
高  知  南 中 ・ 高 知 県 (四 国 )

33渋 谷 勇 希
鶴 岡 第 一 中  山 形 県 (東 北 )

34吉 井 大 志
羽   島   中 ・ 岐 阜 県 (東 海 )

村  祐  樹
市   中  富 山 県 (北 信 越 )

野
東

出
Ｔ
湖

水  口
徳    島

３̈５

松  本
志   紀

田
唐
　

木

浦
　

光

見

一則
加
　

青

餞草
　

稲

阿

:17

一　

　

　

　

　

２０

35山
上

36′1｀

1ヽ

野
平 第 二
寺 裕  介
中  東 京 都 (関 東 )

男 子 シ ン グ ル スrg・ sJ

5:

11  :

6:  :

29:
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女 子 シ ン グ ル スrC・ SJ

大   堀   彩 1

富 岡 第 一 中  福 島 県 (東 北 )

仁  原  茜 2
操   中 ・ 岡 山 県 (開 催 地 )

松 本 香 織 3
本  通  中 ・ 北 海 道 (北 海 道 )

部    英 4
中・新潟県(北 信越)

田    麗 5
中 ・ 熊 本 県 (九 州 )

19星    千   智
富 岡 第 一 中 ・ 福 島 県 (東 北 )

1320北
村 毬 乃

:   日   吉   中 ・ 滋 賀 県 (近 畿 )

13

四松 岡 英 美
九 国 大 付 中 ・ 福 岡 県 (九 州 )

唐

竜

阿
山  の  下

田

一二
山

:25

:31

:     126

22石
平

23赤
備

24篠
強

25結
春

澤  未  夢
岡  中 北海道(北 海道)

澤  夏  希
前  中 岡山県(中 国)

田  希  望
戸   中 ・ 群 馬 県 (関 東 )

城    杏
中  高 知 県 (四 国 )

永

鏡
　

森

緑

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“一３５

み  ず  穂 6
中  大 阪 府 (近 儀 )

井  愛  加 7

中  岐 阜 県 (東 海 )

木   茜   羽 8

栄  中  埼 玉 県 (関 東 )

谷  奈  央 9
中  香 川 県 (四 国 )

水
笠   松

書
′lし

埼  玉

22:

丸

備

28櫻
鎮    西

山  未  矩
前   中  岡 山 県 (開 催 地 )

27山    口    茜
勝 山 南 部 中  福 井 県 (北 信 越 )

本  絢  子
中 ・ 福 岡 県 (九 州 )

29重 山 智 佳
聖 ウ ル ス ラ 中 ・ 宮 城 県 (東 北 )

30石 田 光 枝
埼  玉  栄  中 ・ 埼 玉 県 (関 東 )

釧中 村 恭 子
小   俣   中 ・ 二 重 県 (東 海 )

32溝 端 三 彩 起
園 田 学 園 中 ・ 兵 庫 県 (近 畿 )

33木
香

34寺
日

場  叶  華
東  中 香川県(四 国)

田  桃  香
浦   中 ・ 広 島 県 (中 国 )

由 希  乃
中  東 京 都 (関 東 )

加 藤 美 幸 10
倉 敷 福 田 中 ・ 岡 山 県 (中 国 )

中 西 貴 映 ‖
清   新   中  神 奈 川 県 (関 東 )

泉    朱   莉 12
ノヽ代第八中・熊本県(九 州)

永 原 和 可 那 13
芽  室  中 ・ 北 海 道 (北 海 道 )

小  川  由  香 14
若   園   中 ・ 愛 知 県 (東 海 )

岡 村 真 夢 15
松  原  中・滋賀県(近 畿)

濱  北  も  も 16
富岡第一中 福島県(東 北)

吉 森 朱 里 17
松   任   中 ・ 石 川 県 (北 信 越 )

嶺 井 優 希 18
富   士   中  埼 玉 県 (関 東 )

9:

10: 118

2:

井

泉

仲

大

36松
厚  別
本  麻  佑
南  中 ・ 北 海 道 (北 海 道 )

-29-

23



生
迎
　

山一言

　

也
団
　

優
団
　

巳
翻
　

敦
刺

敬
糖
　

　

鯨
　

慎
鱈
　

　

帥
　

拓
駈
　

　

錮

一［　　西砕
　
赫勢
　
鶉鉾
　
闘抑　　制『

輔

中

　

晃

中

　

也

中

　

貴

中

　

洋

中

　

京

中

　

朗

中

　

行

中

　

紀

中

　

樹

中

　

太

中

　

太

中

吋
　
　
　
城

光
　
　
畔

破
　
　
制

岡第一　
　
脚

一
　
　
下

］

　

嗽

陽
　
　
慶

岡第一　
　
略

萩
　
　
由不
東
　
　
樹

詢
　
　
一柿

い

山

緑

　

古

金

　

古

不

　

光

富

　

市

小

　

山

宮

　

前

光

　

藤

富

　

北

中

　

新

大

　

由
ン

　

植

淑

‐ ３

‐４

‐５

‐６

‐ ７

‐ ８

‐ ９

２０

２‐

２２

２３

２４

■

　

　

　

２
‥
‥

‥
　

¨

¨
　

　

　

　

１

　

　

　

　

¨

　̈
　
４
　
　
　

　̈
　
　
　
　
　
¨

　̈

　

　

　̈

　

　

¨

太
翻
　

織
期
　

嗣
Ｄ
　

哉
辺
　

帆
畑
　

也
団
　

伸
加
　

之
刺
　

輝
団
　

悟
州
　

也
調
　

佑
わ

健
匝
　

伊
咽
　

貴
腕
　

裕
雄
　

大
軌
　

侑
帥
　

正
鯨
　

啓
錮
　

光
鱈
　

慎
軌
　

即尾

　

太
鯨

蝋
癬
　
　
卸
壽
　
　
削
臓
　
　
仙
融
　
　
鯉
融
　
　
鳩
¨
　
　
堀
靱
　
　
躙
『
　
　
林
撫
　
　
凱
融
　
　
副
轟
　
　
］
時

晟

中

　

樹

中

　

也

中

　

太

中

　

司

中

　

也

中

一
Ｔ

口
　

　

隷

来

　

　

柿

陽

　

　

冊

鹿

　

　

帥

古

　

　

柿

¨

松

日

　

飯

竹

　

速

東

　

西

角

　

多

能

　

岡

倉

男 子 ダ ブ ル スr3・ DJ

-30-

¨
　

¨
“

¨
　
　
¨
“

一
　
　
¨

　̈
　
　
　
‐３
　
　
　
　
　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　̈
　
　
　
‐４
　
　
　
　
¨

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨



菅田愛結果 口飯 島 真 依 1

聖ウルスラ中・宮城県(東 北)

宮 浦 玲 奈・中 島 優 香 2
武  里  中・埼 玉 県 (関 東 )

三 橋 久 瑠 美 ・ 草 刈 真 優 3

桜 ヶ 丘 中・鳥取 県 (中 国 )

中 村 優 里 ・ 園 田 絵 里 奈 4

皇 徳 寺 中・鹿児島県 (九州 )

老 本 美 奈 子 ・ 老 本 美 和 子 5

水  橋  中・富山県 (北信越 )

多 田 百 花 ・ 伊 澤   菫 6
玉  藻  中・香 川 県 (四 国 )

柏 原 み き 口宇都宮茉佑 7
園 田 学 園 中・兵庫 県 (近 畿 )   :

黒 澤 裟 妃・藤 原 桜 花 8 11:
倉 敷 福 田 中 ・岡山県 (開催地)  : :

3:    :

長谷川琴音・尾 崎 沙 織 9 :
蓮 田 南 中・埼 玉 県 (関 東 )

高 田 結 衣 口秋 田 茉 美 10
大 垣  東  中・ 岐 阜 県 (東 海 )  :

4:

里見明日香 口若 林 杏 佳 11 :
九国大付中・福岡県(九 州)

松 本 理 沙 口河 上 由 奈 12
芽  室  中・北海道 (北海道 )

女 子 ダ ブ ル スrC・ り

23

… Ⅲ13瀬 川 桃 子
・森  瑞 希

埼 玉 栄 中・埼 玉 県 (関 東 )

13_14足
利 倭 瑚 口塚本あゆみ

:  聖 ウル ス ラ 中・官城 県 (東 北 )

:5

:… 15井 上  洸・土谷亜津紗
肥  前  中・佐 賀 県 (九 り‖)

16齊 藤 真 優
ヨ松 田  蒼

和  合  中・富山県 (北信越 )

18横 山 文 香・林  千里
岐  南  中・岐阜 県 (東 海 )

22

. 19田 坂 季 子・新 川 美 来
:   亀  崎  中・広 島 県 (中 国 )

: :15,20定 免 沙 樹
口松 谷 風 香

: : :   緑     中・北海道 (北海道 )

: : :7

:  : 21三 津川有美・山 本 瑠 香
:      日  吉  中・滋 賀 県 (近 畿 )

: Ⅲ…Ⅲ:20

22伊 野 紫 菜・曽我部花菜
:  中  萩  中・ 愛 媛 県 (四 国 )

:8

: 23加 藤 智 香 日長 嶺 仁 美
富  士  中・埼 玉 県 (関 東 )

24芹澤 妃 那 子
口
東 野 有 紗

富 岡 第 一 中・福 島 県 (東 北 )

季
詢
吉
本
匝
鋤
柳

ム
示
中

佳

東

谷

蔭

酒

樟

¨
　

　

　

　

２
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北海道 フロック

1

北  海  道

岩見沢市立 緑 中学校

監督 柏 倉 由美子
―シヤ 山 下 慶 祐 生

位 2  位
北  海  道

旭川市立 東陽 中学校

監督 中 村 健 吾
マネー
'■

― カロ賀山   瞬  教
1 山 口 友 輔 3
2 堀   太 一 13
3 吉 サ‖  改  3
4 村 上 亮 太  3
5菊 池 楓 馬 2
6片 桐 悠 輔 1

7金 丸 大 也 1

l〔
―
森 据普 :

3岸 田 貴 嗣 3
4岡 崎 竜 太 3

;{  [ 1=i

男子団体戦出場選手名簿 (1)

東 Jヒ フロック

1  位
福  島  県

富岡町立富岡第一中学校

監督 齋 藤   亘
コーチ イマム・トノヽり 外 マネジゃ」太 田 英 也 1教

宮  城  県

聖ウルスラ学院英智 中学校
監督 常 田 貴 裕
コーチ 畑 山 辰 徳 1外

位3

1‐ 保 木 卓 朗 3

2小 林 優 吾 3
3山 角 太 佑 3
41藤  慶 行  3
51古 賀  穂 2
61■    ~菖

‐
2

7 高 嶋   道  2

11會 津 啓 太 3
2小 友 修 司 3
3藤 田 凌 太 3

4田 口 優 介 3

5成 田 達 彦 2

6 海老名 孝 幸 12
7 佐 藤 昂 平  1

1 '菱原利 希 哉 3
2‐ 玉 手 勝 輝 2

3菅 原 栄 史 2

4高 橋 歩 夢 2
5篠 崎 孝 浩 2
6河 原 大 樹 2
7野 村 拓 海 1

関東 フロツク

1

埼  玉  県

埼 玉 栄 中 学 校

監督 1名 倉 康 弘
コーヨ可疋崖貴笥1外

位 2   1豆
茨  城  県

阿見町立 阿見 中学校

監督 森 下 栄 寿
コ チ 田 村   豊 1外

小平市立 」ヽ平第Ξ 中学校

監督 島   朝 樹 |
マネジャ1山 田 悠 起 生

恒
一都
一

一思

３
東

3   1豆
千  葉  県

西 武 台 中 学 校

詳 ―C―錮
1 和 田 征 大 3
2中 里 裕 貴 3

3大 関 修 平 3

會讐詈祥筆:
6 」ヽ 川 桂 汰  1
7 森 岡 秀 斗  1

３

３

３

２

・
２

３

２

日

一佑

．太

一間 ‐
計
岬
平

介

隼

．隼

勇

多

大

陽

亮

田

藤

光

本

下

林

村

山

一中二
稲

一松

一山

小

・ 木

１

２

３

４

５

６

７

1 1小野寺 裕 介 13
2内 田 健 太 3

3丹 野 啓 之 3

量 は 疑 :
6小 倉 由 嵩 ¬

7佐 藤  烈 1

11上 村   聡13
2上 村  賢 2
3森 川 真 諭 2

4‐ 崎 慎 聾 2
5平 丼 友 登 2

6塩 澤 甲 斐 2

北1言越 フロック 東海 フロ ツク

l

富  山  県

上市町立 上市 中学校

監督‐広 明   保 |
コーチ

『

丼 大 覇1~外

一ユ

福  井  県

勝山市立勝山中部中学校

監弩|_前 田 宏 治
コチ 中 村 浩 一 1外

一ユ2 |

愛  知  県

名古屋経済大学市屯5中学校

監督‐稲 垣 翔 悟
コーチ 田 村 勝 久 1外

一ユ 2   イ立
愛  知  県

北名古屋市立師勝中学校

乙 藁 L
1 山 村 祐 樹 3
2中 島 未 公 3
3平 丼 貴 大 3
4~T蔦 倉直油T3
5 細 川 雄 司  2
6 廣 島 裕 也  2
7平 丼 敦 也 1

1 中 村 大 志 3
2有 原 主 貴 3
31大  宮  拓真  3
41爾 音5圭 一員

`135廣 田 直 樹 3
6平 内 幹 太 2
7牧 野 桂 大 2

1 小 笠 裕 貴 3
2石 塚 巧 馬 3
31 堀   正 伸  3
4田 中 厚 志 2
5石 塚 凌 大 1

6鈴 木 康 宏 1

7大 平 彬 碩 1

1近 藤 峻 矢 2
2小 西 崇 之 2
3 市 川 浩太郎 2
41可 児 駿 弥 1

5大 口 隼 矢 1

6高 橋 克 暢 1

-32-
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男子団体戦出場選手名簿 (2)
返 載 フ L」 ック

兵  庫  県

加古川市立 平岡 中学校

監督 玉 田 浩 章
マネシャ 越 智  崇 教

一ユ2

1  西 川 裕次郎  3
2 松 井 大 晟  2
3上 原 健 太 2

4三 宅 航 平 2
5荒 田 直 幸

6田 邊 公 規 1

71-丼 勇 人 1

1 尾 上 勇 樹 3
2岡 田 直 樹 3
3竹 村 翔 大 3
4 小 西 裕 己  3
5 斉 藤 佑 介  3
6竹 内 悠 人 3
7 太 田   翼  2

1 阪 本 達 基 3
2 山 本 剛 史  3
3 上 谷 康 博  3
41森 田 潤 二 3
5 唐 崎   隼  3
6鷹 本 大 希 2
7 望 月   拓  2

中国 ブロック 四国 フロツク

1

島  根  県

雲 南 市 立 大 東 中 学 校

雰|パ 英諭1引

位

広  島  県

広島市立 亀崎 中学校

監督 大 西 弘 員
コーチ 丼 下 由紀子 外

位2 1

高松市立 木太 中学校

監督 松 村 咲 希
コーチ 宮 地 晶 紀 外

位

県
一香 県

高松市立 勝賀 中学校

監督
.宝 丼 宕 冶|

コチ岡 崎 聖 司 外

一ユ2

香

1 山 本 裕 介 3
2丼 田 淳 貴 3

3‐ 三 島  優 3

1 池 田 朋 也 3
2丸 山 直 緒 3

3 国 本 遼太郎  3
4 中 田 政 秀  2
5 佐々木 聖 史  2

1 尾 崎   悠
2松 本 佳 尚

31 菅   康 太
4 猪 熊 心太朗
5 宮 地 成 就
6平 田 篤 司

7中 山 侑 祐

３

一
３

一
２

一
２

一
２

一
２

一
２

1岡 崎 久 倫 3

2天 雲 捷 太 3

3四 宮 成 克 3
4多 田 雄 統 3

5石 ||1 巧 3
61北 村   凌

‐
3

7八 田 倖 輝 2

4 新   宗 樹
5 」ヽ 村   肇
61山 崎_撃 社
7自 根 颯 汰

3

3

3

3

九州 フロック

熊  本  県

熊本市立 北部 中学校

監督 1堺   圭 一
7～ヤ 川 嶋 隆 広 生

位

福  岡  県

北九州市立 本城 中学校

監督 永 田 干カロ子
コーチ 成 富 里 美 外

位2
福  岡  県

九州国際大学付属 中学校

監督
1横 溝 安 伸

マー● 明 神 憲 一 教

位3

―引麗譲喜雇|:
3石 井兼冬3
:堰爆辱_酪 |:
6小 本 翔 太 2
71前 田 航 輝 2

1 成 富 勇 太 3
2池 田 遥 祐 3
3 林   享 平  3
4柳 祥 太 郎 3
5山 崎 諒 介 3
6 吉 岡   凌  2
7     -    、ヽ、

3日 野 暁 大

舎十弄→繁藉蒙]
6花 田 龍 人

３

一
３

一
３

一
２

開 催 地
1  位
岡  山  県

倉敷市立 福 田 中学校

監督 1畑   健 二 |

=升
儀財 薇t
1 岡 本 侑 也 3
2大 島 侑 也 3

亀 上田 量  伶_3
4三 宅 晃 崚 2
5 田 島   挙  2
6谷 村 健 斗 2

湧 也  2
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|

滋  賀  県

大津市立 日吉 中学校

監督 渡 邊 雄 介
ネシャ 高 田 克 彦 教

一ユ

奈  良  県

大和郡山市立 郡山 中学校

監督 岩 田 光 司
7ネ シー 鈴 木 弥 恵 教

恒
一

3

7



女子団体戦出場選手名簿 (1)
J師道 ブロック

1

Jヒ    カ辱

芽室町立 芽室 中学校

位

道

2  位
北  海  道

旭川市立 広陵 中学校

生

穂

子

初

弥

田

野

澤

大

督

一

酢
皿
一 教

久
・恵

哲

浩

槻
一村

大

田

督

″

藍
口
一　
一

11永 原 理 那 |■
2松 本 理 沙 3
3河 上 由 奈 3
4舘 野 夏 実 2

5鈴 木 彩 菜 2
6関 根 干 弥 2
7岩 間 梨 子 1

11■Jヨ 矢口里_二o
2 水 沼   唯  3
3中 條 美 里 3

4 穂 刈 彩 花  3
5中 村 汐 里 2
6 佐々木 萌 実  1
7稲 垣 干 尋 1

東 Jじ フロック

県

日

均 外

２
一宮

位

城  県

聖ウルスラ学院英智 中学

監督 常 田 貴 裕
コーチ 畑 山 辰 徳 外

目

青 森 山 田 中 学 校

監督
‐
藤 田 真 人

一・ 高 西 美 樹 生

一県

位
一森

３

聾鍵]: い依‐３・̈・』・申一一一一

愛

真

あ
・倭

智

妃

い

印一時一嚇一制・動．詢一赫

１

・２

３

・４

・５

６

一７

1 村 上   晃  3
2安 田 美 空 1

3志 田 干 陽 1

4三 上 香 菜 1

5手 上 星 世 ‐1

61徳 岡 玲 奈 1

7 斉 藤 ひかり 1

4 大 堀   彩  2
5濱 北 も も 2
6東 野 有 紗 2
7渡 辺 帆 南 2

関東 フロツク

1

埼  玉  県

越谷市立 富士 中学校

監督 村 松 和 雄
コチ tll藤 清 弘 外

位

県

春日部市立 武里 中学校

監督 小 林   剛

一ユ2

一玉埼

マー 秋 山 和 夫 教

埼  玉  県

蓮田市立 蓮田南 中学校

藍薔「新 井 春
~■ ‐

コーチ 丼 上 泰 年 外

一ユ3 3  位
埼  玉  県

埼 玉 栄  中 学 校
監督1名
~倉
 康 弘|~~

コーチ大 屋 貴 司 外

1 長 嶺 仁 美
2カ ロ 藤 智 香
3嶺 丼 優 希

4 北 野 志帆子
5 多 田 有 実

３

３

３

３

３

1 宮 浦 玲 奈 3

:菖 暑橿岳 :
4菊 池 彩 夏

5 増 田   葵

３

３

1  長谷川 琴 音  3
2 窪 田 有 希  3
3西 野 風 花 3
4尾 崎 沙 織 2

5粂 谷 百 香 2

「
纂
」
白

一隷

一樺

桃

・瑞

光

佳

由

川

．

一田
一北

一條

瀬

森

石

大

中

１

・２

一３

一４

一５

亀
ぎ
里莉

美際一莉

（
０

・
７

′

一２

２

子

乃

一朝
一彩

一．山

原山一枠
２

・２
硼
だ柿一申

荒

川

・６

一７

北信越 ブロック 東海 ブロック

|

富  山  県

富山市立 和合 中学校

藍奮丁谷 口藪 代 |~
コーチ 松 田 高 幸 外

一ユ

福  丼  県

勝山市立勝山南部中学校

藍替|百 下 久
~子
丁

コーチ 三 篭   賢 1外

位2 1

岐  阜  県

岐南町立 岐南 中学校

弱奔:晨 驚外

一ユ 一ユ2

松

齊

松

土

中

山

杉

１
．一
３
一４
一５
一コ
７

1  上 田 優利愛  3
2 多 田 美貴子  3
3山 内 亜 紀 2
4 境   亜梨沙  2
5砂 田 晴 香 2
61山  口   茜  1
7鈴 木 咲 貴 1

３

一３

一３

一３

一３

．３

．２

香

里

歩

花

咲

彩

紀

文

一千

一美

一萌

一美

一伶

一沙

山

　

丼

分

仲

藤

原

横
一‐林・一
・國
・武
・
‐カロ・重

１

一２

・３

一４

一５

一６

一７

1高 田 結 衣 3
2伊 藤 江 美 3
3秋 田 茉 美 3
4平 田 鈴 乃 2
5大 場 萌 永 2

9rf‐
烈

熟 ξ ‐
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1
一ユ

岐  阜  県

大垣市立 東 中学校

高 橋 真由美|
マネシ,中 村 敦 夫



女子団体戦出場選手名簿 (2)
近畿 フロック

]

兵  庫  県

園 田 学 園 中 学 校

監督 角   珠 代
コーチ 虫亡 川 友 光 外

一ユ 2   1豆
大  阪  府

樟 蔭 東 中 学 校

監督 高 世 綾 美
コーチ 藤 原 瑛 佳 外

滋  賀  県

大 津市 立 日吉 中学 校

監督 今 荘   茂
― ・ 浅 見 晴 美 教

位3

1 柏 原 み き
2 宇都宮 茉 佑
3田 中 鈴 香

41溝  端 三彩起

■枷 合 _夢 未

6北 谷 美 樹

7長 渡 咲 季

３

３

３

３

３

２

1  木戸地 梨 奈  3
2榮 口 華 音 3

3酒 谷 佳 奈 3
4山 本 綾 奈 3
5濱 脇 真 季 2
6 宮 原 明日香  2
7   -

1  三津川 有 美  3
2 北 村 毬 乃  3
3 山 本 瑠 香  3
4馬 場 百 香 2
5宮 下 芹 奈 2
6山 根 美 雪 1

7笹 丼 風 音 1

甲国 フ ロ ツク 四国 ブロック

1

監督 竹 光 唯 至
:‐― 松 本 真由子 生

位

”
校

疇

¨
¨

一

ッ
｛立山一い・

島  根  県

雲南市立 大東 中学校

監督 野 津   弘
コーチ 栗  英 剛 外

位２

一

1

愛  媛  県

新居浜市立 中萩 中学校

監督 西 原   隆
‐― 新 穂 里 紗 生

位

香  川  県

綾川町立綾南中学校

監督 」ヽ野坂 光佐子
マ'一 大 西 浩 子 教

位2

1福 本 涼 香 2

21辻  瑞 貴  2
3矢 上 璃 奈 2

4藤 田  尚 2
5中 道 由 菜 2

61西 村 美 希  1
7 吉 中  愛  1

1  和久利   暁  3
2 岡 田 知 佳  3
3丼 田 麻 友 2

4自 築 美 聡 2

5田 部 夏 子 2

6 内 田 優香里  2
7松 浦 千 恵 2

1 伊 野 紫 菜 3
2石 丸 若 奈 3
3 曽我部 花 菜  3
4山 中 芹 里 2

5 直 野 友花里  2
6福 本 麻 衣 2

7伊 野 紫 惟 1

1稲 澤 美 奈‐3
2柏 野 薫 奈 3
3粟 丼 美 鈴 3
4 佐々木   楓 3

5上 屋 嘉那子 2

6 三 好 玲央菜 12

7中 尾 彩 希 2

九州 フロツク

鹿 児 島 県

鹿児島市立皇徳寺中学校

監督 石牟礼 直 樹 |
コーチ 堂 園 三智子 外

位2

つ
校

　

外

位一県一一・動・蓄1西 尾 干 空 3
2松 岡 英 美 3
3 里 見 明日香  3
4若 林 杏 佳 2
5堂 山 美 羽 2
6石 橋  舞 1

7重 田 美 空 1

牟 田 香菜子  3
落 司 実 留 1

中 村 優 里 2

園 田 絵里奈  2
中 村 優 花 2

長 野 来 夢 2

引地由 希 奈  1

２

一３

一４

一５

一６

一７

1  金 城 あさひ  3
2田 場 愛 佳 3

3 高 江 洲美希  3
4新 垣 翔 子 3

5内 間 有 紀 2
6上 原 真 莉 2
7~~   三二I

監督 1畑   健 二

開 催 地
1  位
岡  山  県

倉敷市立 福田 中学校

一ヤ 大 島 奈 々 生

1 カロ 藤 美 幸 3
2黒 澤 裟 妃 3
31柏 野 冴 香  3
4‐ 浅 丼 奈 々 3
5藤 原 桜 花 2
6⊥ 田 董 織 2
7大 林 里 奈 2

-35-

福  岡  県

九州国際大学付属 中学校

監督 木 村 幸 恵 |
7ネ ジャ 松 本  武 教

一ユ



男子個人戦シングルス出場選手名簿
ブロック 順位 都道府県 選 手 名 学年 】

名
”
校

”
学 監 督 名 入場許可申請者

北海道

1位 北 海 道
ヨシ  ムラ  カイ  ジ
苦 村 海 二 3

オ  タル  シ  リツ ゼニ バコ チュウ ガッ コウ

小 樽 市 立 銭 函 中 学 校 中村  元

2位 北 海 道
キ  ムラ  ヒロ   ト

木 村 尋 斗 3
”
校
ル
学却中

ベ
ロ
高
″

キ
をス

ヌ

一
員
空
ユ“町

円
取
ゆ
平 平本 哲也 木村 真弓

3位 北 海 道
タケ  イシ  ユウ  ト

武 石 優 斗 2
チ  トセ  シ  リツ コマ サト チュウ ガッ コウ
干 歳 市 立 駒 里 中 学 校 片桐 康司 若原 速人

3位 北 海 道 キ
木

″
圭円

ユ キ ヤ

佑希也 3
トヨ ウラ チョウ リツ トヨ ウラ チュウ ガッ コウ

豊 浦 町 立 豊 浦 中 学 校 長谷川樹也 高橋 哲夫

身ミ  Jヒ

]位 福 島 県
コ  バヤシ ユウ  ゴ

小 林 優 吾 3
トミ オカチョウリツ トミ オカ ダイ イチチュウガッ コウ

富 岡 町 立 富 岡 第 一 中 学 校 齋藤
一日

一
大堀  均

2位 福 島 県
コ   カ      ミノル

古 賀   穂 2
トミ オカチョウリツ トミ オカ ダイ イチチュウガッ コウ

富 岡 町 立 富 岡 第 一 中 学 校 齋藤
一日

一
大堀  均

3位 宮 城 県
タマ  テ  カツ  キ

玉 手 勝 輝 2
セイ          ガクインエイ チチュウガッコウ
聖 ウルスラ学院英智中学校 常田 貴裕

3位 山 形 県
シブ  ャ  ュウ  キ
渋 谷 勇 希 2

ツル オカ シ リツ ツル オカ ダイ イチチュウガッ コウ

鶴 岡 市 立 鶴 岡 第 一 中 学 校 島貫 直浩

関 東

1位 東 京 都
オ ン デラ

小野寺
財
介ユ
ゥ
裕 3

コ ダイラ シ リツ コ ダイラダイ ニ チュウガッ コウ

小 平 市 立 小 平 第 二 中 学 校 島 朝樹

2位 茨 城 県
イナ  ミツ  ユウ  タ
稲 光 勇 太 3

ア  ミ チョウ リツ  ア  ミ チュウ ガッ コウ

阿 見 町 立 阿 見 中 学 校 森下 栄寿

3位 埼 玉 県
ナカ  サト  ユウ  キ

中 里 裕 貴 3
％
埼

タマ   サカエ  チュウ   カッ   コウ
玉 栄 中 学 校 名倉 康弘

3位 神奈川県
キク  ノ     マコト

菊 野   真 3
ヨコ ハマ シ リツ キ ボウ   オカチュウガッ コウ

横 浜 市 立 希 望 が 丘 中 学 校 浅丼  壽 菊野  修

5位 千 葉 県
カミ  ムラ      サトシ
上 村   聡 3 ク

ムロ
ブ
武

“
西

ati )i, -O++& 望月 宏―

5位 群 馬 県 ヨ宮
タケ  ヒロ

雄 大 3
キ リュウ シ  リツ アイ オイ チュウ ガッ コウ

桐 生 市 立 相 生 中 学 校 後閑 二郎

北信越

1位 福 丼 県
ナカ  ムラ  タイ  シ

中 村 大 志 3
h', lv i u'y i') t?+a, ) +a)rj, 1,
H Llr ft'V ffi Ll-r + El3 + + tt 前田 宏治

2位 石 県 キ
樹

ル
由

イ
丼

″
袋 3

ナカ ノ  ト チョウ リツ カ シマチュウカッ コウ

中 能 登 町 立 鹿 島 中 学 校 長田 浩信 倣田 洋介

3位 富 山 県
ヤマ  ムラ  ユウ  キ
山 村 祐 樹 3

カミ イチ チョウ リツ カミ イチ チュウ ガッ コウ

上 市 町 立 上 市 中 学 校 広明  保

東 海

]位 愛 知 県
オ   ガサ  ヒロ   キ
」ヽ 笠 裕 貴 3

ナ ゴ ヤ ケイザイダイガクイチムラチュウガッコウ

名古屋経済大学市郁中学校 稲垣 翔悟

2位 愛 知 県 ヤ
矢

ル
峻

的
藤

ル
近 2

キタ ナ  ゴ ヤ シ リツ シ カツチュウガッ コウ

北 名 古 屋 市 立 師 勝 中 学 校 青木 洋子

3位 岐 阜 県
ヨシ  イ   ヒロ  シ
吉 丼 大 志 3

ハ  シマ  シ  リツ  ハ  シマ チュウ ガン コウ

羽 島 市 立 羽 島 中 学 校 武山 昭見 浅野 白
貝

近 畿

1位 大 阪 府
マツ  モト  コウ  ヘイ

松 本 康 平 3
ヤ  オ  シ  リツ  シ  キ チュウ ガッ コウ
八 尾 市 立 志 紀 中 学 校 梅北 哲也 松本 美和

2位 滋 賀 県
ツネ  ヤマ  カン  タ
常 山 幹 太 2

クサ  ツ  シ  リツ クサ  ツ チュウ ガッ コウ
草 津 市 立 草 津 中 学 校 藤本 豊久 常山美由紀

3位 兵 庫 県
ト   ダ  タカ  ヒロ

戸 田 貴 大 3
イ  ナ ガワチョウ リツ チカ タニチュウガッ コウ
猪 名 川 町 立 中 谷 中 学 校 中西 正治 戸田 雅大

3位 京 都 府
オオ  カリ  コウ  キ
大 狩 光 貴 3

ナン  タン  シ  ヤ  ギ  チュウ ガッ  コウ

南 丹 市 八 木 中 学 校 ―谷 好美 姫野 省吾

中 国

1位 鳥 取 県 訃
本

″松
ケン タ ロウ

健太朗 3
⇒
校
ル
学
チユゥ中
勧
丘
ガ
ケ
的
藤
ゴ
後
空
ユ
シ
市
ゴ
子
サ
米 坂□  隆 根平 緯央

2位 鳥 取 県
モリ  タ  シン  ジ

森 田 慎 司 3
ヨナ ゴ シ リツ ゴ トウ ガ オカチュウガッ コウ

米子市立後藤 ヶ丘中学校 坂口  隆 根平 緯央

3位 鳥 取 県
ナカ  ノ   カッ  ヤ

中 野 克 哉 3
トッ トリ  シ  リツ  コ  トウ チュウ ガッ コウ

鳥 取 市 立 湖 東 中 学 校 岡田加代子

四  国

]位 徳 島 県 ョ水
グチ キョウ ヘイ
□ 恭 兵 3

トク  シマ  シ  トク  シマ チュウ ガッ  コウ

徳 島 市 徳 島 中 学 校 村田 留美 水口 富夫

2位 高 知 県
イナ  モリ  ユウ  ヘイ

稲 盛 悠 平 3
コウ チ ケン リツ コウ チ ミナミチュウカッ コウ

高 知 県 立 高 知 南 中 学 校 岡村 力

3位 香 県 ”
朗
ジ
二
角
大

″
村

キ
木 3

タカ マツ  シ  リツ キョウ ワ チュウ ガッ コウ

高 松 市 立 協 和 中 学 校 飯間 章弘 木村 靖男

九 りヽN

1位 福 岡 県
バ  バ  ユウ  セイ

馬 場 湧 生 3
キュウシュウコク サイ ダイ ガク フ ツクチュウガッ コウ

九 州 国 際 大 学 付 属 中 学 校 横溝 安伸 松本  武

2位 熊 本 県 ⇒西
トモ  ヒロ

智 寛 3
クマ モト  シ  リツ ホク  ブ チュウ ガッ コウ

熊 本 市 立 北 部 中 学 校 堺 圭― 石井 恵介

3位 佐 賀 県
トミ  オカ  トシ  マサ

富 岡 寿 将 3
カラ  ツ  シ  リツ ナナ ヤマ チュウ カッ コウ

唐 津 市 立 七 山 中 学 校 小林 真澄 円城寺文雄

3位 佐 賀 県
マI  タ  コウ  シ

前 田 晃 司 3
”
校
ル
学
“
中
が
唐
力
加
空
ユ
シ
市ツ津

”
唐 吉野 高広 古賀 尚之

開催地
1位 岡 山 県

マツ  オカ  コウ  ヘイ

松 岡 航 平 3 醤藪希笠業蕩T寧 議 石原 裕子
2位 岡 山 県

ナカ  エ  ダイ  キ

中 永 大 輝 2
”
校
一

ル
学
”
中
釉
丘カゆ桜

空
ユ
シ
市
″
般
石
効
赤 田中健―郎 亀川 章文
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女子個人戦シングルス出場選手名簿
ブロック 順位 都道府県

セン  シュ  メイ

選 手 名 学年 ″
名

”
校

ル
学 監 督 名 入場許可申請者

北海道

1位 北 海 道 松 本 麻 佑 3 ”校”学”中二南
べ

［
冒
″

″
厚
空
ユ
シ
市
和
幌”札 福本 愛弓 松本次世志

2位 北 海 道 ′ヽラ原
を
水

ワ カ ナ

和可那 3
メ  ムロ チョウ リツ  メ  ムロ チュウ ガッ コウ
芽 室 町 立 芽 室 中 学 校 澤田 初穂

3位 北 海 道
マツ  モト  カ  オリ

松 本 香 織 2
ハコ タテ  シ  リツ ホン ドオリチュウ ガン コウ
函 館 市 立 本 通 中 学 校 狩野 利行

3位 北 海 道
イシ  サワ  ミ   ユ

石 澤 未 夢 3
サッ ポロ  シ  リツ ヒラ オカ チュウ ガッ コウ

札 幌 市 立 平 岡 中 学 校 佐藤 香織

身護  Jヒ

1位 福 島 県 ”
彩

利
堀

材
大 2 ”

校
ル
学“中

三角
第
わ
岡
陰
［一田
空
立
“
町
釉
岡
険
曽
田

齋藤
一日

一
イマム・卜八リ

2位 福 島 県 ル星
チ   サト

千 智 3
”
校
ガッ学
”
中
三侑
第
わ
岡
い
［一田
空
立”町

わ
岡
陰
［一田

齋藤
一日

一
イマム・卜八リ

3位 宮 城 県
シケ  ヤマ  チ   カ
重 山 智 佳 3

セイ          カクインエイ チチュウガッコウ
聖 ウルスラ学院英智中学校 常田 貴裕

3位 福 島 県
ハマ  キタ

濱 北 も も 2 ”
校
ル
学
チユゥ中
三角
第
勧
岡
い
［］田
空
ユ”町

勧
岡
は
曽
田

齋藤
一日

一
イマム.卜八リ

関 東

1位 埼 玉 県
ミネ  イ   ユ   キ

嶺 丼 優 希 3
コシ ガヤ  シ  リツ  フ  ジ チュウ ガッ コウ
越 谷 市 立 富 士 中 学 校 村松 和雄

2位 埼 玉 県 工枝
ン
光

ダ
田

″
石 3 ％埼

タマ  サカエ  チュウ  ガッ
玉 栄 中 学

”
校 名倉 康弘

3位 群 馬 県
シノ   ダ  ノツ   ミ

篠 田 希 望 3
オオ  タ  シ  リツ ゴウ  ト チュウ ガッ コウ

太 田 市 立 強 戸 中 学 校 佐々木美智子 篠田 ―裕

3位 埼 玉 県
アラ  キ  アカ  ネ
荒 木 茜 羽 2

労
埼

タマ   サカエ  チュウ   ガン
玉 栄 中 学

”
校 名倉 康弘

5位 東 京 都 イ丼
劫
仲

ユ キ ノ

由希乃 2
”校″学“中薇泉

材
大
空
ユ
ク
区
マ馬
利
練 佐藤 英紀 竹俣  明

5位 神奈川県 ・映
キ
虫貝

ン
西

劫
中 3 ”

校
ル
学
”
中
″
新
“
〓凋
空
ユ
ン市
″
原
ミ
模
”
相 佐藤 浩美 中山 朋子

北信越

1位 福 井 県
ヤマ  グチ

山 口 所茜 ]
”
校
ガッ学
“
中
ブ
部
ル
南
や
山
″
勝
空
ユ
シ
市
や
山
″
勝 白木 久子

2位 新 潟 県
ア   ベ      ハナ

阿 部   英 3
ニイ ガタ シ リツ ヤマ    シタチュウガッ コウ

新 潟 市 立 山 の 下 中 学 校 木下 利子

3位 石 県 り
里

シュ朱
刊
森

⇒
士
口

3
ハク サン  シ  リツ マッ トウ チュウ ガッ コウ

白 山 市 立 松 任 中 学 校 村上 陽― 松原 宏明

東 海

1位 三 重 県
ナカ  ムラ キョウ  コ

中 村 恭 子 3
イ  セ  シ  リツ  オ  バタ チュウ カッ コウ
伊 勢 市 立 小 俣 中 学 校 濱田 ―光 山本 真琴

2位 愛 知 県
オ  ガワ  ユ   カ

月ヽ 川 由 香 3
トヨ  タ  シ  リツ ワカ ツノ チュウ ガッ コウ
豊 田 市 立 若 園 中 学 校 大橋 努 中国 直人

3位 岐 阜 県
ナガ  イ  アイ  カ

永 丼 愛 加 3
カサ マツ チョウ リツ カサ マツ チュウ ガッ コウ

笠 松 町 立 笠 松 中 学 校 平池 直哉

近 畿

1位 大 阪 府
モリ             ホ

森   みず穂 3
オオ  サカ  シ  リツ ミドリ チュウ ガッ  コウ
大 阪 市 立 緑 中 学 校 白神 典幸 森 元雄

2位 兵 庫 県 ′ヽ夕端
ジ
溝

ミ サ キ

三彩起 3
ソノ   ダ   ガク  エン  チュウ  ガッ  コウ
園 田 学 園 中 学 校 角 珠代 寺町 彰浩

3位 滋 賀 県
キタ  ムラ  マリ  ノ

北 村 毬 乃 3
オオ  ツ  シ  リン  ピ  ヨシ チュウ カソ コウ
大 津 市 立 日 吉 中 学 校 今荘 茂

3位 滋 賀 県
オカ  ムラ  マ   ユ

岡 村 真 夢 3
クサ  ツ  シ  リン マン バラ チュウ カッ コウ

草 津 市 立 松 原 中 学 校 高井 優希 好田 尚史

中 国

]位 岡 山 県
カ  トウ  ミ  ユキ

加 藤 美 幸 3
クラ シキ  シ  リツ フク  ダ チュウ ガッ コウ
倉 敷 市 立 福 田 中 学 校 火田 健二

2位 岡 山 県
アカ  ザワ  ナツ  キ

赤 澤 夏 希 3
ビ  セン  シ  リツ  ビ  セン チュウ ガッ コウ
備 前 市 立 備 前 中 学 校 坪井 好人

3位 広 島 県
テラ  ダ  モモ  カ

寺 田 桃 香 3
ヒロ シマ  シ  リツ  ヒ  ウラ チュウ ガッ コウ
広 島 市 立 日 浦 中 学 校 大西弘員(依 ) 寺田 明美

四  国

]位 香 県 オ
央

ナ
本
不

年
谷

ヽヽヽ
一二

3
タカ マツ  シ  リツ ヤマ  ダ チュウ ガッ コウ
高 松 市 立 山 田 中 学 校 美藤 純子

2位 香 県
キ   ′`  キョウ  カ
木 場 叶 華 2 嵩秘希笠蕃業T撃 寝 加藤 智子 吉川 大助

3位 高 知 県
ユウ  キ

結 城 ル
杏 3 嵩角希笠讐曇T學 養 佐野 兵衛 橋詰 高博

九 り11

]位 福 岡 県
サクラ モト  アヤ  コ

櫻 本 絢 子 3
タ  ガワ  シ  リツ チン ゼイ チュゥ ガッ コウ
田 川 市 立 鎮 西 中 学 校 有光  洋 櫻本 公紀

2位 熊 本 県
ナガ  タ

永 田 墜
麗 3 ”

校
”
学

チユゥ中
荻
鏡
空
立
シ
市
洒
代
″
八 藤本 京子 平田  昇

3位 熊 本 県
イズミ     アカ  リ
泉   朱 莉 3 )(資 希笠峯ズT寧 養 内田 朱乃 泉 智幸

3位 福 岡 県
マツ  オカ  エ   ミ

松 岡 英 美 3 冗州菌孫矢撃符崖T寧養 木村 幸恵 明神 憲一

開催地
1位 岡 山 県

ト ニ ハラ      アヵネ
唐仁原   茜 3 筒西希笠讐藻T寧 養 鷲田 武広

2位 岡 山 県 ク
矩

ミ
未

セ
山動丸 2 指箭希翌薦箭T撃 寝 坪井 好人
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男子個人戦ダブルス出場選手名簿
ブロック 順位 都道府県 選 手 名 学年 】

名
”
校

”
学 監 督 名 入場許可申請者

北海道

1位 北 海 道
山 口 友 輔 3 イワ  ミ  ザワ  シ  リツ ミドリチュウ ガッ コウ

岩 見 沢 市 立 緑 中 学 校 柏倉由美子
堀   太 ― 3

2位 北 海 道
速 水 拓 也 3 アサヒカワ  シ  リツ トウ ヨウ チュウ カッ コウ

旭 川 市 立 東 陽 中 学 校 中村 健吾
岸 田 貴 嗣 3

舅護  Jヒ

1位 福 島 県
保 木 卓 朗 3 トミ オカチョウリツ トミ オカ ダイ イチチュウガッ コウ

富 岡 町 立 富 岡 第 ― 中 学 校 齋藤  亘 大堀  均
山 角 太 佑 3

2位 福 島 県
光 島 理 貴 ] トミ オカチョウリツ トミ オカ ダイ イチチュウガッ コウ

富岡町立 富岡第一 中学校 齋藤  亘 大堀  均
渡 辺 勇 大 1

3位 福 島 県
藤     慶  イ〒 3 トミ オカチョウリツ トミ オカ ダイ イチチュウガッ コウ

富 岡 町 立 富 岡 第 一 中 学 校 齋藤  亘 大堀  均一西 2

関 東

1位 東 京 都
植 木 祐 太 3 シェク トク   ス   ガモ  チュウ  ガン  コウ

淑 徳 巣 鴨 中 学 校 堀越 義広 関根  忠
塩  田   敦 3

2位 東 京 都
内 田 健 太 3 ”

校
ル
学
”
中二二

贅
第”平

コ
＝川
句

空
ユ
シ
市”平

コ
川 島  朝樹

丹 野 啓 之 3

3位 東 京 都 「
lD  り‖  禾ロ  デ| 2 コ ダイラ シ リツ コ ダイラダイ ニ チュウガッ コウ

小 平 市 立 小 平 第 二 中 学 校 島  朝樹
宮 崎 滉 太 2

3位 茨 城 県
最 重 哭 白 3 ア  ミ チョウ リツ タカ  ク チュウ ガッ コウ

阿 見 町 立 竹 来 中 学 校 下條あゆみ 平岡 ―浩
安 田 伊 織 3

北信越

1位 福 井 県
前  田 賢史朗 3 フク  イ   シ  ヨウ  ヨウ チュウ ガッ  コウ

福 井 市 光 陽 中 学 校 宮本 賢司 大岡 昇平
三 上 敬 生 3

2位 福 丼 県
西 部 凌 太 2 ツル  ガ  シ  リツ ツノ  ガ チュウ ガッ コウ

敦 賀 市 立 角 鹿 中 学 校 中野  誠 平丼 香充
竹 内 裕 哉 2

東 海
1位 愛 知 県

石 塚 巧 馬 3 ナ ゴ ヤ ケイサイダイカクイチムラチュウガッコウ

名古屋経済大学市郁中学校 稲垣 翔悟
堀     正  イ申 3

2位 岐 阜 県
古  田  将  也 3 タル  イ チョウ リツ  フ  ワ チュウ ガッ コウ

垂 井 町 立 不 破 中 学 校 水野 裕介 小寺 功―
小 寺 達 也 3

近 畿

]位 滋 賀 県
松 井 大 晟 2 オオ  ツ  シ  リツ  ヒ  ヨシ チュウ ガッ コウ

大 津 市 立 日 吉 中 学 校 渡遷 雄介
上 原 健 太 2

2位 大 阪 府
曽 根 雄 太 2 ”

校
わ
学
“
中
ル
西
ツ津
】
由一皇
空
ユ
シ
市
夕
田
“
吹 秋元 信孝 菊地 恭平

松 浦 拓 巳 ]

3位 奈 良 県
徳 田 侑 ― 3 ⇒

校
カッ学
“
中
”
草
”
若
空
立
シ
市
ラ
良
ナ
本
不

嘉生  寛 神木 秀国
疋 田 聖 也 2

中 国
]位 岡 山 県

岡 本 侑 也 3 クラ シキ  シ  リツ フク  ダ チュウ ガッ コウ

倉 敷 市 立 福 田 中 学 校 畑  健二
大 島 侑 也 3

2位 島 根 県
新   宗  樹 3 ウン ナン  シ  リツ ダイ トウ チュウ ガッ コウ

雲 南 市 立 大 東 中 学 校 野津  弘
三  島   優 3

四  国
1位 香 県

唐 渡 裕 基 3 タカ マツ  シ  リツ タマ  モ チュウ ガッ コウ

高 松 市 立 玉 藻 中 学 校 大胡賢太郎 安部 純子
吉 本 光 輝 3

2位 愛 媛 県
北 岡 裕 紀 3 ”

校
ル
学

チユゥ中ノ、
ギ
萩
劫
中
空
ユ
シ
市櫂浜

イ
居二新 西原  隆

鈴  木  慎  也 2

九 州‖

]位 宮 崎 県
山 下   京 2 ミヤ ザキ シ リツ ミヤ ザキ ニシチュウガッ コウ

宮 崎 市 立 宮 崎 西 中 学 校 鈴木 保博
小森園 隆 平 2

2位 福 岡 県
占  音6  圭  祐 3

筒鐘7笠 筒鐘T寧 議 原田 大樹 福永由貴子
寺  脇  慎  悟 3

3位 福 岡 県
多 賀 敦 司 3

指裔希笠籠岳η
ン
学養 城丸 貴徳 多賀 陽一

中 里 大 帆 3

開催地 1位 岡 山 県
舌 プ  夏 3

幾箇希笠登尭T寧 議 永山 聡子 野田 修嗣
渡 辺 貴 宏 3
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女子個人戦ダブルス出場選手名簿
ブロック 順位 都道府県

セン  シュ  メイ

選 手 名 学年
ガッ    コウ    メイ
学  校  名 監 督 名 入場許可申請者

北海道

1位 北 海 道
松 本 理 沙 3 メ  ムロ チョウ リツ  メ  ムロ チュウ ガッ コウ

芽 室 町 立 芽 室 中 学 校 澤田 初穂
河 上 由 奈 3

2位 北 海 道
定 免 沙 樹 3 イワ  ミ  ザワ  シ  リツ ミトリチュウ ガッ コウ

岩 見 沢 市 立 緑 中 学 校 小野 寺哲
松 谷 風 香 3

身こ Jヒ

1位 宮 城 県
菅  田 愛結果 3 セイ          カクインエイ チチュウガッコウ

聖 ウルスラ学院英智中学校 常田 貴裕飯 蔦 員 俵 3

2位 福 島 県
芹  澤  妃刀Б子 3 トミ オカチョウリツ トミ オカ ダイ イチチュウガッ コウ

富 岡 町 立 富 岡 第 一 中 学 校 齋藤  亘 イマム・卜八リ
東 野 有 紗 2

3位 宮 城 県
足  利  倭  瑚 3 ”

校
”
学”中

チ
智
】
英
″
院
″
学ラスルウ

“
即
〓

常田 貴裕
塚  本  あゆみ 3

関 東

1位 埼 玉 県
瀬  り‖ 桃  子 3 サイ   タマ  サカエ  チュウ   ガッ

埼 玉 栄 中 学
”
校 名倉 康弘

森   瑞 希 3

2位 埼 玉 県
長谷川 琴  音 3 ハス タ  シ リツ ハス ダ ミナミチュウガッ コウ

蓮 田 市 立 蓮 田 南 中 学 校 新井 春男
尾 崎 沙 織 2

3位 埼 玉 県
宮 浦 玲 奈 3 カス カ  ベ  シ リツ タケ サトチュウガッ コウ

春 日 部 市 立 武 里 中 学 校 小林  岡」
中 島 優 香 3

3位 埼 玉 県
カロ 藤 智 香 3 コシ ガヤ  シ  リツ  フ  ジ チュウ ガッ コウ

越 谷 市 立 富 士 中 学 校 村松 和雄
長 嶺 仁 美 3

北信越

1位 富 山 県
齊 藤 真 優 3 ト  ヤマ  シ  リン  ワ  コウ チユウ ガッ コウ

富 山 市 立 和 合 中 学 校 谷口 久代
松  田   蒼 3

2位 富 山 県
着老 本  美 奈 子 3 ト  ヤマ  シ  リツ ミズ ハシ チュウ ガッ コウ

富 山 市 立 水 橋 中 学 校 島瀧 立子 有澤 浩之
老  本  美和子 3

東 海
1位 岐 阜 県

横 山 文 香 3 ギ  ナン チョウ リツ  キ  ナン チュウ ガッ コウ

岐 南 町 立 岐 南 中 学 校 太田 貴敏
林   干  里 3

2位 岐 阜 県
高 田 結 衣 3 ォォ  ガキ  シ  リツ ヒガシ チュウ ガッ  コウ

大 垣 市 立 東 中 学 校 高橋真由美
秋 田 茉 美 3

近 畿

]位 兵 庫 県
柏 原 み き 3 ”

校
”
学“中

ル
園

″
学

ダ
田

″
園 角  珠代 寺町 彰浩

宇 都 宮  茉  佑 3

2位 滋 賀 県
三津川 有  美 3 ”

校
”
学
“
中
⇒
士
口
ヒ
ロ国
空
ユ
シ
市ツ津

材
大 今荘  茂

山 本 瑠 香 3

3位 大 阪 府
酒 谷 佳 奈 3 コゥ校

ガッ学
チユゥ中

”
東

″
蔭

力
樟 高世 綾美

濱 脇 真 季 2

中 国
l位 広 島 県

田 坂 季 子 3 ヒロ シマ  シ  リツ カメ ザキ チュウ ガッ コウ

広 島 市 立 亀 崎 中 学 校 大西 弘員 丼下由紀子
新F り‖ :美  ,来 2

2位 鳥 取 県
三  橋  久瑠美 3 ”

校”学”中
わ
丘
ガ
ケ”桜

空
ユ
シ
市
円
取
ゆ
鳥 義仲 潤― 池原  照

草  メリ  真  優 3

四  国
1位 香 県

多 田 百 花 3 タカ マツ  シ  リツ タマ  モ チュウ ガッ コウ
高 松 市 立 玉 藻 中 学 校 大胡賢太郎 山本 有紀

伊  澤     菫 3

2位 愛 媛 県
伊 野 紫 菜 3 ニ  イ ハマ シ リツ ナカ ハギチュウガッ コウ

新 居 浜 市 立 中 萩 中 学 校 西原  隆曽義蔀 花 葉 3

九 り11

]位 鹿児島県
革 新 覆 菫 2 カ ゴ シマ シ リツ コウ トク ジ チュウガッ コゥ

鹿 児 島 市 立 皇 徳 寺 中 学 校 石牟礼直樹
園  田 絵里奈 2

2位 佐 賀 県
丼  上   洸 3 カラ  ツ  シ  リツ  ヒ  ゼン チュウ ガッ コウ

唐 津 市 立 肥 前 中 学 校 桃崎 貴教 山口  衛土  谷  亜津紗 3

3位 福 岡 県
外里 見  明 日香 3 キュウシュウコク サイ ダイ ガク フ ツクチュゥガッ コゥ

九 州 国 際 大 学 付 属 中 学 校 木村 幸恵 明神 憲一
若 林 杏 佳 2

開催地 1位 岡 山 県
黒 澤 裟 妃 3

鴛藪希笠指畠T撃 養 畑  健二議 原 緩 花 2
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水島緑地福田公園体育館 1階平面図

⑬

⑨
席
⑫

部
⑤
本

①

ウ

-lI

器具庫

第2回
競技部会⑮

天l   便所(W)

解散 インタ
ビュー
ルーム

摯一摯⑭

①審粋昨

名鉄観光  受 付 ②

棚Ⅳ I

選手招集所
③

① 来賓口大会役員控室 ② 役員・選手受付 ③ 選手招集所 ④ 喫煙所 ⑤ 本部記録席

⑥ 言己録・速報室 ⑦ プレス席 ③ 救護室 ⑨ 大会本部 ⑩ オーダー交換所

① 進行放送席 ⑫ 来賓席 ⑬ 大会役員席 ① 主審口競技役員控室
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女
子
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看
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男
子
組
合

せ
看
板

水島緑地福田公園体育館 2階平面図
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練 習 会 場 害1当 表

△
本 場 面数

17日 (火 )

13:00- 16:30

18日 (水 )

9:00- 14:30

19日 (木 )

9:00ヘン 16:30

20日 (金 )

9:00′ ン` 14:00

水 島 体 育 館

倉敷水島西千鳥 3-21-303

TEL 086-445-1345

8

北 海  道

関 東

福 田 南 中 学 校
倉敷市福 田町古新 田 711-4

TEL 086-455-5671

6

東

　

東

海

　

北

福  田 中 学 校
倉敷市福田町古新田533-1

TEL 086-455-4373

6

北 信 越

九

水 島 中 学 校

倉敷市水島北幸町 3-1

TEL 086-444-5238

6

四
　
　
近

国

　

畿

連 島 南 中 学 校

倉敷市連島町鶴新 田 1310

TEL 086-448-4552

6

中 国

開 催 地

※ 各会場入 口で必ず受付を行い,コ ー トの指定を受けてください。
※ 練習会場内に乗用車を駐車する場合は,駐車許可証をダッシュボー ド上に置いてください。
駐車許可証は,練習会場へ来 られたときに配布 します。

本会場と練習会場間の移動時間

水 島 体 育 館 ～ 本 会 場 タクシー (約 10分 )

福 田南 中学校 ～本会場 徒  歩 (約 10分 )

福 田 中 学 校 ～ 本 会 場 徒  歩 (約 15分 )

連 島南 中学校 ～本会場 タクシー (約 15分 )

水 島 中 学 校 ～ 本 会 場 タクシー (約 10分 )

-42-



会場周辺図
′

古城池トンネル ′

Ｓ

Ｉ

い

〇

福田南中学校
練習会場

公園内詳細図

①野球場    ②競技場
③テニスコート ④グラウンド|
⑤プール    ⑥体育館
⑦遊具広場   ③広場
⑨池  ⑩ライフパーク倉敷

第2駐車場入口

塁

:if『

至岡山

山陽道水IC

会熟1秒践―パーハローズ
至児島

ライフパーク倉敷

監督会議場

ス
場
役
員
場

場

・
バ
降
会
役
車

車

一
ル
乗
大
技
駐

駐
シ
ト

　

・
競

１
ク

ヤ

賓

・

第
タ
シ
　
来
員

ライフパーク
倉敷 入口

ス
場
役
員
場

場

。
バ
降
会
役
車

車

一
ル
乗
大
技
駐

駐
シ
ト

　

・
競

１
ク

ヤ
　
賓

・

第
タ
シ
　
来
員

福田中学校

練習会場 ライフパーク倉敷

普通車・大型車駐車場
監督会議
競技部会議会場

第 2駐車場正面入口

(第 1駐車場 )
一般車駐車禁止

水島緑地
福田公園

二福小学校

螂勃鼈

4



練習会場図
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第 ′  舅彰議ガ r7g/7ノ

の 記  録栄

種 目

優 勝優準

都道府県
監  督  も
マネージャー名 選 手 名 都道府県 名

毛
督
↓
雷
珠

選 手 名 都道府県

男

子

団
　
体
滋 賀 県

仁
雄
義
初
橋
上
西
井

相

治

僣

正

俊

市

水

岡

漁

酒

丸

広

冶

洋

彦

金

　

平

何

野

崖

四
小

平
福井県 日 本  政  幸

将

男

治

輝

詩

片

□

土

西

坂

盛

幸

〓
二

博

勝

曽

川

田

沖

谷長

増

書

県

県

良

山

奈

富

女

子

団
　
体
大 阪 府

渡 辺 真規子
杉 田 忠 邦

子

子

辛

美

津

邦

恵

圭

本

野

太

山

植

糾

美

子

旱

穂

清

美

順

野

下

瀬

瀬

山

広
新潟県

也

子

武
和

藤
藤
遠
後

子

美

子

陽

恵

典

合

田

田

落

前

落

遭 端  悪美子
藤 田 美智子
池 田 信 子

県

県

山

山

岡

富

″ ′〃 著蒻 r7θ72)

種 目

勝優 勝優準 1豆

都道府県
お 瞥 も
マネージャー名 選 手 名 都道府県

名
■
督

・ジ
題
珠

選 手 名 都道府県

男

　

子

団

　
体
奈 良 県

天
和
洋

利
久
公

田
倉
山

岡
小
平

雉
美
治

薔
健
伸

井
切
岡

香
堀
古

寛
作椰一
一

県石
森 川   徹
高 田 ― 郎

一
雄

田

惧

常

節

川

田

下

四

岡

―――

裕

昭

人

利

直

野

門

＃

牧

大

洒

県

県

井

本

福

熊

女
　

子

団
　
体
大 阪 府

邦

子

忠

陽

田

藤

杉

佐

子

子

子

弥

裕

寿

好

本

村

川

河

北

石

子

子

子

美

津

恵

美

邦

野

本

本

植

秋

山
奈 良 県

子

子

子

史

利

書

井

西

谷

岩

中

吉

博

間

敬

多

島

見

本

里

興 谷 尋 子

西 川 由賀里
桐  1   漁オ  旱

県

都

賀

京

滋

東

″ θ′ 宇都富市 ζ7θ刀

種 目

務侵 準 優 勝

都道府県 = 
咎  も
マネージャー名 選 手 名 都道府県 詠ξャ重 1    選手名 都道府県

男
　
子

団
　
体
滋 賀 県

嗣

英

紀

孝

田

村

森

本

徹

秀

詞

清

憧

上

岡

山

之Ш

山

市

昇

男

給

カ

元

田

燿

寺

山

十
栃 本 県

子

子み

紀

す

原

山

塚

杉

成
男

一

芳
浩

週
生

口

佐
舟
山

明
厚
恙

博
谷
瀬
野
猫
水
節

県

県

良

庫

奈

兵

女

　

子

団
　
体
滋 賀 県

子
弓
旱

久
真
考

本
田
ト

岡
柴

〓

小 西 紀代美
川 崎   泉
黒 岩 T子

男

子

照

朋

田

川

飯

中 東 京 都
平 田 登志郎
池 田 昌 道

子
子
子
み
代

順
ふ
加

水ヽ
野
徳
水
流

加 藤 幸 子

寺 島 由紀子
長谷川 格 子

県
県

潟
井

新
福

″イι7 濠覇議″ r7θ74)

種 目

優 勝準

都道府県
監 瞥 名
マネージャー名

選 手 名 都道府県 も
鶏
瞥

・ジ
監
珠

選 手 名 都道府県

男

　

子

団
　
体
滋 賀 県

二
嗣

健
紀
原
田

藤
森

憲

樹

知

和

稿

岡

田

郵

四

山

学

可

司

車

博

忠

整

田
部

ｍ

四
矢

吉
福 井 県

幸

子

政

則

本

田

岡

富

事
嗣

一

目
哲
垂

追
阪
円

為
大
ぜ

私
二
　
一

以
琢
重

出
村
川

上
玉
前

県

県

良

山

奈

富

女

子

団
　
体

大 阪 府 杉 田 忠 邦
渡 辺 真規子

子

輝

辛

美久

福

雇ネ

平

陳

０

美

子

早

茂

俊

未

村

部

場

刈

阿

籠
熊本県1 雲
々
黒 嘉 禽

美
美
子世

弘
裕
美

中
良
村

野
相
中

高 松 久仁子
原 □ 恵 子
河  内 まゆみ

県

県

井

山

福

富

第 5Дア 尿芽調″ζ7θ/5/

種 目

優 勝優淮
ｉ

都道府県
駐  省  も
マネージャー名 選 手 名 都道府県

監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都道府県

男

　

子

団

体
熊 本 県

役
生
谷

芳

一
華

斐
迫

カ
ケ
中
鎌

〓

偲
蔵
彦

優
庄

Ｔ

句
鴫
＃

＾
舞

洒

寛

一幸
野

石

長
本 滋 賀 県

茂
正

橋
谷
高
徳

弥

司

法

一
靖

Ｔ

坂

川

組

岩

中

像

正

至

歌

川

野

水

滝

桑

官

県

県

良

玉

奈

埼

女

子

団
　
体

熊 本 県 介

人

清

義

□

本

々野

山

美

子

子代

裕

彰

票

良

峯

末

相

高

松

子

子

代

仁久

恵

安

松

□

添

高

原

川

北 海 道 美

彦

鉄

幹

田

田

袴

西

代
美

りど

端
朱

み

沼
藤
松

柳
佐
高

世
美
子

理
和
悦

塚
玉
村

小
児
中

府

県

阪

井

大

福

第 δク 1山台市 r7θ/″

種 目

勝優 勝優準

都道府県
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都道府県  季.3.亀  1    選 手 名 都道府県

男

子

団
　
体
熊 本 県

寛
憲泰

野
藤
長
加

介

介

音

玉

英

哲

次

上

ト

三

村

世

二

弘

彦

活

好

恙

藤

□

ｍ

権

原

村
栃 本 県

倍
雄充

藤
弥
斉
上

則

幸

美

要

利

華

稿

羽

本

高

赤

坂

活

明

Ｔ

艮

史

□

場

田

野

馬
尾

小

県
県
城
良
宮
奈

女

　

子

団
　

体
滋 賀 県

男

雄

照

明

田

保

飯

久

子

世

卒担

洋

安

百

見

見

邸

岩

倉

静

西 村 三千代
青 山 寿 美
高  1斎  節  旱

大 阪 府
邦

平

忠

良

田

井

杉

水

llU 田 日出子
田 中 かをる
国  由  ネ

子

代

平

ミ
　ヽ
　
羊

ス

全

苗

田

田

蘭

北

松

★

県

県

本

玉

熊

埼

第 /′ 解 市 r7θ/″

種 目

勝 勝優準 =  イ市
都道府県1 訊S.霜 選 手 名 都道府県 肇ξャ堀 1    選手名 都道府県

男

　

子

団
　
体
熊 本 県

身

寛

健原

野

芦

長

裕

隆

（

和

　

十

川

山

右

松

丸

太

二

〓早
　
一

裕

哲

〓

本

上

高

井

燎
栃 本 県

子
宏
紀原
沼
塚
水

一
一
己

二

純

和

洋

本

瀬

野

鈴

猪

ト

志

円

綸

正島

堀

下

大

大

石

県

県
剰
玉
神

埼

女

　

子

団
　
体
熊 本 県

介

夫

清

秀

□

田

々野

中

一詢

彗

峰

水

内

村

志

陣

中

子

子

子

代

佐

和

喜

美

峯

永

本

高

松

松
北 海 道

子

苗

汀

孝

早

″

岡

山

大々

西

松

佐

み

子

香

と

啓

由

橋

藤

永

高

佐

薩

美

彦

鉄

幹

田

森

袴

西

県

県

賀

川

滋

香

第 θ′ 著言Ξ″ r7θ刀

種 目

優
一

一勝優準

都道府県 零二重鷺導 1    選手名 都道府県1 票にうャ重 1    嘉 都道府県

男

　

子

団
　
体
神奈川県

須 田 兼二郎
鹿 内 利 保

孝

渉

卓

官
一

床

野

村

上

平

ф

則

裕

行

文

　

黍

Ш

田

自

杉

豊

奈
熊 本 県

寛
利孝

野
村
長
今

二

男

昭

浩

幸

さ

□

中

カ

Ш

田

〓

男

幸

郎

幸

和

輸

東

田

伊

福

東

県

県

木

玉

栃

埼

女

子

団
　
体

熊 本 県 介

身

清

健

□

原

々野

芦

美

美

旱

由

弘

尚

村

山

峯

井

森

高

子

子

美

美貴

潤

由

内

□

村

陣

橋

一

神奈川県
須 田 兼三郎
鹿 内 利 保

枝
子
枝

直
紀
弘

子
岡
岩

金
松
大

大 竹 真紀子
熊 沢 加代子
屋 代 利 旱

府
県
阪
玉

大

埼

-45-
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″ θДア 笏 r7gア9)

種 目

勝 勝層準

都道府県
る
■
瞥

・ジ
監
琳

選 手 名 都道府県
名
■
督

・ジ
監
珠

選 手 名 都道府県

男

　

子

団
　
体
大 阪 府

次

守

健□

田

出

中

諷
勲

吾首

出
上

ｍ

侶
村

織

則
男

臥

上
±
ｏ
黒

川
本

市

削
杉

ロ
茨 城 県

文

夫

喜

一

立

島

神

小

ム
教

圭

収
義

冑

輛
藤

屋

天
武

結

月
学

横昭

原
香

江
朝

杢

県
県
本
潟
栃
新

女

　

子

団
　
体
熊 本 県

夫
子

平

弘
尚

純

Ш
峯

凸

森
古
向
〓

身

苗

健

早

原

藤

芦

後

上 可 夫 否

大  島  み どり
立  上  百ф姜

大 阪 府
邦

子弥

忠

寿

田

村

杉

北

澄
美
美
春
井
上
石
鴻

子
喜
嘉太
美
田
切
松
押

県

県
玉
刹
埼

神

第 7θ′  潔物に′ガ r798の

種 目

優 勝 準 勝 位

都 道 府 県
学  校  名

名
毛
督

・ジ
監
琳

選 手 名 都 道 府 県
学  校  名

監 督 名
マネージャー名

選 手 名
都 退 l■ 県  字 孜 名
運   華   名

男

子

団

　
体

東 京 都
調布市立第四中

椙 山 松 良

興
之
逸
次
夫
哲

昭
啓
伸
竜
幹

日
本
川
　
岡
沢

福
瀬
本
谷
正
藤

埼 玉 県
越谷市立栄進中

加 藤   勝

二

一
昭

一
之
郎

祐
勇
博
裕
雅
次

俣
咲
島
内
浦
島

猪
藤
大
長
杉
中

中
県
南同向

副
東伊

福 井 県
福 井 市 立 成 和 中

単
中

府

園阪
隕
大

條四
杉 田 忠 邦 見 市 昌 弘 中県

推
本
立熊師

村 栄―郎 川 本   英 明

埼  玉  県
織 谷 市 市 栄 准 ф

藤咲 勇一

中

府

園阪鱚
大

條四
福田  誠

複
熊 本 県
玉名市立玉陵中

新 居   健 三 次 英 昭
野 中 伸―郎

熊 本 県
熊本市立桜山中

増 田 市 子
松 川
福 田

巳
介
稔
洋

次  似  県
阿見DJ立 朝 日中

Ш ノ 困 止 和

中村 雅俊

阿鱚翌冬中1糠 嘱]

女

子

団

　

体 熊ぷ厖≦ゝず證中 
兼 子 春 美

香
薫
美
み
紀
子

由
よ
　
美

美
　
真
き
美
由

村
山
丼
本
田
藤

上
東
平
青
山
佐

中

府

園阪」
大

條四
杉 田 忠 邦

美
美
子
み
子
綾

ず

春
政
貴
い
桂

原
房
本
田
井
川

鴻
末
新
原
荒
市

中
県
芝玉祠

埼

□

香 川 県
香川町立香川第一中

単
熊 本 県
熊本信愛女学院中

兼 子 春 美 上 村 美 香 香 川 県
高松市立―宮中

笹 村 恵 子 中 川 富美子
由

府
日阪藤

大

修ｍ 原田いずみ

中

府

園阪」
大

條四
鴻原 春美

複
熊 本 県
熊本信愛女学院中

兼 子 春 美
青 本 きよみ
平 井 真由美

香 川 県
香川町立香川第―中

新   建 二
 | こ 華 
美
羹曇

砺  不  県
今市市立今市中

須 膝 十 代 予

細井 ネL子
岡 山 県
笠 岡 市 立 白 石 中

中川 史子
山川 奈緒

第 77′ 隷 市 r7θθ7ノ

種 目

層 勝 淮
十 優

名
毛
督

・ジ
監
珠

県

名

府

校

道都

学 選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
名

・名

督

・ジ

監

幹
選 手 名 都 追 肘 県  写 検 う

選   手   名

男

子

団
　
体

熊 本 県
熊本市立桜山中

増 田 市 子

夫
行

一
彦
也
支

俊
直
謙
豊
哲
春

本
田
　
下
根
村
久

藤
鶴
林
山
阿
藤

北 海 道
滝 川 市 立 江 陵 中

若 松 重 義

志
雄
人
明
学
紀

広
智
靖
菫
　
良

藤
藤
居
川
　
浦

佐
佐
中
中
西
松

埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

神奈川県

横 浜 市 立 戸 塚 中

単
熊 本 県
熊 本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子 林   謙 一 中

都

谷

一宗
神

東

区北
杉 村 克 之 黒 沢   武

青 森  県
大 鰐 町 立 大 鰐 中

―戸 英樹

m査 幅翼ョ雹 cL I江藤 裕樹

複
熊 本 県
熊本市立桜山中

増 田 市 子
行

彦
直
豊
田
下

鶴
山

埼 玉 県
鳩ヶ谷市立里中

峰 岸 早 苗 1松 元 功 ―

福 井 県
福井市立成和中

坂田 智洋
芦井 隆俊

栃 本  県  1柴 田 直美
今 市 市 立 今 市 中 !石川  勉

女

子

団

　

体 中

府

園阪
」
大

條四
杉 田 忠 邦

子
子
子
綾
薫
環

貴
日
明

本
家
岡
川
村
場

新
和
片
市
今
馬

熊 本 県
熊本市立出水中

吉 島 哲 載

和
枝
子
り
美
子

か
　
紀

美
幸
淳
ゆ
　
有

田
　
田
津
水
岡

高
林
本
米
潰
米

埼 玉 県
誠 谷 市 立 栄 進 中

香 川 県
香り1町立香川第一中

単
熊 本 県
熊本信愛女学院中

兼 子 春 美 平 井 真由美 中

県

雑

玉

立

埼

柿越
加 藤   勝 今 井 裕 子

上翻‖町3上場 1中 1徳
永由美子

田島零ぽфl筋 恥

複 中県
理
玉

市埼
嬌鳩

峰 岸 早 苗
今 野 裕 子

佐々木 優美子
熊 本 県
熊本市立出水中

吉 島 哲 哉
米 津 ゆかり
林   幸 枝

中

府

園阪」
大

條四

租泉 昌子
今村  薫

上」‖認上場1仲 1鮮 尋霞

選手の皆さまのご活躍をお祈りいたします。

ントン大会実行委員会ヽ
ヽ
ヽ
ド第40回全国中学校バ
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種 目

摯
一

淮
一 唾 一ユ

名
需
督

・ジャ
監
誅

県
名
府
絡
道都
学

選 手 名 撃
迫
校
肘
曇 1 訊導ャ導 1 選手名 罰

`週
府 県  字 枚 も

撰   単   名

男

子

団

体
中

県

陽井耐
福

井福
,I 岸   徹

行
忠
男
年
次
議
夫

輝
清
幹
勝
宏
　
武

藤
　
中
野
林
橘
竹

佐
堤
田
水
木
高
佐

埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

橋
沢
島
阪
谷
内

石
村
大
藤
水
山

隆
幸
児
芝
幸
志

寛
憲
裕
浩

一

神 奈 川 県

横 浜 市 立 戸 塚 中

中

府

園阪」
大

条四

単
埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤    勝 石 橋   隆 熊 本 県
長 州 町 立 長 州 中

高 本 英俊郎 浜  Jし 和 彦
J需」]£ぃ1加藤政裕

四 淡 ぽЪ 雹 中 1早
戸 敬雄

複
埼 玉 県
戸 田 市 立 戸 田 中

永 田 正 彦

美

人

勝

敬

沢

本

井生

立
中

県

陽井
耐
福

井福
江 岸   徹

忠

男

清

幹中

堤

田

茨  城  県
石 m市 市 不 mф

之

馴

生
ロ

室

Ⅲ

小

得

さ十庫鷺鳥草繋_cll lこ覇 ξ曽

女

子

団

　

体

茨 城 県
明 野 町 立 明 野 中

小 島 一 夫

子
子
る
子
子
子
子

壼
お

奮
八
か
優
律
悦
啓

口
野
橘
人
人
本

宇
庄

開
小
木
本
坂
坂
松

熊 本 県
菊池市立菊池南中

西 村 売 子

原
代
達
利
杓
男
澤

中
田
安
毛
田
岩
河

中
県
塚
Ｈ
一Ｐ立

余
市
神
浜横

新 潟 県
新 潟 市 立 関 屋 中

単
茨 城 県
明野町立明野中

小 島 一 夫 本圧野 かおる 熊 本 県
菊池市立菊池北中

緒 方 美保子 田 島 志 乃

熊 本 県
熊本信愛女学院中

佐藤由美子

横 ∬ 恣 鰺 中 1牧
畑 早佳

複
香 川 県
香川町立香川第一中

新   建 二
美

子佐

知

美

本

田

山

塩
埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝
子

子

裕

陽

井

田

岡

和

新  潟  県
薪 漁 市 市 曽 屋 由

小池由扶子
藤# 然総

杏

市

由

千

郷

さ

一八
相ф

県

紳

知

湘

愛

知晏

第 7θ′  蒻秘計方 ζ7983)

種 目

勝 淮
一 勝

∃
`退
府 県

学  校  名 = 
省 も

マネージャー名
選 手 名 ]` 遭  府  県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 追 府 県  字 伐 も
響   年   名

男

子

団
　
体

熊 本 県
熊 本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

志
猛
久
男
也
也
★

峰
　
義
秀
減
伸

谷
住
本
本
沖
村
泉

紙
久
小
小
歌
中
富

茨 城  県
明 野 0」 立 明 野 中

小 島 一 夫
勇
二
勉
養
治
聡
一

晴
孝
　
　
義
　
栢

苦
田
田
村
山
田
土

和

大
島
大
木
杉
島
直

中県剌
ム

エユ埼師
一Ｐ

中県雑
玉
立埼柿越

単
京 都 府
ヴィアトール学園洛星中

上 杉 光 弥 三 角 典 生
栃 本 県
今市市立今市中

斉 藤 康 明 大 堀   均 旭 11♂詮 言 中
|三船 昌晴

能鼎奪』由1孵 癖

複
熊島 金笏 中 増 田 市 子

志

猛

隆谷

住

紙

久
北 海 道
滝 川 市 立 ,I陵 中

永

行

久

秀

□谷

林若 松 重 義

毅

キ申

田

ф

梅

円由

県

載

潟

寺

新

市燕

次  取  県

阿見市立阿見中
5き呆 妊_
堀之内 滋

女

子

団

体 明 鱚 翌 (中  

小 島
一

夫

愛
子
み
美
江
子
車

と

摩
啓
ひ
」
興
裕
千

球
本
城
人
保
　
猥

久

平
松
赤
坂
大
［
穂

中県
離
本

立熊
柿
熊

今 村 孝 利

篠
寿
希
寿
恵
”
香

紀
書
美
美
郁
和
美

沢
頭
　
田
下
泉
畑

西
灌
林
内
津
戸
由

茨 城 県
右 m市 苛 不 mф
コじ  ソ
=  
涎ヨ

上砂川町立上砂川中

単
熊 本 県
熊本市立帯山中

吉 田 三恵子 松 尾 知 美
青 森 県
弘前市立弘前第一中

高 屋   仁 三 上 明 子
田為零ぽфl林 薔

億鼎W』фl酪 略

複
熊 本 県
菊池市立菊池南中

西 村 亮 子
子
秋

優
千
達
利
安
毛

熊 本 県
熊本市立京陵中

今 村 孝 利
美

希

代紀

美

沢西

林

千 葉 県
長 柄 町 立 昭 栄 中

江

子

文

紀

上

方

村

行

淮 負 県
草 津 市 立 草 津 中

利
子
夫
祐

甲
村
田
川

第 7イ′7 ズフ
"方

r7984)

種 目

[ 淮
一 傷 l~

都 道 府 県
学  校  名

監 督 名
マネージャー名

選 手 名 番
` 
遭  府  県

学  校  名 軍←3_毛  1 選手名 都道府県 学校名
運    ニ    タ

男

子

団
　
体

埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

all 藤   勝
基
隆
一彦
勝
裕
弘

英
　
昭
勝
薬
昭
睦

本
井
畑
口
根
野
賀
屋

岡
石
大
田
［
小
須

栃 本 県
小山市立小山第二中

大根田 康 子

治
晴
宏
昭
雄
幸
匡

玲
佳
泰
史
忠
一

津
藤
野
賀
連
塚
中

秋
斉
平
佐
江
大
田

ф

県

師

山

市

菅
由
枷
一

中

道

郵

海

立

ヒ

市滝

単
奈 良 県
奈良市立二名中

山 □ 純 子 中 橋 ― 晃
熊 本 県
岱明町立岱明中

高 峯 彰 子 高 村 誠 也

も  ,  県
宇ノ気8」立宇ノ気中

小池田 基

滋 賀 県
大津市立皇子山中

鈴木草麻生

複
栃 本 県
小山市立小山第二中

治

晴

玲

佳

津

藤

秋

斉大根田 康 子 青 森 県
弘前市立弘前第一中

上 野 四 郎
武
樹秀

野
本
小
山

埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

井

畑

石

大
隆

昭 ―

石 川 県
七塚町立河北台中

入 琢

FFカ

康

一

貢

然

女

子

団

　

体 中

府

園阪鸞
大
條四

杉 田 忠 邦

子
子
子
子
子
子
子

奥
貴
貴
泰
高
良
則

川
川
川
里
里
一
丼

ツ

北
利
三
南
南
岩
荒

青 森 県
弘前市立弘前第一中

高 屋   仁

秋
子
子
子
子
賀
美

紀
恵
　
美

智
美
美
範
由
千
愛

井
涌
泉
田
々
中
光

乳
三
和
藤
佐
田
倉

ф

県

轟

二

十

殉

柿繊

熊  不  県
熊本 市立 京陵 中

単
埼 玉 県
越谷市立栄進中

加 藤  勝 1捧  匡 子 青 森 県
弘前市立弘前第一中

高 屋    仁 乳 井 智 秋
ф

府
日阪闊

大

修ｍ 貴子

熊 本 県
熊本市立京陵中

戸泉和力0子

複
中

県

楠本
耐
熊

本熊 長 野   寛
子

代

智

雅

良

藤

江

工 中

府

園阪
購
大

條四 杉 田 忠 邦
Jヒ リ||
三ツ川

子

子

実

貴

茨 城 県
石岡市立石岡中

子

代

昌

絹

沢

沢

塚

鬼

大 阪 府
十 田 市 苛 粕 腺 cb

雨田 香代
山下 春美
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種 目

優 勝 淮
十 勝 1二

都 道 府 県

学  校  名 季卜ξャ重 1 選手名 撃

退

校

肘

量  1 零トラ.ミ  1 選 手 名
都 追 府 県  字 検 も
違   =  名

男

子

団
　
体

熊 本 県
岱 明 OJ立 岱 明 中

子

二

彰

英

峯

□

高

江

村
　
中
村
野
九
上

高
墳
村
西
春
牛
霜

也
司
介
峙
信
也
宏

富 山 県
上市町立上市中

高 島 由 順

明
史
一
”
悦
勝
一

真
濁
浩
昭
澤
義
涅

田
橘
　
原
田
田

地
高
種
長
沢
沢
僣

北 海 道
遠 l市 青 Tヽ tt cL

埼  玉  県
越 谷 市 立 栄 進 中

単
熊 本 県
岱 明 0」 立 岱 明 中

高 峯 彰 子 高 村  誠 也 Jヒ 海 道
陸Я」町立陸別中

根 岸 邦 昌 横 山   匡
宗  艮  県
奈良市立二名中

中橋 ―晃

育 余 県
弘前市立弘前第―中

工藤 康智

複
青 森 県
弘前市立弘前第一中

山 内 時 治
明

仁

正

官

藤加

今
茨 城 県
明 野 町 立 明 野 中

神 立 喜 文
規

夫

文

哲

内

井

竹

物

青 森 県
弘前市立弘前第一中

大谷 知昌
佐々本正文

熊 本 県
岱明 0」 立岱明中

西村 竜時
村中 陽介

女

子

団

　

体

熊 本 県
熊本市立京陵中

利

子

孝

利

村

藤

今

後

田
　
同
木
本
原
田

金
林
古
高
松
小
本

埼 玉 県
越 谷 市 立 栄 進 中

勝

りおか

藤

野

加

海

一喜

す
り
き
憲

彙

か
ゆ
か

療

顧

皐

津
川
丼
費
条
井
ロ

誉
墓
局
酉
日山

山

府

日阪」
大

擦ｍ

栃  本  県
堂 春 官 市 市 申 取 cL

単
熊 本 県
熊本市立西原中

坂   為 清 宮 村  愛 子
熊 本 県
熊本市立京陵中

利

子

孝

徳

村

岡

△
フ
士
ロ

松 本 理 恵

Ш  梨  県
甲府市立甲府北中

曰原恵美子

Jヒ 海 道
室 簡 市 寺 百 田 ф

三上 直子

複
熊 本 県
菊池市立菊池南中

光
美
一
尚
原
井
萩
堀

子

和

敬

美

原

斐

中

甲
埼 玉 県
越谷市立栄進中

勝

春賢

藤

内

加

山

子

りか

佳

ゆ

津

賀

船

加

″ 7δ′  長引蒻方 r7θθ″
種 目

優 月券 準 優

郡 迫 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 3'道 府 県
学  校   名

市  瞥  も
マネージャー名

選 手 名 倒
'運
肘 県  字 孜 も

運   EE  タ

男

子

団

　
体

石 川 県
七塚町立河北台中

秀
淳
一郎
靖
隆
勲

芳
　
幸
史
　
寛

井
谷
野
野
瀬
村

花
北
絶
越
坂
綾
中

徹

之公

川

上

森

池
神奈川県

横浜市立金沢中

晴

友

秀

康

藤

井

後

藤

剛
未
送
暁
弘
大
敦

餡
　
　
贅
幸

本
本
野
日
本
田
森

橋
鈴
市
実
根
松
高

由

府
固阪」

大
修囲

滋 賀 県
大津 市 立堅 田 中

単
中
府
園阪躊

大

條四
仲 尾 信 一 小河原   崇 栃 本 県

宇都宮市立旭中
黒 川 雄 才 磯 部 和 弘

旭F路釜滉中|ヨ‖銅
沖 縄 県
糸 満 市 立 三 和 中

金城  勉

複
石 川 県
宇ノ気町立宇ノ気中

野 り1  徹
司

隆

生
０

島

森

藤

藤
茨 城 県
明 野 B」 立 明 野 中

神 立 喜 文
二

也

祐

哲

島

泉

中

飯

Jし 海 道
滝川市立広陵中

彦

伸

利

嘉

村

藤

末

佐

熊  本  県
岱 EIq師 市 岱 田 cL

士
小
然

厚

和

上

ｍ

田

大

女

子

団

　

体

香 川 県
香川B」立香川第一中

二
代
建
文尾

新
長

子
代
子
子
美
子
実

紀
理

澄
幸
由
意
佳
目
佳

車
田
崎
田
曜
野
相

六
占
米
塩
村
小
百

栃 木 県
宇都宮市立鬼怒中

夫

美

信

恵

長

田

神

塩

穂
子
代
子
子
忍
彙

千
峰
晃
紀
洋
　
弘

岡
松
田
木
本
藤
保

々
　
　
久

高
小
柳
佐
鈴
斉
大

中
肘
園阪躊

大
條四

熊 本  県
能 太 市 市 両  cL

単
熊 本 県
熊本市立京陵中

今 村 孝 禾」 宮 村 愛 子 熊 本 県
熊本市立京陵中

今 村 孝 禾」 松 本 理 恵
中

府

園阪隕
大

條四
水井妃佐子

中
県
園

庫
学

兵

田園
小泉 友紀

複
熊 本 県
熊本市立西山中

畠 山   篤 子
子

治
雅
日
本
松

阪
栃 本 県
宇都宮市立鬼怒中

神 長 信 夫
子

子

隆

洋

松

本

小

鈴

青 森 県
マム前市市RA前筆―ф

江

崎

溝

崖
圭美

山羊

ф

県

楠本
［
熊
太能

本
古
松
緒
真子

童 こ

第 7/′ 春Ξ井市 r7θθ″

種 目

勝 優 :券 イ市

都 遭 肘 県

学  校  名 季卜3.亀  1 選手名 撃
追
校
府
暑 1 肇■3.宅 選 手 名 都 道 府 県

:ヨ    =
学校名
名

男

子

団
　
体

石 川 県
高松 0」 立高松中

志

禎

外

真

野

津

浅

金

勲
弥
久
司
郎
広
朗

次

新
睛
孝
外
孝
喜

澤
中
多
野
田

金
竹
大
革
柴
西
森

東 京 都
田無市立田無第一中

隆

猛

嶋

浦

田

〓
一

二
紀
志
聡
勇
仁
産

真
正
武
　
　
琢
菫

野
川
崎
口
田
藤
護

松
柳
川
野
朝
後
な

青 森 県
己′、前市市ヨA前筆― CL

栃 本 県
申都宮市市相ф

単
熊 本 県
岱 明 町 立 岱 明 中

中 村 浩 史 本 田 和 裕
熊 本 県
熊本市立京陵中

今 村 孝 禾」 岡 部 英 郎
北  海  道
旧川市市柏属古湾ф

馬木 貴之

織ξ市季薬纂 ф l関根 靖則

複
熊 本 県
岱明町立岱明中 中 村 浩 史

史

政

尚

和

田

端

一削
池

青 森 県
弘前市立弘前第一中

高 屋   仁
二

誠

英□

士

山

福

果  只  香
`田無市立田無第一中

塑
勇

］
田
野
朝

大阪府

柏原市立堅下北中

き
司
具
誠

る
地
暮
福

女

子

団

　

体

香 川 県
香川0」立香川第一中

二

代

建

文尾

新

長

子
和
み
彗
枝
彗
美

須
澤
　
濤

祥
美
ゆ
亜
美
　
奈

本
角
澤
居
口
瀬
北

平
大
糊
上
富
村
洵

青 森 県  1和 島 秀 美
弘前市立弘前第一中 1 福 士 亜紀子

薫
子
子
彙
彙
子
子

由
　
　
智

佳
朋
真
麻
賢
美

田
藤
本
　
馬
田
谷

花
工
岡
笹
相
館
本

福 岡 県
岡垣町立岡垣中

埼  玉  県
減谷市立栄進中

単 中

府

園阪雌
大

條四
杉 田 忠 邦 玉 村 由 紀 中

府

園阪」
大

條四
杉 田 忠 邦 松 田 洋 子

弘罰/立弘前第一中 1米
谷真智子

熊 鶏 金 れ 中 1阪本 雅子

複
熊 本 県
熊本市立京陵中

今 村 孝 矛」
子

美由

利

真

藤

辺

後

渡

香 川 県
香川町立香川第一中

新   建 二
み

和

ゆ

美

澤

角

槻

大

能藁轟贔фl瘍 喜倉
右鼎亀鋸「由1職仕藝
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種 目

優 務 淮
一 優 勝

コ
` 
追  府  県

学  校  名
も
需
晉

・ジ
誼
珠 選 手 名 召

`追
肘 県

学   校   名
監  瞥  も
マネージャー名 選 手 名 都 道 府 県  学 校 名

罹   革   名

男

子

団
　
体

東 京 都
田無市立田無第一中

田 嶋   隆
長谷川 英 慶

起
之
樹
平
樹
幸
雄

博
浩
」
洋
元
忠
秀

野
岡
田
田
浦
襦
田

茂
長
増
合
山
上
福

中
府
園阪」

大
條四

一
邦
信
忠
尾
田

仲
杉

郎
作
也
和
悛
明
ф

二洛
健
哲
宏
　
　
毬

川
田
田
中
藤
川
四

西
岸
増
田
斉
北
若

青  森  県
弘前市 立弓ム前第一 中

杏 川 県
香川町立香川第一中

単
福 岡 県
岡 tO町 立 岡 垣 中

山 本 義 充 満 石 忠 博
千 葉 県
千 葉 市 立 山 王 中

福 本   順 太 田 慎 二

青  森  県
弓ム前市市弓ム前籠―由

沢田 崇文
熊  本  県
岱 明 IBI市 岱 OR ф

福田  茂

複
田無市立冒無星L中  1 

田 嶋   隆 起
樹
博

元

野
浦
茂
山

石 川 県
美川 0」 立美川中

水 内   浩
男

暢

明

暁

本

田

石

本

奈 良 県
奈良市立二名中

崇

利範

囲

谷

林

小

次  取  県
阿 見 町 立 阿 見 中

翻

昭

充
裕

岡
尻
吉

沼

女

子

団

　

体

宮 城 県
聖ウルスラ学院中

片 桐   勉
小野寺 裕 美

子
歩
香
子
加
彙
み

代
　
　
ゆ

淳
　
　
わ
千
裕
あ

本
格
田
　
　
田
葉

橋
高
集
岡
林
山
千

栃 本 県
宇都宮市立鬼怒中

夫

子紀
信
安
長
橘
神
古

保
後
藤
村
田
上
川

久
　
　
　
　
　
谷

大
矢
斉
田
塩
村
長 憂薫

中

府

園阪膊
大

條四

否  り  県

香川町立香川第一中

単
青 森  県
弘前市立;ム前第一中

高 屋   仁 米 谷 真智子 宮 城 県
聖ウルスラ学院中

片 桐   勉 橋 本 淳 子
四 療 飩 雹 中 1水

井 泰子
熊  本  県
能太市 市錦 ケ F EL

福島 千里

複
割高 立当 |1凩

=中
1新
 建 富 田 美津枝

村 瀬   香 中県
調
山
立
む
由
師菅
一

陰 山 陽 子
美

里

緒奈

絵

□

村

河

下

栃  本  県
宇都宮市立 鬼熟中

大久保弘美

吝議   忍

中
肘
園収躊

入
條四

紀
子
田
暢田

渡
杉

種 目

優 涯
一 =都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 百
`遭
府 県

学  校   名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県  学 校 名
撰   手   名

男

子

団

体

青 森 県
弘前市立弘前第一中

仁

淳

屋

苗

高

時

瀾
一
章
淳
彦
継
治

せ

仲
宏
　
公
書
将

祭
上
木
一
藤
藤
□

戸
三
鈴
時
工
佐
山

茨 城 県
伊奈町立伊奈東中

徹

人和

井

保久

国

大

恵
文
彦
進
清
也
和

瑞
好
敏
　
　
勝
正

一
竹
持
□
入
瀬
随

凛

成
小
倉
美
塩
猪
支

中
層
園阪鱚

太

條四

香 川 県
香川町立香川第一中

単
青 森 県
弘前市立弘前第一中

仁

淳
屋
苗
一局
時

戸 祭   潤 長 崎 県
大村市立玖島中

川 添   誠 片 岡 直 茂
伊撃Ъ」bl詮中 1成島 瑞恵

習悪31義11L中 1襴 豪
複 中

府

園阪麟
大
條四

史

俊

生
０

田

藤

有

斎
一
邦

信

忠

尾

田

仲

杉

明

和

俊

秀

田

崎

吉

田

佐 賀 県
山内町立山内中

樹

郎

正

新

宅

下

大

山

凛予市禁前髪ф雲粟弁冒
ф

県

十

玉

［

埼

口

前内  1寺人
言+嵩 雲暗

女

子

団

　

体

熊 本 県
熊本市立京陵中

児

英

憲

里

原西

東

子
美
保
紀
幸
忍
子

貴亜
朱
美
彙
　
　
『

村
一
回
野
浦
沐
田

営
大
谷
【
松
川
消

中
府
園阪麟

大
條四

邦

一

忠
信
田
尾
杉
仲

貴
子
子
香
子
美
紀

一
明
一桐
泰
博
彙

田
多
田
□
井
側
橘

信
喜
和
川
水
渕
市

宮 城 県
聖 ウ ル ス ラ学 院 中

東 京 都
市 1市市市 1筆 八Cb

単
青 森 県
弘前市立弘前第一中

美

幸

秀

弘

島

藤

和

加 米 谷 真智子 中

府

園阪［
大

條四

邦

一

忠

信
田
尾
杉
仲 水 井 泰 子

熊■ヽ 金ぱ麒 中 1宮
村亜貴子

杉晶 呈是 中 1小
杉 朋子

複
北 海 道
旭川市立神居古澤中

生

明

光

毅

村

井

中

笠

枝

子香

孝

智

茂

山

増

中

邦

一

忠

信

田

尾

杉

仲中

府

園阪帷
大
條四

貴

香

富

桐

田

□

信

川

製編′勇贔фl牌 綸香
呂  城  県
聖ウルスラ学院中

予
泉

ヽ

田
同
三員

第′θ′ 婿 市 r7θθの

種 目

優 勝 淮
十

都 道 府 県
学  校  名

監 督 名
マネージャー名 選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 遭 府 県  字 校 毛
選   手   名

男

子

団

　
体

香 川  県
香川町立香川第一中

二
子

建
幸

新
北

樹
文
助
睦
介
博
『

」
敬
大
和
祐
俊
裕

北
保
川
上
　
谷

洵
久
き
村
林
細
瀧

香 川 県
高松市立勝賀中

義

司

貴

聖

川

河

石

十

元
利
紀
之
睦
也
減

久
政
雅
　
哲

藤
本
田
田
西
田
部

佐
山
前
和
香
石
阿

中県研
職
立次判

石

次  職  県
阿 見 町 立阿見 中

単
茨 城 県
石 下 町 立 石 下 中

治

幸英

家

毛

上

比 荒 井   孝 青 森 県
弘前市立弘前第一中

仁

美竜

屋

□

一局
川 山 □ 将 治

ф

府

日阪
帷
大

篠囲 JLlll 明

登 :i需昇し民 中 1井
野 嘉久

複
佐 賀 県
山内 0」 立山内中

吉 田 俊 明
樋 渡 順 也
多久島   誠

佐 賀  県
山 内 町 立 山 内 中

吉 田 俊 明 介

一

大

智

下

□

山

山

茨  城  県
阿見町立阿見中

博
豊
止部

藤
矢
斎

香 川 県
香川OJ立香川第一中

文

隆

敬

和

保

上

久

村

女

子

団

　

体 中

府

園阪躊
大

條四

邦

一

忠

信

田

尾

杉

仲

子
香
美
樹
紀
代
恵

秦
欄
博
美
美
加
理

井
□
側
嶋
橋
頭
橋

本
川
濤
中
市
鬼
市

東 京 都
立川市立立川第八中

己

みす

重

ま

辺

方

渡

尾

場
戸
井
下
嵐
倉
田

本
　
　
　
十

西
一松
坂
五
米
中

藉 墾

馬渠章

8 城  県
聖ウルスラ学院中
岡 山 県

岡 山 市 立 西 大 寺 中

単
中
府
園阪麟

大

條四
邦

一

忠
信
田
尾
杉
仲 水 井 泰 子

熊 本 県
熊本市立東町中

田 原 幹 資 坂 本 美千穂 熊鶏釜轟中1熙
魏

石 川 県
十塚市市河十台ф 櫻井 宏子

複
Jヒ 海 道
旭川市立神居古渾中

生

明

光

毅

村

井

中

笠
枝
子香
孝
智

茂
山

増
中 中

府
園阪疇

大
條四

香

紀

桐

美

□

橋

川

市

邦

一

忠

信

田

尾

杉

仲

栃 本 県
宇都宮市立鬼怒中

子

恵

明田

本

桝

鈴

宮 城 県
聖ウルスラ学院 中

泉

子裕

田

田

貴

太
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種 曰

優 勝 淮
十 優 勝 位

都 道 府 県
学  お  名

名
鶏
督
↓
監
誅

選 手 名
都 道 府 県

学   校   名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名
召
`迫
肘 県  字 孜 も

選   手   名

男

子

団
　
体

青 森 県
弘前市立弘前第一中

仁

澄真

屋

藤

高

工

治
澤
幸
澪
也
輛
太

将
　
弘
　
和
大
売

口
菌
藤
田
山
内
野

山
時
加
瓜
船
竹
中

熊 本 県
岱 明 町 立 岱 明 中

美

貴

晴

由

田

野

員

植

寛
修
郎
修
治
寛
隆

一

尚
　
誠
　
良
征

上
上
崎
端
上
上
庄

日
田
田
池
田
田
古

中県
姉
山

立富
嗣
上

香 川 県
香川町立香川第一中

単
北 海 道
旭川市立神居古渾中

生

子

光

裕

村

藤

中

斉
一 宮 孝 ―

青 森 県
弘前市立弘前第一中

仁

澄真

屋

藤

き
同
工

山 □ 将 治

青  森  県
即、前市市RA前籠― CI

瓜田  淳
富 山 県
嵩m市市薫普野 ф 紙谷 仁士

複
青 森 県
弘前市立弘前第一中

仁

澄真

屋

藤

高

工

淳

幸弘

苗

藤

時

加
熊 本 県
岱明町立岱明中

美

貴

晴

由

田

野

員

植

寛

修

尚上

上

田

田

栃 本 県
小山市立小山城南中

樹

進

洋鳥

嶋

下

高

香 川 県
呑 臨市香1筆―ф

明
介
裕
★原

瀧
璽

女

子

団

体
中

府

園阪」
大

条四

邦

一

忠

信

田

尾

杉

仲

紀
せ
恵
代
恵
希
子彙

美
智
幸
加
理
実
久

橋
川
本
頭
橋
上
本

市
小
橘
鬼
市
水
柳

富 山 県
宮 山 市 立 奥 田 中

哉

太

俊

隆

子

竹

金

佐

子
美
子
子
子
美
世

知

瀾
渭
妙
真
青
里
幸

田
川
松
藤
田
田
丘

山
大
末
加
山
池
米

中県剌
本
立熊柿

熊

熊 本 県
熊 本 市 立 京 陵 中

単
東 京 都
立川市立立川第八中

己

子

重

史

辺

川

渡

中
米 倉 加奈子 中県

賦
賀
立佐赫鳥

豊 田 博 司 田 中 美 保

栃 本 県
宇都宮市立陽」ヒ中

普津沢暁子

香 川 県
香101市 香1第一ф 圧子 絵美

複
香 川 県
香川Ol立香川第一中

二

里佳

建

由本

新

高

子

子

理真

郁

山

永

中

徳

熊 本 県
熊 本 市 立 京 陵 中

子

子美

斎

久

本

田

山

富

子

子

靖

登

鎌洲

東

茨 城 県
石 岡 市 立 国 府 中

局不 忘穂
田□由里子

聖見翼ち贔中1程 省履

第 22′ 肩祗務″ζ7992)

種 目

優 勝 準 優 勝 イ市

郡 道 府 県

学  校  名
蓋 督 名
マネージャー名

選 手 名 重
道
楼
府
曇 1 零.3_二  1 選 手 名

都 道 府 県
撰   羊

学 校 名
名

男

子

団
　
体

茨 城 県
石 下 町 立 石 下 中

一
昭

修

英

藤

田

斉

和

洋
弘
一彦
博
也
一

光
利
裕
公
政
勝
洋

石
林
崎
吹
尻
零
辺

稲
小
大
小
洒
平
渡

栃 本 県
宇 都 宮 市 立 旭 中

一
郎

正

三

渕

田

橿

武

徳
”
史
之
広
史
史

孝
英
浩
雅
和
峰
智

本
嶋
田
コ
山
林
原

青
田
山
渡
増
小
塩

青 森 県
弘前市立弘前第一中
埼 玉 県

川 島 OT立 川 島 中

単
Jし 海 道
旭川市立神居古渾中

斉 藤 裕 子 馬 本 智 ― 中

県

岸玉祠
埼

和浦
一
佳

俊

和

瀬

□

長

谷
中 本」 憲 直

茨 城 県
石 下 町 立 石 下 中

小林 矛」弘

石 川 県
今 澳 市 市 医 平  EL 徳坂  渉

複
富 山 県
上市町立上市中

雄

治

克

弘

肥

田

土

吉

輔

之

大

浩

井

保

酒

久

栃 本 県
宇都宮市立旭中

一
彦
正
直
渕

□

橿
野

徳

史

孝

浩

本

田

青

山

茨 城 県
石下町立石下中

石
尻
稲

沼
光洋

政博

熊 本 県
八 代 市 立 第 二 中

崎

崎
大造

孝文

女

子

団

　

体

熊 本 県
熊本市立京陵中

児

美

憲

直

原

辺

西

渡

里
子
科
美
子
合
和

登
　
　
ゆ
利
百

巣
靖
愛
あ
き
沙
美

針
田
田
杓
井
尻

東
洲
本
平
嶋
石
田

中

府

園阪」
大

條四
一
司

信

拓

尾

川

仲

石

希
恵
彙
香
子
美
子

彙
　
き

実
理
直
智
久
仁
ゆ

上
橋
田
同
本
迎
嶋

水
市
北
古
柳
川
谷

富 山 県
宮 山 市 立 国 田 中

冨  Ш 県
高 岡 市 立 南 星 中

単
宮 城 県
聖ウルスラ学院中

勉

絵千

桐

子孫

片

安 太 田 裕 子 中

県

廂

岡

立

福

師福

載

美

俊

理

田

石

高

永
大 田 久 美

栃 本 県
宇 都 宮 市 立 旭 中

関本 祥子

m査 隔経ョ雹 llD I市橋 理恵

複
富 山 県
富山市立奥田中

哉

子

俊

晃
子
橋
金
小

加 藤 真知子
山 田 青 子

熊 本 県
熊本市立京陵中

児

美

憲

直

原

辺

西

渡

里

子

登美

靖鎌

東

洲

熊 本  県
熊 本 市 立 京 陵 中

熊 本 県
熊 本 市 立 東 町 中

美

美

愛

ゆあ

田

田

本

平

秩 月  理 )ツ
片山希美子

第 2θ′ 大膚″ r7θθ″

種目

優 勝 淮
十 勝

一
イ立

撃
遭
校
層
量 1 尋導ャ墓 1 選手名

都 道 府 県

学  校  名 尋導.亀  1 選手名
看
`道
府 県  字 校 名

運   二   名

男

子

団
　

体

香 川 県
香川町立香川第一中

二

幸

建

延原

新

上

〓
幸
勝
傾
洋
直
和

渾
由
山
原
因
保
徳

藤
池
大
梶
中
久
安

籾
生
照
介
介
輝
哉

香 川 県
高松市立玉藻中

吾

裕

買

亮

保

原

久

前

彦
侶
明
崇
志
魯
練

尚
雅
義
　
建
和
雅

田
田
川
田
谷
田

熱
福
谷
山
長
鎌
苗

中
府
園阪帷

大

条四

滋 賀 県
☆津 市 立草 野 中

単
長 崎 県
長崎市立大浦中

山 □ 孝 子 大 束 忠 司 中

県

上賀
祠
滋
津大

村 上 隆 三 向   裕 樹

石 川 県
金 沢 市 立 犀 生 中

舛 田 圭太

中

府

日阪鱚
大

篠ｍ
川 □ 馨士

複
香 川 県
高 1公 市立玉藻中

久 保 買 吾
彦

樹

尚

和

田

田

熱

鎌

青 森 県
弘前市立弘前第一中

田 中 宏 明
人

春

真

英

田

□

藤

川

女

子

団

体

香 川 県
高松市立玉藻中

彦

重

俊

伯

本

井

鈴

國

耀
ち
短
葉
佳
”
●

日
本
山
■
田
　
藤

鴨
石
杉
國
米
湾
佐

生
ろ
子
子
代
子
代

ひ
　
　
　
理

熊 本 県
熊本市立東 0」 中

郎

子

二正

聡

田

田

松

池

春
子
子
友
子
子
香

奈
　
　
　
●

千
弘
加
　
祥
恵
明

原
峰
崎
玉
代
山
斐

仲
永
村
児
田
演
甲

中県
皓
賀

立滋満
大

中県
晰
城

立茨
晰
石

単
熊 本 県
八代市立第四中

吉 永 政 義 美 ゆかり
茨 城 県
石岡市立国府中

EII 井   徹 井 川 里 美

滋 賀 県
大津市立日古中

勝嶋 梨絵

熊 本 県
八 代 市 立 第 四 中

嶋田 友紀

複
茨 城 県
石岡市立国府中

国 井   徹
子

美

陽

智田

森

仲

熊 本 県
岱 明 BI立 岱 明 中

員 田 睛 美
子

美

衣麻

奈

川

田

中

籾
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種 目

優 勝 淮
十

停
一

勝 位

都 道 府 県

学  格  名
名
毛
督

・ジ
監
林

選 手 名
撃

遭

校  暑 1 季卜3.ミ  1 
選 手 名

都 道 府 県  字 校 名
妥   手   名

男

子

団
　
体

香 川 県
香川町立香川第一中

浩

太健

本

田

宮

富

輝
介
仁
載
志
博
志

」
洋
昭
和
■
文
正

保
西
聟
徳
見
田
①

比

久
中
小
安
平
前
槙

大 阪 府
大阪市立瓜破西中

之

夫

信

善

田

田

岩

柴

倦
花
居
済
福
ネ
桶

夫
雅
載
鳥
也
也
『

秀
文
哲
　
和
和
悠

木
下
良
藤
川
谷
本

々 冨 颯 県
多賀 城 市 立 第 二 中

石 川 県
高 松 町 立 高 松 中

単
香 川 県
香川町立香り第一中

宮 本   浩 中 西 洋 介 中

府

園阪眸
大

條四
仲 尾 信 一 仲 尾 修 一

旭F隔翌墨中1皿 爛

詢‖昴鼎轟中1‐ 桐

複 中

府

園阪囀
大

條四
岩 田 信 之

也

也

和

和

谷

川

永

福

宮 城 県
多賀城市立第二中

遠 山 勝 治
彦
太
克
洋
妻
井
我
松

香  川  県
倉 解ヽ 市 市 栞 蓮 dD

樹

裕

雅

京庫

東

前

東 京 都  1佐々本恭平
国 苓 ■ 市 寺 籠 囲 由 ,円端  公 人

女

子

団

　

体
中

府

園阪躊
大

條四
一
子知

信

佐

尾

田

仲

増

子
美
子
子
彗
子
都

き
由
ツ
　
澤
希

ゆ
真
イ
永
志
多
案

嶋
畑
堂
水
川
田
□

漱

谷
小
弘
逮
き
上
坂

北 海 道
旭川市立広陵中

生
永
光
好
村
城
中

小

子
子
美
子
子
々
子

穂
　
　
い

弘
奈
優
祐
あ
余
綾

黒
場
東
野
崎
塚
北

中県
林
本

立熊細
菊

長  崎 県
長 崎 市 立 東 長 崎 中

単
熊 本 県
菊水 0」 立菊水中

三 次 圭 介 1正 本 真 澄
石 川 県
金沢市立西南部中

寺 西 誠 子 岩 脇   史

福 岡 県
」ヒカ州市立城南中

森 かおリ

立り1需立コ 1翼k中 1久
尿あす旭

複
宮 城 県
聖ウルスラ学院中

酒 井 正 彦
子

緒

理真

奈

城

藤

西

斎

香 川 県
高松市立玉藻中

地 下 雄 二
代
代
佳
行
日
藤
米
佐

北 海 道
旭 川 市 立 忠 和 中

美

弓

直

真

重

崎

山

塩

能嘉奪西昂lф 堰詈奪曇軍

第 25Д7 筋 ″ ζ7995)

種 目

優 勝 淮
〒 優 勝

都 道 府 県
学  校  名

監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督 ろ
マネージャー名

選 手 名
都 追 府 県

選    手
7枚 も
名

男

子

団
　
体

香 川 県
香川町立香川第一中

生

二

浮

建

林

新

載
志
志
博
太
貴
希

和
貴
正
文
健
作
一

徳
見
田
田
田
井
竹

安
平
相
輌
富
藤
佐

香 川 県
高松市立玉藻中

吾

次

賢

善

保

浜

久

白

裕
志
央
志
軟
弘
一

売
悟
佳
高
和
昌
雄

原
野
川
山
宮
田
倉

前
天
松
陶
二
多
母

石  川  県
m籠浜町 市田織浜 中

中県場
崎

立長
』
長

単
長 崎 県
長崎市立大浦中

山 □ 孝 子 大 東 真 也
岡 山 県
倉 敷 市 立 福 田 中

中須賀 祥 雅 橋 村 竜 彦

石 川 県
Fll鶴浜町市円館浜ф

酒井 忠相

石 川 県
金 浜 市 寺 ―I「 o槃 cD

茶谷 徳靖

複
石 川 県
田鶴浜町立田鶴浜中

鶴 田 建 治
史

淳

隆畠

下

大

山 高品 翌ぐ 中 久 保 賢 吾
裕
敏
亮
和
原
宮
一削
二

三 重 県
′ヽ 保 OT立 ′ヽ 保 中

一
二

隆

紘

日

本

山

松

熊  不  県
岱明町立岱明中

一
二
ロ

尿
莫

仏
堂
木
立
曰

女

子

団

体

香 川 県
香川町立香川第一中

み

二

もと

建

本松

新

『
子
香
里
代
美
春

奈
千
加
友
有
“
久
千

城
川
賀
□
田
丼
井

比

戸
霜
小
浜
岸
蓮
炭

大 阪 府
大阪市立瓜西中

神 谷   績

貴
一
り
恵
子
恵
瘤

お
　
依

由
美
か
千
せ
　
亜

尾
城
井
木
場
良

松
安
椋
元
羽
恵
森

ф

府

円阪」
大

修囲

長 崎 県
長崎市立東長崎中

単
長 崎 県
長崎市立東長崎中

飯 田 豊 子 松 尾 美穂子
大 阪 府
大阪市立瓜西中

神 谷   績 安 城 美 華
中

府

園阪麟
大

條四
速水 永子

ф

県

而賀
［
滋

胴彦
上田 絵美

複
埼 玉 県
鳩ヶ谷市立八幡本中

渡 辺   隆
美

子

仁

倫

田

熊

本八

大 割高ゴ』桑中1松 本ともみ1量 帰罵奈軍
茨 城 県
石岡市立国府中

森  香織
渡辺 靖子

i::::F りH !':旱 ::

香川OJ立香川第一中

里
代
旬
鈴

］
田
次
岸

″π ′ 大府市 r7"″
種 目

優 淮
一 勝 イ市

る
■
晉

・ジ
監
珠

県
名
肘
校
迫都
学

選 手 名 撃
遭
校
府
曇 1 己 導 ャニ  1 選 手 名

都道府県
響    =

学校名
タ

男

子

団
　
体

石 川 県
田鶴浜町立田鶴浜中

治
茂
健田
野
観
上

士
淳
典
之
明
航

雅
　
目
寛
健

濠
下
尾
田
井
ロ

廣
山
長
柴
寺
谷

石 り‖ 県
高松 B」 立高松中

晴

俊

直

和

林

崎

香

藤

輛
平
也
裕
輔
平
太

大
澤
朽
和
大
傾
彗

井
田
由
　
　
野
山

川
蠅
金
森
北
沖
畑

北 海 道
旭 川 市 立 広 陵 中

香 川 県
菖 松 市 寺 栞 蓮 ф

単
香 川 県
香川町立香川第一中

大 西 利 昭 前 田 丈 博
春ど舞市翌石贔L中 1 

中 岡 智 美 稲 垣 翔 悟
東  京  都
文 京 区 立 文 林 中

下川 裕―

コじ  ア,  1ヨ

旭 川 市 立 広 陵 中
橋本 暁人

複
石 川 県
田鶴浜町立田鶴浜中

観 田 健 治
士

典

雅

昌

瀬

尾

廣

長

三 重 県
小俣町立小俣中

中 川 隆 文
郎

斉
一真崎

□

山

谷

熊 本 県
合 十 師 寺 合 十 EL

衛藤淳―郎
隠  書 音

色  り  県

高松町立高松中
半
也
洋
拓

出
田
犯
金

女

子

団

　

体

香 川 県
香川町立香川第一中

松 本 ともみ
新   建 二

里
べ
子
美
子
子
子

案
　
　
依

「
鈴
祐
久
澤
麻
智

口
田
岡
丼
井
尋
岡

浜
岸
西
蓮
通
八
丸

長 崎 県
長崎市立東長崎中

子
雄
豊
光
田
本
飯
宮

尾
村
田
上
野
井
々

松
高
松
尾
佐
坂

ф

県

¨

山

市

菅
田
肺嵐

石 川 県
美 川 町 立 美 川 中

単
大 分 県
別府市立鶴見台中

三 浦 撤 雄 後 藤 あゆみ 宮 城 県
仙台市立大沢中

鈴 木 イ申 明 寺 本 悦 子

福  」 県
十力川ヽ市市南曽帰呻

田邊 理恵
富 山 県
富山市立堀川中

大下 詩織

複
香 り‖ 県
香川0」立香川第一中

松 本  ともみ
里

代

有

鈴

□

田

浜

岸
東 京 都
町田市立成瀬台中

金 子 佳 子
 1 菖 

野
 重
津
種

∩棗橋曇学譜ф l轟:右引璽
福 岡 県
十¬小姉 市千拌 ct

田ノ上永利子

右土  奉緒
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種 目

勝 燿
一

優 勝

百
` 
追  '付  県

学   校   名
も
銘瞥功

監
珠

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名
撰    =   名

男

子

団
　
体

栃 本 県
宇都宮市立旭中

司

也欽

間

岡

野

村

介
起
学
太
智
明
介

芝真
有
　
悠
　
芳
恭

沢
野
賀
藤
女
原
藤

月

会
［
志
斉
五
栗
斉

北 海 道
旭 川 市 立 広 陵 中

生

裕

光

雅

村

畑

中

大

裕
平
一二
貴
柄
輝

洋
幸
健
裕
弘
勇
計

藤
坂
島
平
浦
橋
元

加
早
川
谷
三
高
大

宮 崎 県
宮 崎 市 立 音 島 中

石 川 県
鹿 自 OT寺 鹿 良 ф

単
東 京 都
小 平 市 立 上 水 中

福 長 憲 光 佐 藤 翔 治
北 海 道
上磯 0」立上磯中

郡 司 京 子 佐々本   翔
合鼎寧』фl西峯大輔

拳 ξ 市 畢 曇 IcL I諸 多 大 輔

複
栃 本 県
宇都宮市立旭中

野 間   司
介

起

之真

有

沢

野

会

関
北 海 道
旭川市立広陵中

中 村 光 生
平

一

幸

健

坂

島

早

川

津久穿言翌量川中1寒冨 唇尖
二  皇  県

′、程 田 市 ブ、程 cL

磯 部  泰 理
相 野  書 行

女

子

団

体

富 山 県
高岡市立南星中

幸
希
香
代
香
子
美

津
弥

彙
彙
彙
幸
恭
祐
若

村
同
川
井
本
川
松

田
き
小
今
江
豆
近

代

美

公

仁

田

野

新

村
滋 賀 県
大津市立曰吉中

三
佳
隆
知

上
本
村
山

彩
妃
子
恵
彗
智
粟

希
憂
由
郁
美
千
幸

島
　
川
谷
倉
川
条

川
澤
早
多
高
裏
三

否  り‖ 塀民
香川町立香川第一中
熊 本 県

熊 本 市 立 北 部 中

単
長 崎 県
長崎市立東長崎中

井 手 大 統 松 田 友 美
滋 賀 県
大津市立曰吉中

村 上 隆 三 澤   憂 妃
ф

県

面玉』
埼

」
広岡まり香

中
肘
園阪鱚

入
條四

吉岡久美子

複
熊 本 県
熊本市立東町中

鶴 田 智 春
恵
紀
仁
美
賀
道
志
大

熊 本 県
熊本市立北部中

畠 山   篤
里

佳

真

裕

泉

木

一Ｐ
黒

富 山 県
高 岡 市 立 南 星 中

希

香

美

姜

岡

川

吉

小

茨  城  県
石 田 市 市 爺 菌 EL

歩

欝

美

皇

塚

邸

高

菖

″′θ″ ″台″ r7θθ″

種 目

月券 準 勝 イ市

∃
`逗
肘 県

学  校   名
る
一

瞥

・ジ
濫
誅 選 手 名 J`追 肘 県

学  校  名
う
■
瞥

・ジ
監
琳

選 手 名 都 道 府 県

緩    華
字 殺 も

名

男

子

団
　
体

岡 山 県
倉敷市立連島中

一
一
次

健

貫□

畑

谷

一
古
壺
宏
一
人
介

右
大
将
一
貴
Ｌ
祐

伯
井
生
日
本
　
曜

佐
永
麻
洵
岡
堀
ф

東 京 都
東大和市立第四中

俊

悟

英

謙

辺

山

渡

松

史
人
也
仁
紀
志
稔

敦
望
拓
直
尚
仁

間
本
賀
畑
崎
形

留
　
怒

堤
比
松
佐
江
柿
山

も  り  県
田鶴浜0」立田鶴浜中
次  城  県
阿見 町 立阿 見 中

単
長 崎 県
琴海町立琴海中

小 川 健 吾 左 村 正 和 岡 山 県
倉敷市立連島中

畑   建 二 佐 伯 浩 ―
鳳輿薫に中1佐藤孝
Jヒ 海 道
hO 市 市 讐 里 ct 長原 克博

複
熊 本 県
岱明町立岱明中

佐 藤 有 美
裕

広

将

責

賀

山

大

小
東 京 都
東大和市立第四中

渡 辺 英 俊
堤   敦 史
比留間 望 人

侶                10可                県

岡垣町立岡垣中
買
介
馬
一見
牒
本
斉
槙

金鼎笠輻中1属冨堀う

女

子

団

　

体

弘

里

康

智

倉

原

名

萩中

県

西玉嚇
埼

島

向
藤
原
下
熊
池
田

笠

広
佐
小
宮
大
小
岩

茨 城 県
石岡市立国府中

男

輝

嘉

高

井

下

成

松

佳
子
紀
彙
貴
子
穂

美
喝
早
裕
悠
陽
千

野
水
村
　
引
水
川谷

商
済
本
森
綿
清
長

宮 城 県
聖 ウ ル ス ラ学 院 中

中

県

鏡

本

立

熊

町鏡

単
福 岡 県
苅 田 町 立 新 津 中

市 木 良 子 潮 田 冷 子 中

県

西玉哺
埼

島 名 倉 康 弘 広 岡 まり香
り‖』 町 立 蜃 中 1岩

田 新菜

三 重 県
川 越 市 立 川 越 中

小椋久美子

複
滋 賀 県
大津市立日吉中

村 上 隆 三
子

恵

希由

郁

川

谷

早

多
熊 本 県
八代市立第一中

高 嶋 宏 幸
香

央

有

奈

建

村

金

西

聖見ズち贔中1鮮嗜季
宗  艮  県
榛 原 OT市 榛 原 中

采
子
否
暑

楽
ｍ
日
古

夢′θД7 霧 層ケr7θ99)

種 目

勝 準 写 1碁

ヨ
` 
追 ′付 県

学  校  名
も
需瞥功

濫
誅

選 手 名 ヨ∫ 週 肘 県

学  校   名
読  省  も
マネージャー名

選 手 名 召
`退
肘 県  子 枚 者

逮   ニ   タ

男

子

団

　
体

福 岡 県
岡垣町立岡10中

浩
則
靖
竜
嶋
次
高
末

薫

一介
也
治
貴
雄

雄
裕
一
知
悠
久

澤
田
木
武
村
Ｂ
本

小
池
小
秋
同
福
松

滋 賀 県
大 津 市 立 日吉 中

一二
子

隆

翔

上

上

村

村

洋
範
】
平
太
志
一

公
康
嘉
幸
健
公
責

□
田
田
田
野
谷
川

山
き
辻
杉
数
多
早

ф

県

羮

Ш

市

回

輸合

ф県
耐
城

青茨
軸
師

単
滋 賀 県
大 津 市 立 日吉 中

村 上 隆 三 山 □ 公 洋
福 岡 県
岡 垣 町 立 岡 垣 中

高 嶋 靖 浩 小 澤   薫 鳩島 需坐 中 1星
野 文彦

広  島  県
広鳥市 市城 11」 ヒ中

酒井 宏治

複
滋 賀 県
大津市立日吉中

村 上 隆 三
立早
　
一

嘉

賢

田

川

辻

早

滋 賀 県
大津市立日吉中

村 上 隆 三
範
志
康
公
田
谷
吉
多

岡 Ш 県
倉 敷 市 立 連 島 中

↑
人
葡
貞
尾甲
堀

石 川 県
金 沢 市 市 犀 生 ф

也

計

順

一

村

ｍ

宮

―――

女

子

団

体

埼 玉 県
川 島 0」 立 西 中

名 倉 康 弘
加賀和 道 也

子
菜
香
来
子
子
和

里

由
新
意
未
佑
尚
美

池
田
由
本
田
川
藤

々
　
根

小
岩
き
佐
誉
利
斉

茨 城 県
石 岡 市 立 国 府 中

男

輝

嘉

高

井

下

成

松

子
員
美
子
梨
恵
子

香
　
沖

陽
悠
裕
景
友
千
恭

水
引
　
水
村
川
塚
谷

消
綿
森
清
本
長
大

呂  颯  県
聖ウルスラ学院中
長 崎 県

長 崎 市 立 東 長 崎 中

単 中

県

西玉噸
埼

島
名 倉 康 弓ム 岩 田 新 菜

奈 良 県
大和高田市立片塩中

西 嶋 健 司 今ЯJ府 靖 代
Ct

兵  庫  県
谷 Ct

広瀬栄理子

埼 玉  県
川 島 町 立 西 中

小池 由子

複
茨 城 県
石岡市立国府中

成 井 嘉 男
子
貴
陽
悠
水
引
清
綿

石 川 県
野々市町立布水中

永 下 政 之
希

綾

早山

村

青

木

奈 良 県
榛 原 町 立 榛 原 中

菜

子

香

麻

秦

藤

日

伊

聖見ズし晶中1晰 鶴
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種 目

優 準 凛
交

l~
面
'道

肘 県

学 校 名

監  管  も
マネージャー名

選 手 名
撃
道
校
府
暑 1 季にテャ重  1 選 手 名

都 迫 府 県  字 校 も
逮   EE  タ

男

子

団
　
体

滋 賀 県
大 津 市 立 日吉 中

三

樹

隆

勇

上

川

村

市

太
志
彦
二
作
一也

健
公
暢
浩
祐
賢
和

野
谷
川
川
知
川
本

数
多
市
き
愛
早
松

茨 城 県
阿見町立阿見中

洋

豊

井

村

松

田

克
明
博
明
忍
太
士

俊
俊
崚
成
　
新
銀

形
田
島
村
丼
塚
山

宗
【
高
本
糸
飯
脅

岡 山 県
倉 敷 市 立 連 島 中

中県躙
岡
立福剌

岡

単
滋 賀 県
大 津 市 立 日吉 中

村 上 隆 三 数 野 健 太 中都
コ
京

立東
肺
日 熊 沢 直 孝 1青 山 天 将

熙  不  県
菊陽 OJ立武蔵ケ丘

古財 和輝

も  りl 県

金 沢 市 立 犀 生 中
宮村 順也

複
茨 城 県
阿見町立阿見中

松 井   洋
明

博

俊

康

田

島

黒

高
滋 賀 県
大津市立日吉中

村 上 隆 三
志

一

公

賢

谷

川

多

早

熊 本 県
岱 田 師 市 岱 On EL

吉永
谷 太

明

〓

智

雄

栃  不  県
字 都 官 市 立 相 中

仁

計

啓

馬

井

藤

福

斎

女

子

団

　

体

宮 城 県
聖ウルスラ学院 中

裕

男

貴

光

田

所

常

田

美
優
採
子
衣
香
奎

陽
　
菜
明
由
彩
粕

関
山
山
藤
林
本
簡
々

尾
平
き
加
小
佐
求

石 川 県
美川 0」 立美川中

子

郎二

直

新

〕序
田

山

松

絵
花
菌
裕
彙
貴
子亜

咲
春
替
千
博
由
麻

勺
木
前
田
村
任
中

本
梨
御
本
一
松
浜

ф

県

錯

本

市

熊

町錯

ф県
榊
本
十熊噛

岱

単
熊 本 県
球磨村立球磨中

原 田 ゆかり 古 村 征 美 静 岡 県
富士宮市立富士宮第一中

清   邦 彦 村 松 瑞 穂
聖ず訂鳥 ず融中 1平

山 優
石 川 県
金 沢 市 立 金 石 中

伊東 可奈

複
熊 本 県
熊本市立北部中

田 中 文 朗
美

舞

夏田

田

原

坂
福 岡 県
岡垣町立岡垣中

安 藤 章 二
子

子

智

明

野

本

小

坂

長  崎  県
長崎市立東長崎中

鶴出 愛美
上野麻由子

由

県

錯

本

寺

熊

師錯
伊藤実和子
迎 l芳 中 Tヽ

第 釘 Д7 広島ノ方 僣θ07ノ

種 目

優 準 層 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 召
` 
道  月寸 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県  学 校 名
撰   手   名

男

子

団
　
体 中

府

園阪麟
大

條四
一
紀

信

美

尾

村

仲

吉

人
介
之
翔
芯
〓
也

勝
陽
敬
　
太
勝
和

多
山
田
谷
　
本
丼

喜
大
安
銭
興
呉
槙

東 京 都
国分寺市立第一中

樹

子里

朝
由池

島
菊

生
也
層
明
裕
大
郎二

真
哲
拓
雅
大
雄
瑛

田
島
女
内
木
野
林

月

藤
北
五
竹
鈴
小
小

月豪  F́  拐晨
熊 本 市 市 」ヒ部 中

広 島 県
広島市立城山北中

単 中県
紅
本

立熊
師

和 田 良 子 川 □ 謙太郎 栃 木 県
宇都宮市立鬼怒中

鈴 木 成 唯 黄 倉   英
倉鰊 Wヽξttф l田村 潤
鳩ず暮需に 中 1遠

藤 大由

複
茨 城 県
阿見町立阿見中

松 井   洋

糸 井   忍

本 村 成 明 中

県

倫井
祠
福
井福

西 行   功
弘

司

真

祐

藤

藤

齋

齋

中

県

民井薩
福

井福
佐々本大介

野村 裕介
栃 本 県
宇都宮市立旭中

″何
貴

貴

好

渕

里

増

中

女

子

団

　

体

滋 賀 県
大 津 市 立 日吉 中

三
佑
隆
圭
上
本
村
安

夏
未
子
子
さ
子
美

づ
穂

里
真
依
翔
あ
美
奈

元
き
本
上
斐
中
崎

鳥
垣
杉
村
甲
田
三

中

県

島島繭
徳

島徳
大 阪 真智子
吉 田 泰 造

よ
子
子
幸
子
や
子

さ

衣

詈

ま
桂
井
　
梨
あ
純

植
村
住
川
田
阪
本

麻
井
近
中
前
大
仁

冨 城 県
聖 ウ ル ス ラ学 院 中

仄 島 県
広島市立城山北中

単
滋 賀 県
大津市立日吉中

村 上 隆 三 垣 岩 真 未
熊 本 県
芦北 0」立湯浦中

鶴 田 恵 美 藤 井 瑞 希
札蘊 壼れ 中 1永

野 陽子

大 阪 府
大阪市立瓜破西中

松尾 静香

複
熊 本 県
球磨村立球磨中

前 原 宏 治
岡

西
ひとみ
郁 美

広 島 県
広島市立城山北中

高 本 義 仁
奈

美

佳

智

田

山

大

霜

滋 賀 県
大津市立日吉中

子
子
翔
依
上
本
村
杉

長 崎 県
長崎市市市長幡ф

白山麻衣子

館 fF 童担

″
"′
薙 言″ ″θθ″

種 目

優 勝 準 優 一勝 位
召
` 
週 Й寸 県
学  校  名

監 督 名
マネージャー名

選 手 名 県
名
府
校攀学一

監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県  学 校 名
撰   羊    名

男

子

団
　
体

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

弘
司

康

貴

倉

屋

名

大

彰
純
啓
馬
一
輝
太

一　
　
拓
賢
一
勇

嶋
日
本
田
児
丸
村

々

大
本
佐
上
田
松
小

岡 山 県
倉敷市立連島中

二

一

健
健原松

畑
小

也
芝
行
人
『
文
任

違
敏
祐
理
澤
　
価

宅
井
伯
原
崎
田
き

三
う
佐
藤
三
柴
未

ф

県

知

芋
立

一石
画矢

中

県

倫井祀
福

井福

単
岡 山 県
倉 敷 市 立 連 島 中

畑   健 二 佐 伯 祐 行 愛 媛 県
新居浜市立東中

藤 田 義 之 早 崎 修 平
金鼎翌蛉中1鑢 緩
埼  玉  県
埼  玉  栄 中 1佐々本 啓

複
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
彰
純
一嶋

田

大
本 中

県

倫井
祠
福

井福 西 行   功 司

弘

祐

真

藤

藤

齋

齋

東  只  ]`
国分寺市立第一中

裕

明

大

雅

本

内

錦

竹

宇』E語蛮星ポ五中1湘 鼎

女

子

団

　

体

香 川 県
高松市立太田中

也

子

勝

純

野

部

平

安

美
美
美
香
穂
奈
香

沙
弥
　
　
都

真
宏
亜
早
美
可
志

本
澤
野
雌
山
本
金

岸
平
長
大
東
岸
荒

中

県

島島
碗
徳
島徳

子

明

智真

昌

阪

野

大

西

子
希
や
子
彙
り
希

薔
　
　
　
由
か

梨
早
あ
純
紗
ゆ
結

田
伏
阪
本
　
川
田

前
犬
大
仁
西
立
米

栃 本 県
河内町立河内中
冨 Ш 県
富 山市立 和合 中

単
熊 本 県
芦北町立湯浦中

矢 鉾 清―郎 藤 井 瑞 希
福 岡 県
北九州市立飛幡中

岩 崎 幸 人 樽 野   恵
岐 阜 県
池田町立池田中

奥  幸那

二轟量嘲中1調 蔽

複
石 川 県
小松市立御幸中

山 本 真理子 水 □ さゅリ
南 出 なつき

宮 城 県
聖ウルスラ学院中

常 田 貴 裕
美

花

菜

理

小

絵

藤

山

伊

村

尋

子

亜

翔

澤

永

兎

宮中

県

雑

玉

立

埼

柿越

福 岡 県
岡 垣 町 立 岡 垣 中

彩

羊智

崎

□

下

谷

-53-
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種 目

優 勝
一準 優 勝

都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名
百
`追

肘 県

学   校   名
監  督  ろ
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県  学 校 名
撰   =  名

男

子

団

体

埼 玉  県
埼 玉 栄 中

弘

司

康

貴

倉

屋

名

大

啓
馬
椰
輝

一
岳
太

拓
祐

一
環
　
勇

本
田
野
丸
児
本
村

々佐
上
海
松
田
松
小

広 島 県
広島市立亀崎中

仁

翼

義木

島

高

北

祐
也
載
宏
太
宏
樹

圭
竜
直
賢
翔
峰
一

日
本
川
本
島
見
野

大
猫
石
坂
北
岩
宮

中県嘔
城
立茨剥

阿

福 井 県
騰 市市議 фttф

単
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘 佐々木   啓
福 井 県
勝山市立勝山北都中

本戸□   元 1 松 川 直 弘
鰊鼻尋臭фl臀 働

埼 f圭
玉

χ 中
上田 拓馬

複
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
一
輝

資

一

児

丸

田

松

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
樹

太

祐

裕

野

崎

海

山

中

府

園阪麟
大

条四

銭谷  翔
巽  太志

埼 玉 県   ′」ヽ村 勇太
埼  玉  栄  中 !松本  岳

女

子

団

　

体

宮 城 県
聖ウルスラ学院中

裕

男

貴

光

田

所

常

田

実
花
素
美
奈
織
華

菜
理
小
絵
　
麻
若
者
礼

藤
山
場
本
藤
藤
橋

々

伊
杓
大
佐
佐
工
高

中

県

島島
鰤
徳

島徳

子

明

智首
六
日曰

阪

野

大

西

や
子
美
り
希
里
好

か

あ
純
由
ゆ
継
真
醤

阪
本
紗
川
田
原
安

大
仁
西
立
米
桑
国

埼 玉 県
埼 玉 栄 中
泉  只  J`

淑 巣 鴨 中

単 中

県

島島
画
徳

島徳
大 阪 真智子 大 阪 あ や

熊 本 県
芦北町立湯浦中

矢 鉾 清一郎 藤 井 瑞 希
割 語立讐 |1膨

=中

藤澤 香織

油品量橘中1奥 瑯

複
宮 jF2 県
聖ウルスラ学院中

常 田 貴 裕
伊 藤 小菜美
村 山 絵理花

大 阪 府
樟 蔭 東 中

木 村   寛
利

里

佳由

友

内

尾

竹

深

田ぐb奎畠Ъ中1田B亜皇霜
旭F鴇翌轟中1紹ゆ粍

第θイι7 」「″″方
`2θ

04)

種 目

優 勝 準 優 勝 位

都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名
都 道 府 県  字 校 名
運   ニ   タ

男

子

団

体

弘

司

康

貴

倉

屋

名

大中

県

栄

玉埼

玉埼

輝
一岳
太
太
周
売

一責
　
勇
裕

丸
児
本
村
崎
田
内

松
田
松
小
山
和
澪

茨 城 県
阿見 0」 立60J見 中

治

豊

俊中

村

川

田

誠
利
爆
成
高
彦
樹

勝
　
克
広
邦
も

島
口
回
瀬
脇
崎
杓

高
野
福
廣
西
篠
本

香 川 県
高松市 立玉藻 中
広 島 県

広 島 市 立 亀 崎 中

単
香 り‖ 県
香川町立香川第一中

中 井 敏 博 三 好 耕 二 中県
鍾
本
立熊師

日野本   充 1 園 田 啓 悟

佐 賀 県
佑 智 市 立 成 童 中

武下 利―

la-tE

ta'k^x^ + irxr'6 +6t

複
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
一
輝

賢

一

児

丸

田

松

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
太
岳
勇村
本
小
松

虐彗、軍量■фl言以毒ξi
茨  城  県
回 目 師 寺 回 目 Ctl

誠

利騰
島

口

古
口
野

女

子

団

体

滋 賀 県
大津市立 E3吉 中

茂

紀友

壮

世

今

久

子
倖
衣
子
衣
子
理

消
令
真
陽
由
洋
恵

川
岩
児
上
本
田
芝

津三
垣
金
村
販
上
上

埼 玉 県
越 谷 市 立 富 士 中

菊 地   覚

子
舞
久
織
子
藍
子

里
　
　
　
衣
　
希

も
　
未
彗
麻
　
佑

木
森
原
　
田
間
木

三
大
柏
原
古
風
三

8 城 県
聖ウルスラ学院中

中
県
島島［

偲
島徳

単
滋 賀 県
大津市立 B吉 中

今 壮   茂 10岩 令 佳
愛 知 県
大府市立大府南中

浅 井 莫 司 野尻野 匡 世
越ξヽ 霊』肇中 |三

本佑里子

大又竪凩中1謝 臥

複
宮 城 県
聖ウルスラ学院中

常 田 貴 裕
織

なる

香

は

藤工

北

栃 木 県
宇都宮市立星が丘中

岩 本 洋 二
美

実

恵智

那

野

井

矢

石

Jし 海 道
旭川市立忠和中

枝

笛

弓

絵

本

本

松

鈴

鹿 児 島 県
藤 F皐市市皇衛寺ф

坂中  夢
特シ鴻みほ

″θ5′ 雄 ゴ″ ″θθ″

種 目

淮
一

導
一

勝 位

撃
道
校
府
曇 1 覗 導 竹亀  1 選 手 亀 重

道楼府曇 1 季←夢.亀 1 選手名
都道府県 学校名
運    二    名

男

子

団

体

福 井 県
勝山市立勝山南部中

幸

賢

智野

髯

牧

三

将
也
也
太
平
也
二

尚
拓
俊
翔
　
拓
崇

一界
□
西
木
勺
田
田

千
山
川
抒
松
松
宇

福 岡 県
北九州市立高須中

み

子

ろひ

和

濱

崎

新

岡

思
嗽
馬
駿
剛
盾
浩

和
直
和
　
　
大
知

田
同
村
日
本
原
岡

牟

原
古
下
冷
松
田
き

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

中県
鶴
山

立岡
姉
倉

単
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘 和  田   周
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘 滝 内   亮

滋 賀 県
大津市立田上中

矢部 拓也

仙翡翌■中1相 勘

複
Jし 海 道
豊浦町立大岸中

輪 島 隆 史
星

希

亜

淳

井

池

駒

平

広 島 県
広島市立亀崎中

翼

太翔

島

井

北

中高 本 義 仁

北 海 道

=昇
沢 市 立 緑 中

渉

介雄

崎

川

柿

中

彦

ク

邦

黍

崎

［

篠

野中

県

噸

城

市

茨

軸回

女

子

団

　

体

宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

裕

男

貴

光

田

所

常

田

鹿児島県

鹿児島市立皇徳寺中

子

苗

一凛
早

久

瀬

重

畑

生
子
ろ
遇
彙
擦
利

ひ
　
姫

弥
舞
ち
　
由
晴
否

森
永
由
保
野
山
下

福
岩
ロ
ス
川
森
山

大 阪 府
樟 蔭 東 中

埼 玉 県
越谷市 立富士 中

単
宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

常 田 貴 裕 玉 木 絵里子
大 阪 府
樟 蔭 東 中

木 村   寛 佐々木   彩
中

県

島島
而
徳

島徳
松友美佐紀

★♂ゝflttL中 1東野良美

複
宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

常 田 貴 裕
友

菜彩

野

田

菅

岡

広 島 県
広 島 市 立 翠 0」 中

倉 本 宏 之
花
春
陽
小
本
本
米
米

杏

子

相

尚

村

万

吉

福中

府

東

阪大

蔭樟

越轟翌■中1冨
田麻
墨

-54-
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種 目

優 潅
十 優

都 追 府 県

堂   お   タ
称  晉  る
マ烹―ジャータ

選 手 名
召
'週

肘 県

学  校   名 詠ξャ竃 1 選手名
都 道 府 県  学 校 名
撰   革   名

男

子

団
　
体

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

弘

樹

康

秀

倉

田

名

山

喜
晃
嬉
生
人
久
太

好
　
冬
俊
研
治
茂

本
林
島
塩
内
田
部

塚
小
飯
大
錮
和
涯

広 島 県
広島市立亀崎中

仁

史

義

豪

本

本々

高

佐

一太
大
介
志
慈
己

祐
翔
雄
涼
康
淳
雅

村
丼
野
山
藤
本
中

中
中
城
平
佐
川
弘

北  海  道
滝 川 市 立 明 苑 中

香 川 県
緒 川 OT立 糸オ南 中

単
富 山 県
上 市 町 立 上 市 中

広 0/9  保 星 野 翔 平
岡 山 県
倉 敷 市 立 連 島 中

池 添 麻衣子 逢 澤 良 亮

コじ  メ,  涎ヨ

苫小牧市立緑陵中
尾野 拓郎

中
県
妻崎祠

８
都西

渡邊 達哉

複
広 島 県
広島市立亀崎中

高 木 義 仁
太
太
翔
雄
井
野
中
城

埼 玉  県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
喜
晃
好本
林
塚
小

北 海 道
滝 川 市 立 明 苑 中

中木

島谷

大

平

広

航

宮  崎 県
宮崎市立宮崎西中

定宗隆―郎
田中  光

女

子

団

体
中

県

島島
硫
徳

島徳
大 阪 真智子
西 野 昌 明

紀
奈
梨
那
子
奈
可

佐実
靖
愛
香
杏
喝
涼

友
原
日
本
本
本
安

松
神
水
藤
山
藤
國

宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

裕

男

貴

光

田

所

常

田

楓
帆
紗
み
聡
奈
愛

ゆ

史
美
あ
美
利
恵

田
藤
藤
野
松
野
３

一
後
伊
今
末
腟
和

富  山  県
費  市 市 和 合 CD

大 阪 府
樟 蔭 東 中

単 中

県

島島
面
徳
島徳

大 阪 真智子 松 友 美佐紀 大 阪 府
樟 蔭 東 中

木 村   寛 福 万 尚 子
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

中村 梨沙

埼 玉 県
偽 平 学 Cb 瀬川 桜子

複
千 葉 県
松戸市立第六中

石 橋   功
瞳
子優

村
木
本
青

広 島 県
広島市立亀崎中

高 木 義 仁
央
緒
真
成
田
中
山
神

Jし 海 道
岩見沢市立緑中

蛇

乃

沙

薫尾

鐙

松

変  知  県
渕谷市 市洲谷市 中

興猶 く 0み
艤   歩羊

第 θ/′ 姿鴨彩″方 に Oθ″

種 目

優 淮
十 優

百
`退

肘 県

学  絡  名
監 督 ろ
マネージャー名 選 手 名 都 道 府 県

学  校  名
監 督 名
マネージャー名

選 手 名 都 道 府 県
逮   =

学校名
名

男

子

団
　
体

愛 知 県
大府市立大府南中

一
司

宏

真

本

井

鈴

浅

人
気
太
行
翼
晃
輔

茂
勇
豪
規
　
一
大

本
〇
井
水
崎
谷
谷

山
山
湊
瀾
宮
古
磯

大 阪 府
大阪市立瓜破西中

一
弘

博

忠

野

木々

河

佐

平
崇

飛

斗

大

康
　

勇

健

京

田
木

合

本

田

々

　

々

名

佐
河

佐

金

福 井 県
勝山市立勝山北部中
埼  玉  県

橋 平 栄 tb

単 中府
妊
阪

立大
師

久和田 正 義 竹 内 宏 気
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘 和 田 治 久
● さ基し浦詣 中 1本

村健太朗

冨  Ш  県
富 山 市 立 和 合 中

山□ 容正

複
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
太
憲
茂
義
部
内
渡
竹

石 川 県
白山市立松任中

石 田 浩 幸 吉 森   司
星   大 智

香 川 県
高 松 市 立 木 太 中

官

直

頼

頼

田

田

鎮

鎮

十鼎鼻∴фl請 量沓

女

子

団

体

宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

裕

二

貴

潤

田

瀬

常

深

奈
紗
聡
み
愛
樹
乃

ゆ

利
美
美
あ
恵
彩
彩

野
藤
松
野
３
藤
居

脇
伊
末
今
和
後
鳥

滋 賀 県
大津市立日吉中

未
彩
幸
葉
都
子
加

也

夏
里
沙
仁
友
咲
彩

谷
居
本
村
村
倉
宅

浦
安
玉
木
本
高
三

茂

行善

荘

井

今

福

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

福 島 県
宮m師市営 m籠―ф

単
富 山 県
富山市立和合中

林   敬 志 高 橋 沙也加 大 阪 府
樟 蔭 東 中

木 村   寛 阪 □ 智 郁
十 ξ 薫 享 ぎ塾 ф l浦谷 夏未

聖ゥ融翼乳襄L中 1末松美聡

複
宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

常 田 貴 裕
 1 雪 罫 型ゅ奮

茨 城 県
石岡市立城南中

川 井   均
摘

穂

菜

真

栖

谷

高

七

富 山 県
富 山 市 立 山 室 中

子
梨
容
華
谷
野
中
平

中

県

鏡本市
熊
代

永田奈智加

深川 碧姫
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種 目

優 勝 淮
十

停
一

ト

都 道 府 県
学  校  名

名
毛
督

・ジ
監
琳

選 手 名 ∃
`遭
層 県

学  校  名
名
毛
督

・ジ
監
珠

選 手 名 都 退 肘 県  字 伐 も
選   ニ   タ

男

子

団
　
体

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

弘

寛

康

智

倉

下

名

堂

馬
地
輝
常
也
斗
樹

悠
大
　
　
俊
拓
祐

森
』
賛
乗
林
上
子

大
壼
あ
千
小
丼
金

福 井 県
勝山市立勝山北8B中

治

之

宏

弘

田

藤

一削
伊

平
亮
悟
彙
翔
載
希

周
　
健
悠
大
敦
優

村
見
中
井
井
井
見

中
助
田
検
石
検
膀

広 島 県
広 島 市 立 亀 崎 中

大  阪 府
十 時 市 市 爪 縛 面 ф

単
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘 豊 島 大 地
福 島 県
富岡町立富岡第一中

齋 藤   亘 桃 田 賢 斗
旭F路 翌れ 中 1渡

部 大

菌島智凩ф林 昂宏
複
埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
輝
斗拓

賀
上
古
井

大 阪 府
大阪市立瓜破西中

山 本 雄 大
飛

斗

勇

健

合

木々

河

佐

福 島 県
富田町市富団第―ф

齋藤 太―
佑藤 徳介

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

冨
樹祐

某
子
十
金

女

子

団

　

体

富 山 県
富山市立和合中

代

幸

久
高
□
田

谷
松

美
花
香
彩
力
優
薔

余
　
　
　
ヨ

麻
百
佳
　
ソ
真

藤
野
山
山
〇
藤
ｍ

見

通
佐
金
小
山
斉
漆

枝

昇

美原

田

松

平中

県

鏡本祠
熊
代

慧
美
咲
子
規
里
離

皇
亜
美
愛
月
朱

川
上
井
演
藤
田
田

深
井
長
白
伊
寄
永

千 葉 県
西 武 台 中

広  島  県
広 島 市 立 亀崎 中

単
埼 玉 県
越谷市立富士中

村 松 和 雄 三 木 江里子 福 島 県
富岡町立富岡第一中

齋 藤   亘 木 村 百 花
十鼎鼻予「ф船 翅

富又 豊瑾 中 1小
見山 彩

複
福 島 県
富岡町立富岡第一中

齋 藤   亘
 1 曇 用 織凛量

大 阪 府
樟 蔭 東 中

本 村   寛 樋 □ 帆渚実
宮 原   唯

ф

県

倍

不

［

熊

拌
深川 星慧
#卜市 ,め華

彩

室

沙

曇

き
向
錦

飯

程山

県

会

葉千

計而
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種 目

勝 準 停 勝

都 道 府 県

学  校  名
名
熟
督
リ
監
誅

選 手 名 看
` 
道  府  県

学   校   名 孔ξャニ 1 選手名 ]`道 府 県  字 校 名
選   ニ   タ

男

子

団
　
体

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

弘

司

康

貴

倉

屋

名

大

樹
斗
郎
登
輝
貴
平

太

祐
拓
航
拓
航
裕
修

子
上
嶋
井
山
里
関

金
丼
営
洒
丸
中
大

岡 山 県
倉 敷 市 立 福 田 中

畑   健 二
田 島   挙

郎
哉
紘
也
也
伶
崚

希
卓
価
一侑
侑
　
晃

田
井
内
本
島
島
宅

福
武
寺
岡
大
田
三

福 島 県
富岡町立宮岡第一中

ф

県

陽井制
福
＃福

単
福 島  県
富岡0」立富岡第一中

齋 藤   亘 桃 田 賢 斗
埼 玉 県
埼 玉 栄 中 名 倉 康 弘 井 上 拓 斗

三  重  県
押塾市市′、程 EL

西本 拳太

群  馬  県
相 生 市 寺 li閃 EL 高田  晃

複
滋 賀 県
大 津 市 立 日吉 中

渡 邊 雄 介
三津川 剛 史
河 崎 駿 輔

埼 玉 県
埼 玉 栄 中

名 倉 康 弘
中 里 裕 貴

宮 嶋 航太郎

コじ  X,  1ヨ
曽 邁 BI寺 曽 猶 EL

一嘔
十

砂

曝

井

〕

別

霧

福  島  県
菅 M師 寺崇 m筆 ―ф

人

鯛

琢

占

野

大

謄

偉

女

子

団

　

体

福 島 県
富岡町立富岡第―中

齋 藤   亘
イマム トハ リ

み
里
優
来
希
智
子

つ
保
　
　
　
　
那

を
紗
　
未
紗
千
妃

田
川
堀
原
田
　
澤

原
早
大
塩
早
里
芹

宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

裕

二

貴

潤

田

瀬

常

深

冨  Ш  県
富 山 市 立 和 合 中

福 岡 県
九州国際大学付属中

単
宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

常 田 貴 裕 鳥 居 彩 乃
北 海 道
芽室B」立芽室中

澤 田 初 穂 島 田 きらら
福  島  県
宣m師青宣m筆―ф 星  千智

埼  玉  県
春 R郎市市武里中 渡邊あかね

複
福 島 県
富岡町立富岡第一中

齋 藤   亘 原  田 なつみ
早 川 紗保里

宮 城 県
聖ウルスラ学院英智中

常 田 貴 裕
我 妻 美沙紀
小 池 紗 葉

茨  城  県
右 田 市 市 減 南 cL

明

養総

不

ｍ

Ш

ｍ

北 海 道

=室
師 市
=室

ctl

子

彗

璃田

塚

藤

十

第 イθ′ 誠 市 ″ θ7の

種 目

優 勝 準   優   勝
都 追 府 県

学   校   名
も
鶏
替

・ジ
監
誅

選 手 名 ひ 追 肘 県

学  校  名 る
一
督
↓
監
誅

選 手 名 都 道 府 県  学 校 毛
撰   手   名

男

子

団

　
体

単

複

女

子

団

　

体

単

複
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全国大会出場校一覧
学校対抗となった第 10回大会 (昭和55年 )よ り
男女団体個人を含む
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側日本中学校体育連盟 特別賛助会員として
全国中学校体育大会を応援しています



0日本中学校体育連盟 特別賛助会員として
全国中学校体育大会を応援しています

近畿日本ツーリストの教育旅行

中学校のスポーツ活動を応援します

"kn460覇 レ

悪銀殊ア巧ズト0~
カタチにします。ときめき。キラメキ。おもてなし

動日本中学校体育運盟 特別賛助会員

MEMORIAL G00DS

記念品・参加賞の企画、製作のご用命は、

雄 社リェイエフエー
〒104‐ 0045東京tp中央区桑地2丁目12番 16号

・S"賢討「説賓チ■]=酬 1堺驚鶏軌|:L24

新しい「学び」と「体験」のしくみをご提案します。

フットコンフォートカンバ
=―

宣言
快通な学校生活をシューズを通じて応援します。

(財)日本中学校体育連盟推薦

◎コンフォー「tり■
・ 株式会社ムーシスター htp//www moons● rcO p′

⑧
瀾oooStar

璽再彙

・修学旅行の事前/事後学習をサポートします。
・ワークブックとソフトウエア(Web)をご提供します。

※京都・奈良編がございます。

詳しくはJTB担当者にお Fp5レ■漱)せくださVヽ。

  メタ″質〕

，
いめ
討
た

け
の
”

■
■
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る
お
れ
れこ
ら
は
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こ
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ン
Ｖ

エ

顔
ク
笑
は
と
れ
っ
私

も

T口用 B口Ш
SPC7日 754」薦日月

比こ z″ /

い

^ダ
イ11】 |■■

00MME CA,U ll10D[

亀1玲
7=1'

Ｔ̈ 株式会社

珀
トップッァー|ょ教育旅行を

お手伝いしています。

T 0 P T 0 U R

扁 鰊 蝙 鰍ξ鼈 鯛 刈重
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側日本中学校体育連盟 特別賛助会員として
全国中学校体育大会を応援しています

―

L ころにのこる
日旅の修撃旅行

。「個性ある現地学習や体験学習」のできる教育旅行
。「学習的効果と

―

が生まれる教育旅行
。国内320。海外40のネットワークをフル活用した「安全で快透な生漏」な教育旅行

日本旅行は以上の3点を重視し、ようよい教育旅行の創造に常に研鑽を重ねています。

＼ノ

日本初 幅の選べる学校シューズ

JESぎ黒鍍響多冨―ズ協議会

IZ ロ

明日は、きつと、できる。

O WWW.miZunooco.lp ●固固0120‐ 320‐ 799

颯畔
*ffi.1fu-7affifrrli,rFr-rr-EtEt!*?, ' 

" 

l

.S*trlt f AL ALolJli?!r.i:tlrrr)rt Itrzr [:ie:] -]a 7J t
/iy,,r:1.,1, r+il.A.ilA0rihll: iiitLtf"

③名鉄観光

お

移臨

感:羅鶴躍意:
７
一

孟ヾ整 ニタ平勁1養唇l学校用シューズー筋47年 .

機能性 に優れた、快適で、安全な

ベルマーク点致

デヮキ‐ ン 株式会社
マ653-0836 ,0戸 市長田区神楽町 4丁 目 3審 1号
TE● (078,621‐ 5331(代 表)FAX(078)021‐ 5373
ホームベージアドレス httpソ /WWW luokybo"● ●lo/

人間

ね
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lul日本中学校体育連盟 一般賛助会員として
全国中学校体育大会を応援しています |

◆体育衣料品関係◆
仰パントン  ギャレックス静岡い   仰津留美   ギヤレックス・チバ関
いオートモ   仰 トンボ岡山支店   樫野商店   仰 トンボメイト  移
坂井達三商店   秋田ヨット服販売榊   富士ヨット榊   福島ヨット月剛
いオオシモ   閉寺前商店   いアステイコ

)運動靴関係◆

日進ゴム閉   和興い   マサキ商事い   いジェス岡山   榊サーパ
教育シューズ南九州榊   l■l小間井宏尚商店   いマキトー・コンフォート

書籍関係◆

大日本図書い   学校図書い   榊第一学習社   榊大蔵書院   仰大4
榊陸上競技社   蜘ニチブン   東京書籍鞠   廣済堂あかつき榊
卸ベースボール・マガジン社   い白夜書房   日本文化出版帥

学校教育教材等◆

帥昭誠堂   いオーディオビジュアルネットヮーク   ジャパンライム的
いベネッセコーポレーション   輸スカイウェイスポーッ

スポーツ用品・スポーツ器具関係◆

デューパーファイブl■l   lalク ラロンスポーツ   セノーm   m北 武商璽
lalク レーマージャパン   ヨネックスlal   lalタマス   lalレッツ   (
lal日本卓球   lalゴーセン   mメ トロ   abjl■l   モア・ジャパ i

日本スポーツ用品協同組合連合会   ファイテンlal   lalデサント   mi
和田染工l■l   栄光武道具lal   m城西武道具   l■l安信商会   ltlホ i

共栄武道具   lalニシ・スポーッ   l■lェアムーブ   ダッッインターナi
lalジ ュゥィック   lalア クティブライフ   lalェ ステー   関東優秀武道リ
早川繊維工業lal   チャコットぃ   lalササキスポーッ   lalゴールドウ´
ナガセケンコーlal   l■lュニケンクリエイション   ltl東洋マーシャルアーツラ
開ウエザーコーポレーション

写真関係◆

開スポーツフォトネットワーク   l■lイ ンプレス   l■l大阪フォトサービス
司日彰スポーツ通信   l■lフォトクリエイト   lalヘルツ   スポーッ写真
閑アスリート   アートグラフィー   lalメ モリーアート   アクティブヌ
捌長野フジカラー   lal B全 (アフロ)  国際航空写真lal   フォート .
欄ホワイトキャンバス   lalプラスヴォイス   l■lプロフォートサニー
棚企作工舎   lalフ ォトフリークス   l■10K無線

その他◆
ユアサ 。フナショクlal   日本スポーッイベント推進協議会 (」SEC)  l■ l―
(特非法)日本セルプセンター   ネオ製薬工業lal   東武トラベルl■l   J
関コントl〕 ブ__k   ltlだ _kコ_ギ 1′ ノ゙ ノー ノ`   々+巨工‐●一“‐Lに

悧バントン  ギャレックス静岡閉   榊津留美  ギヤレックス・チバ関   仰みのり
いオートモ   仰 トンボ岡山支店   樫野商店   仰 トンボメイト  秋田トンボ嶼
坂井達三商店   秋田ヨット服販売榊   富士ヨット榊   福島ヨット服い   豊國商事い
いオオシモ   閉寺前商店   いアステイコ

◆運動靴関係◆

日進ゴム閉   和興い   マサキ商事い   いジェス岡山   榊サーパス商事
教育シューズ南九州榊   l■l小間井宏尚商店   いマキトー・コンフォート

◆書籍関係◆

大日本図書い   学校図書い   榊第一学習社   榊大蔵書院   仰大修館書店
榊陸上競技社   蜘ニチブン   東京書籍鞠   廣済堂あかつき榊
卸ベースボール・マガジン社   い白夜書房   日本文化出版帥

◆学校教育教材等◆

帥昭誠堂   いオーディオビジュアルネットヮーク   ジャパンライム的
閉ベネッセコーポレーション   輸スカイウェイスポーッ

―ツ用品・スポーツ器具関係◆

デューパーファイブl■l   lalク ラロンスポーツ   セノーm   m北 武商事   l■lアシックス
lalク レーマージャパン   ヨネックスlal   lalタマス   lalレ ッツ   lalダ ンロップスポーッ
lal日本卓球   lalゴーセン   mメ トロ   abjl■l   モア・ジャパンl■l
日本スポーツ用品協同組合連合会   ファイテンlal   lalデサント   mフ ープスター・サカイ
和田染工l■l   栄光武道具lal   m城西武道具   l■l安信商会   ltlホウセン販売
共栄武道具   lalニシ・スポーッ   l■lェアムーブ   ダッッインターナショナルl■ l
lalジュゥィック   lalア クティブライフ   lalェステー   関東優秀武道具十光会
早川繊維工業lal   チャコットぃ   lalササキスポーッ   lalゴールドウイン
ナガセケンコーlal   l■lュニケンクリエイション   ltl東洋マーシャルアーツディストリビューション
lalゥェザーコーポレーション

◆写真関係◆

lalスポーッフォトネットワーク   l■lイ ンプレス   l■l大阪フォトサービス   l■lピーアンドピー浜松
l■l日彰スポーツ通信   l■lフォトクリエイト   lalヘルツ   スポーッ写真l■l   l■ l共同写真企画
閉アスリート   アートグラフィー   lalメ モリーアート   アクティブスポーッ   l■l写ネット
lal長野フジカラー   lal B全 (アフロ)  国際航空写真lal   フォート.キシモト
lalホ ヮィトキャンバス   lalプ ラスヴォイス   l■lプロフォートサニー   lalD y n am i c s
lkl企作工舎   lalフ ォトフリークス   l■10K無線

◆その他◆
ユアサ 。フナショクlal   日本スポーッイベント推進協議会 (」SEC)  l■l一興舎
(特非法)日本セルプセンター   ネオ製薬工業lal   東武トラベルl■l   北日本トラベルlal
lalコ ントリビュート   閉ゲートコーポレイション   名古屋ホテル旅館共同組合
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②名鉄観光

名鉄観光株式会社サービス 岡山支店

〒700-0903 岡山市北区幸町829 三井生命ビル9F
TEL 086-225-2771  FAX 086-225-7494
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NANO POWER ll NANO POWER

t#rfr
www.badminton.co jplmobile/

PCffi
www.badminton.co jp

モア・ジヤバン株式婁lt
TEL.045-730-0495 FAX.045‐ 743-0392

取り扱い店募集中で魂

どんな事でもお気軽にご相談下さい。

お問い合わせ先は、045-730‐0495 e―mail l info@badminton.cojp
または、下記のモア・スポーツ各店 (MMOA JAPAN NETWORK)へ !

MMOAJAPAN CO.,LTD.

北海道店 011-387… 5950  新宮店
札幌J苫   011-299-3926   大阪店
青森店   0172-34-6884   阪神店
黒磯店  0287-63-6483  岡山店
栃木店  0285-82-0466  四国店
群馬店  0276-20-8830  番町店
横浜店  045-716-1555  瀬戸店
横浜店2 045-743-0566  福岡店

0735-21-0810
06…6462-2211
0798-75-6608
086-293… 3988
087-844-8115
087-813-1400
0877-57-3068
092-565-612]

Jヒ九ナ‖店 093-692-8234
長崎店  0957-43-1440
熊本店   0968-62-7412
賞員本T菊庭i 0965-33-9209
宮崎店  0985-73-7908
鹿児島店 099-251-0366
屋久島店 099-749-4840
,中縄店   098-831-7544

ヒマラヤスポーツでもお取り扱い
がございます。取扱い店舗につき
ましては、お問い合わせの上ご確
認ください。

MMOAラケットの正常進化
N4「Vl口 ∧ NAN口 ‐

丁 ECHNOLOGY

017▲▼J:

丁 OROUE OP丁 :MIZER

FCS〔 FLE× CONttROL SttRUCttURE〕 ―SHAF丁
フ Lツ ク ス コ ン トロ ー ′Lス トラ ク テ や 一 シ ヤ フ ト

フレームとシャフトのジョイント部分

に搭載し、ねじれを最適化する。

ショット時に不安定になるフレームの

ねじれを最適化し面を安定させ、コン

トロールの精度をより高くする。

従来品が、手元側からしなるのに対

してヘッド側でしなりを発生させる。

ヘッドのかえりのスピードをアップ

させることでクイックタッチを可能

にする。

| 「゙111【 0】

017▲▼J:
DU∧ L CORE SH∧ F丁

アルミ合金   HMG+CNTシ ャフ ト

1ly:用」。(本体¥21,00の
卜′Lク オ プ テ イマ イ サ ー

／

声

Ｊ

熊
‐／／
子
ＮｏＲＭＡＬ

|:「 111【 0】 12V:]プん(本体¥22000
デ ュ Pん コ Pシ ヤ フ ト

圧倒的な反発力を生み出す。

ハ ‖ 餞

ヒ75'
SPORTS

http://www himaraya coip/
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RYOGAiSSEN凌 駕―閃

■カラ…:シヤインレッド(SR)
■素材 :ハイモジュラスカーボン、アーメット、M40
●推翼テンション:20～25!bs

■重量グリップサイズ :3U5
0価格 :Y25,200[税 抜Y24,000]

フレーム価格 [フルケース付]

そ

の

力

、
ス

Ｔ

一
。

そ

の
■

さ
、
神

輩

。
ｏｏ

11
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―

RYOGATENBU凛 口天舞

■カラー:ダークブラウン(DB)
●奏材:ハイモジュラスカーボン、アーメット、M40
■推奨テンション:20～251bs
■重量グリップサイズ :3U5
●価格 :Y25,200[税 抜Y24,000]

フレーム価格〔フルケース付]
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パドミントンプレーヤーと共に劇遭するプロショップ!!｀

鷹本ず警‐鮨趙ントン専門鷹奎加盟唐
全国50311輩 1鷹、鑢臨舗獅 4店舗、当加盟麿はパドミントンに関して

熱知してしヽるプロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ち

¨
　
　
　
　
　
　
　
、

議摯プで、こ注文

上記にアクセスして頂きカタElグ又はホームベージから商品をお還ふ ださいこ

日本バドミントン専門店(株)ネツトショップで|よ常時、tll翌店の協力で

アウトレット商品・廃盤品等の顔 い得商品を掲載しております。

又、新製品の情報・販売も素早く対応しておりますので来康をお待ち

懇ております。

鮮AX警苺畿濃n■ .
カタログ又はホームベージから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。
繹職
お雛
準 ..

彊薇商りの加盟嵩、又は日本バトミントン

専総鹸 Wobショッフ逸.FAXして下さい。

FA理欝0774‐ 32‐ 1041 貞
プロック

'ユ

■|ンヨ
=''お ,う

IIttE

子,  コ 1111〒 ∵F=

“

LJll●||IX議■1110諄001,

■■-lJ,ュ

イトースポーッ 電L0108"1,03'lXl10.14■98

クラウン裔金 ■Ll148,“ .1疇

“

F4題 ,40,6.■ 60

4Lt越プロック

ラケットショップ
=山 =L`FAX●

71● 002311

スホーッショップマツタ

フレンドスホーツ鷹壼 πL,コ

“

ル諄05 FAX,7● 2229“

■■-1 ltヤ = 鳳 17● 21014 FAス 17,"卜 ,3“

買海 プロック

ラケットショッフノヽ 筑

オノ
'ス
凛―ッ

lE也プロック

フ0ショッフシャトル

ラケント

'シ 'イ
テムラス澤 竃 L`FAX σ 7■潤 -1颯

卜WAY末●o

3WAYす ,し薔 は ■
"421““

FAたl174,14"

]WAΥ鍮 6

〕WAY場鶴 鷲LOお d絲´

“

F出 _176卿 ●2244

〕WAY辞刑 店

リケ,トショ,フイテム,

,ケ ,トショ,,クレセ外

IAPAN ttADMINTON

爾

携帯へ瞬礼をメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

できます。

お鷲軽に最寄りの鱚盟店迄、

お問い合わせ下さい。

…

|li::11■●|
i lF■● :=,||■ |

関東プロック

ウエンプし=地織店

ウエンフレ Ja腰暦

ウエンブレ響 店

ウエンフレー E :EL峰 117鍋 |IAス 14111'30●

ウエンフレーIE8,EE
'EL N●

|II“ 1,魚X神■,6“睦4

ミノヤスホーッ TEL 13鍮腱1005臓■Ol"6215“

目BTイテムラ

リケットン■/フフ,■嶼睦

■タットン]ップフ発
"鶴

9■ントシヨンフフオ藤機

'ケ

ット
"ッ
,フジヨ田店

うケ
'ト
シヨンフフブll三■

ラケットションフ,ジ‖嬌

うケツトシヨンフフ幻 購

ラタットショ″フアツ川離

ラタットシ7'フジ■月獲

うケットシ,″アフジ鞭 了Eヒ
`FA■
OSmm.9654

●,ット_■け
'7'4●
4

'｀

ロータックスホーッ TEL.ta$ili,BI frx.gs.?tr,ral

フアミリース澪―ッ臨 TにL● FAχ 023● 727● 24
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FEA~l~HER

PRO FEATHERは 1羽から14枚しか取れない羽根を厳選し、
徹底した品質管理の基に理想の飛びを追求した、専門店会こだわりのシャトルコックです。

F    ER

③箭酬愉Ш
面面面血回国皿 攀蘊1%メトロ|千代田区外神田5-6-4 TEL03-3833-3661

日本バドミントン専門店会加盟店でお求め下さい。
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ハイスペックモデル、WAVE FANG

WAVE FANG SP
7KM-07009
¥12,075(¥11,500)

一

       
―記載価格は、消費税込みのメーカー希望小売価格です.( )内は消費税抜き本体価格です。中国製
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. www.mizuno.co.jp o E 0120-320-799

~場
訴できる。明日は、きつと、
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ジムスターS400
■ サイズ

■ 展開色

■ 機能

:  21.0～ 28.0,29.0,30.0,31.Ocm

: ホワイト/ホワイト、ホワイト/ネービー、ホヮイトルッド、ホワイト/グリーン

ホワイト/イエロー、ホワイト/ライトブルー、ホワイト/パープル

マッケイ縫い、フレックスジョイント、衝撃吸収
通気カップインソール、ノンマーキング
サニタイズAg抗菌加工

株式会社 ムーンスター
本  社 :〒 830-8622福岡県久留米市白山町60番地

東京本社 :〒 135-0064東京都江東区青海2丁 目43番地
青海フロンティアビル9階

お客様相談室  丁EL03-5520-9233 httpノ /― .mOonstar.∞ jp

取扱い代理店

岡山ゴム株式会社
〒700-0977岡山県岡山市北区間屋町 18-101

TEL  086-241-661l       FAX  086-241-5251
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wilson-badminton jp

ア

I RECON BLX
Head Size(SO IN,    55

AVWeight(g)     3U
bngth(mm)      674
Shaft       M[DIUM(普 通)
R∝ olγnended TengOn  21 25

AvBalanceにm)    280

Price            ¥25、 200 oMthOutTax)¥24、 000
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55

3U
674

MEDIUM(普通)
21-25

290
¥27.300(without Tax)¥26,000

VERTEX BLX
Head Sセ e(SO IN)

AVWelght o)

Length(mm)

Shaft

Recmmerded■ n9on

Av Balanceに m)

Price

バサルト・フアイパー (BL)に 5個のElementを 賭け合せた (X)ニューテクノロジー
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第40回全国中学校
ミントン大会バド

倉敷翠松高校は

岡山県選手の皆様の
ご健間をお祈りいたします。

夢を実現する4学科 10コース ヽ.

第2回  8月 20日 (金 )
第3回 10月  9日 (土 )
第4回 11月  6日 (土 )

ときめき未来に向かって はばたく

倉 敷 翠 松 官 等 学校
〒710-0003岡 山県倉敷市平田 155
蹴 086‐ 422‐3565 ホームページhttp://―。SuiShO・edjp/

普通科

総合コース

福祉総合コース

進学コース

特別進学コース

商業科

情報キャリアコース

ビジネス総合コース

ビジネス進学コース

服飾科学科

デザイン・クラフトコース

調理コース

被服製作コース

看護科

-82-
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優勝目指して頑張れ !!
私たちも応援しています

手作り弁当 こ こ
有限会社 や ま だ

老松店   岡山県倉敷市老松町 5丁 目 3-82
(倉敷第一病院バス停前 )

丁EL:086-435-2522  FAX:086-435-2533

営業部   岡山県倉敷市中庄 3138-9

丁巨L:086-486-0320  FAX1086-486-0551

r●IOl o1 20-210-400
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〒700‐0083 岡山市北区津島新野1丁目3‐フ
TEL(086)254‐3419 TEL(086)943口9002
日本バドミントン専門店会カロ盟店

墓数F可だフ電アZ7″″:星通鶴冒チlM13881:М
'88遅

墨墨

|

〒704‐8116 岡山市東区西大寺中2丁目8‐ 16

夢の舞台で羽ばたけ′′
You can do victory. Never stop dreaming!

-84-



::騨西罪 1月[:覇夢】彊1彊霊イ
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断 雇調 1扉≡】

志望校合格者のうち

93.4%の先輩が
唯 研 ゼ ミ 」と 部 活 を 両 立

※2008年度会員「合格体験記」より。『中三受験講座』模試提出時に登録した志望校と
「合格体験記」の合格校が一致する人のうち、

中3のとき部活をやつていた人の数より算出。(第 4志望校まで含む)

‖ 薇 圏田霊棗
□目回

学ぶ楽しさと合格の自信をキミに。
lbれ ば、上がる。F‐品

憲rrI』πθ    領, ・rゴ′【→司Ч「三πばθ肩′IF「

きと

きらめく瞬間を 』][ii「■[[Lた時、
未来に伝えたい。誰もが、とってもいい顔をしています。

あなたの素敵にきらめくその一瞬を、私達はのがしません。あなたの記念すべきその時を、

|し ょうけんめいの未来に残す素敵な記念写真をお届けするために、いつもいつ

大阪フォトサービスです。

口SヨKヨ FH口T口 SErrIEE
株式会社大 阪 フォ トサーービス

〒550-0023大 阪市西区千代崎2丁目20-9
TEL. 06-6581-7005    FAX  06-6581-7033http ://www. osakaphoto. co jpl

-85-

中学講座』は、

手
策
苦
対 情報

●「進研ゼミ中学講座」の資料請求・入会・お問い合わせはこちらから

中学講座 日
、
※「中学講座」で検索してください。



祝 第40回全国中学校バドミントン大会

がんばれノ 岡山県選手団

スポーツショップケンコー
代表者 河 原
〒701-0111合 敷 市 上東 1
丁EL086-463-349
FAX086-436-349

02
4
3

対
すが、

せわ●

T 060-0002 {tl[it']FrrE3{b,z*lEt4TEl l-1-l 1 0

TEL (0r t) 206-s727 FAX (01 l) 206-s728
* >(-rvc@aPJir\et2tgle

emai I info@spn-iaPan. com

開会式・競技
会場で撮影・

・集合写真を
展示します !

S _P_N‐

Sports Photo 腱etlork スポロツフォトネットワ"ク
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机

第40口全国ヤ学校バドミントノヽ選手権大会

あなたが主役
頑張れ !岡山県選手団
占陽女子ヤ学。高子学校
バ ドミントン部

URL http:77*ww.sanyojoshi.ed.jp

」□S Л

“

〃 EDυC47rO〃 SIoFS

足から生まれた、シュ∵ズです。
運動時に足の関節は、前後左右に広がり、身体を支えています。直立時の足型を考えただ
けのシューズでは、本来足が持つ様々な能力が発揮されないばかりか、健康を害することに
もなります。教育シューズは、足を科学することから生まれた、学校体育シューズです。

いジェス岡山
〒7038258岡 山市中区西川原¬-7-13
丁EL 086-272-5437
FAX 086-273-5970

-87-



電話

FA×

(有 )フジモ ト運動具店
086-222-9774
086-227-3221

(有)アリモトスポーツ
0868-23-8858
0868-23-0139

(株,硬 田運 到具 盾
086-425-3636
086-426-7522

ス ポ ー ツ コ ア 細 川

086-422-7¬ 73
086-421-0698

電話

FAX

(百 )T」波運 動具 暦
086-225-3フ 88
086-232-5098

(株)津 山 テ ン ト
0868-22-8201
0868-22-8203

(有)佐 藤商 事
086-448-1739
086-445-0888

セ イ プ ス ポ ー ツ

0865-44-7577
0865-44-フ 577

電話

FAX

(株)Ш 下俸 育在
086-224-3385
086-224-2282

(有 )長 森 光 陽 堂
0868-フ 2-0226
0868-フ 2-0200

(株)あさひコーポレーション

086-473-00¬ 2
086-472-5244

(株 )カザハヤスポーツ
0866-93-3221
0866-93-8260

電話

FA×

(株 )モミジヤ運動具店
086-943-6000
086-943-6001

(有 )スポーツショップムサシ

0868-38-5656
0868-38-5657

フ レ イ ス ボ ー ツ

086-472-3099
086-4フ 2-3238

佐々本文正堂
0867-フ 2-0173
0867-72-2373

電話

FA×

(有)イ シダ運動具店
086-222-4253
086-222-4185

(有)永 石 運 動 具 店
0863-21-35フ 6
0863-31-7014

ニ ュ ー か た や ま

086-472-5フ 12
086-472-5フ 10

山本商店
086フ ーフ2-0159
0867-72-0¬ 59

電話

FA×

(株 )栄 光 ス ボ ー ツ
086-231-5897
086-231-48¬ 6

サ ン ヨ ー ス ボ ー ツ

086-465-8187
086-465-807フ

亀山スポーツ
086-424-9879
086-424-9025

(有)セムラスポーツ
086フ ーフ2-1657
0867-72-7928

電話

FAX

(株 )岡 山 美 津 濃
086-232-0497
086-232-0497

(株)ミキヤ
086-425-4545
086-427-0051

(株)倉 敷 ヤ マ シ タ
086-463-3フ 73
086-463-3フ 71

サン株式会社
0866-22-0003
0866-22-8522

電話

F∧ X

(株)オオクボスポーツ
086-278-7008
086-2フ 8-24コ 8

岡 山 県 運 動 具 商 協 同 組 合

T巨 L 086-425-0894  FA×  086-425-1181

祝 平成2符度全国中学校体育大会岡山大会
私たちは、全中岡山大会を応援しています !

教育図書
心理検査

教材・教具基準品
パソコン関連商品

理化学器械

毒劇物取扱

山陽教材
〒701二 1335 岡 山 市 高 松 271-4
8 (086)287-5776
印Ⅸ (086}287-3877(専 用)

倉 敷 市 下 庄 470-1
8 (086)463-0505
FAX(086)462-2500(専用)

〒701-OH2

-88-



☆あらゆるイベントの企画・提案・御見積り、無料で承ります

●各種式典・イベント
地鎮祭・竣工式・落成式・地域イベント・お祭り
フェスティバル・スポーツイベント

●販売
野外テントロシート

●備品
レンタル用備品

★レンタル・リースのご用命は
お電話にてお気軽にお問い合わせください。

中国レントオール株式会社

TEL086-440-0188 FAX086-440-0189

ハ ¨

皆様に支えられて半世紀

印刷発注で、ワード・エクセル・―太郎・パワーポイント・

パブリッシャー・ドキュワークスなど、Windowsのデータ

で困つている。どうすれば良いですか?

土師印刷工芸に相談してみましょう。WI∩ dowsのデータ処理

を最も得意とする会社です。

解決の糸□が見つかり訣す。勿論MacもOKです。
カラー印刷を少部数作りたい。

どうすればいいでしょうか?

土師印刷工芸腕に相談してみましょう。

印刷品質でご希望の品物ができます。

部数の多い物も相談してみましょう。

回
■
■
■
■

・・Ａ

翻
菫
■
甲
Ａ

」FEスチール  正門
西日本製鉄所

〒712-8006岡 山県倉敷市連島町鶴新田1715-1
U R L http://www kurasiki cojp/cr/

E― Mail c― r@ms4 megaegg nejp

餞
4′       ‐‐||||||||||||‐

土師E口扁J工書肺式書社

電倉敷率在i地

〒700‐0943 岡山市南区新福 1丁目6-15
丁EL086… 262‐4077 FAX086…265‐4834
E‐mail haprint@ms6.megaegg.ne.jp

-89-
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猾たち   斎方
ホ島躍痣鰈夕″ι

政府登録 178号

TEL   444-4321

駐車場完備(60台収容)
倉敷市水島青葉町4-20

期間 9月 9日 (木 )～ 10月 16日 (土 )
【毎週木1金・±17:30～ 21:00】

料金お―人様3,000円 小学生11,200円

皆様の御越しを心よりお待ちしております。

水島国際ホテル 6階
」 株式会社 ジー ディー・フードサービス

倉敷市水島

早手蘇謹田丁4-20

地
球
の
未
来
を
育
て
て
い
ま
ｔ

゛
TOK10MARINE
N:CHlD0

東京海上日動は、ジュニアスイマーのサポートを通じて、

未来を担う子供達を応援しています。

また、東南アカ を中心に、

地球温暖化の抑制に役立つマン/17-プを植林しています。

未来へ向けて育てること
一
私たちがかけた地球への保険です。

東京瀬上日動火災保険株式会社
東京都千代田区丸の内1‐2-1 〒100-8050

函 0120-868-100年前9時～午後8時 (平日、土日祝とも)
htt,//― ,tOkOmalne‐ nth耐 o coJp/

鋼

リ

l・

・

―

駕
"露

野

岡山県知事登録 国内旅行業 第3‐336号

有限会社澤田交通・澤田トラベル

タクシー 〒701‐ 0304 岡山県都窪郡早島町早島585¨ 1
TEL(086)480-1100
団国0120-10-6000
FAX(086)480-‐ 1104
岡山県都窪郡早島町早島3487-1
丁EL(086)483-0483
FAX(086)482-2340

バス・旅行 〒701‐0304
事 業 部

バッジ 旗 カップ 記念品

OCH口JEKI CHttJIKI
チヂキ
PROJECT

〒701-0221岡山市南区藤田566‐ 185(藤田企業団地内)

TEL(086)296-0555(イt)//FAX 086)296‐ 0606
Mail i chijiki2@oka.urban.ne.jp

チヂキ    匝索ミチッキー にゃん太

- 90 -



日
冒

感動の一瞬

:[シl雰_トサニ_

〒177…0062東京都練馬区谷原2丁目13番地10号

T[Li03-3995-1008(lli)   I

infO@prOphoto‐sunnl樵
,I卜3995-4422   1

がんばれ 岡山県′

テニス・バドミントン用品

侑)abrtrιlis SJ3opまつかげ

Te′.θ86-952‐ 3737
Mノ咽
口
SU   C

傷害保険  賠償責任保険  共済見舞金

蛎 駅スポーツ安全協会 輛凛握事部
TЮ O・0012岡山市北区いずみ町2‐ 1‐3検太郎アリーナ内TEL 086Ⅲ201■811

もっと笑 顔 に な れ る■
明 日 の た め に _,

〒 轟墓■じ士岡山支店
〒700-0977 岡山県岡山市北区問屋町 22-101
TEL:(086)241‐ 7830 FAX:(086)241‐ 7856

`V:υ
Ⅲ′′ :Vコ｀

'ア
0ノ
`0工

:

■  17:30))21:∞ 続行機

ホi醐 齢 ボ芸ル お聞い合わせ。お申し込み●TEL=080‐422‐ 5141(婁 会係まで)

00MME cA Du mODE

-91-



・Foodサ ー ビス
・お 弁 当

・仕 出 し料 理

・介護 配食事 業
0デイサービス及び施設食堂受託
・老人介護施設運営

朧Lよ
だ ヽ

大惣株式会社 籍土市真壁181-1
電話 0866-93-7211
FAX 0866-93-4117

HTTP://www,daisou― ip.COm    Maili infoOdaisou― ip.cOm

お弁当 0 おオキ〕咀のことなら

「人惚」

0120-33-721

ヘ

【

`】

l【J】 .

惣

一

一，

視

夢

第 4

1+ ま

中永
赤澤

岡山県備前市バドミントン運盟

0回全国中学校バドミントン選手権大会

で JL 戦  !!
大輝 (桜が丘中)
夏樹・丸山 未矩 (備前中)

ジュニアタラブ ミッキーズ

鷲鷲働次
=濃
れ

9鷲羽ハイランドホテル
ht"ブルwW.hailand.cooip

倉敷市下津丼吹上
TEL :086-479… 9500 (ft表 )
FAX 1 086-479… 9549

腰

タクシーのご用命は

TEL 086-455-2323

バス・観光のご用命は

TEL 086-455-1110

お各当0仕出料理の事なら
『0`碑』へお任世下さい
運動会やバザー・会社の会議・町内の集まり

お祝い 。法要などご予算に応じて承ります。

ご注文・ お問い合わせは

TEL 0 8 6-429-12 1 1

株式会社ご〕4二えエ
〒710-0023 倉敷市帯高259

Fax 086-420-0089

思い出を華やかに、鮮やかに……

倉敷市中央2丁目1‐3(倉敷国際ホテル前)

I員長|:::す 1:::三 1:子 ?
E‐M面l… @mochaOCn.“ゎ

苗

バ

-92-



li妻晏齊=ifl口rill

Rれ  ,ぃ

心・技・肺 1/1000の感動

鼻菅梧熱I義製晃誇蜜すガ1111昴1]l:う尋L‐卜し.
〒990-08釧 山形県山形市西田5丁目鶴卜田TEL02305-7740 FAX023485-7251

鎌中 観 光 株式会社
(大型20台中型7台小型 1台 )

〒7191136岡山県総社市駅前2-歩 10

TEL 0866-90-1212 FAX0866-93-1537

タクシーが  つなぐ人の輪 地域の輪

社団法人 岡山県タクシー協会

丁 703-8286

岡 山市 中区旭東 町 二丁 目 10-8

TEL(086)272… 3451 FAX(086)273-7475

事務機10A機器 :文具 :教材

株式会社オフイス アドノヽンス
Office  Advance

FUJ|xefox 5l

代表取締役 平 松 俊 洋

〒719-1126 総社市総社3丁目4番30号
丁el(0866)90-2211
Fax(0866)90-2212

岡出市南区藤口 416春地

旭図書教材販売株式会社

丁EL(086)296-3385 FAX(086)296-3389

倉敷市玉島中央町1-17-17

大 島 写 真 場
TEL (086)522-0616 0 522-2815

～あなたの一瞬を、永遠の思い出に～

大型写真パネル
各種記危写真企画常り作
http://www.pandp―h.com

〒435-0038 静岡県浜松市南区三和町252-2
TEL  053-464-5110 infopandp―h.oom

-93-
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祝 全国中学校体育大会第40回
全国中学校パ トミントン大会 倉敷大会

眼 卜に広がる瀬戸内の多島美

卜J児覇務レ:ど硫残lぶ"3

明秀本山

〒珈畑i6岡山市北区富田町 1丁目 10‐ 12
T[L086-222‐ 9538 FAX.086‐ 225-9434

工  場 岡 山 市 中 区 原 尾 島 3‐ 5‐ 7
TEL 086‐ 273-4568 FAX_086‐ 273‐5230

金森書店

岩本書店

七川教材

岡山交通

∃シトミスポーツ

和合整骨院

レーベンコーボレーション

桂林堂

lal日生運輸 備前バス
l■l東武トラベル 岡山支社
ラケットショップPROCEED
ニッポンレンタカー

アイエスピー

協栄カメラ

山陽図書リフアレンス

日の丸タクシー

モミジヤスポーツ

中山写真館

関西教材

l■lリ ョウビツアーズ総社支社

ナカウン観光バス

シモデン観光バス

大修館書店

トマ ト銀行

平成22年度 全国中学校体育大会
第 40回 全 国 中 学 校 バ ド ミ ン ト ン 大 会  倉 敷 大 会

本大会の開催にあたり,大会の趣旨に賛同し,協賛金をお寄せいただきました皆様方に心より

お礼を申し上げ,こ こにそのご芳名を掲載し謝意を表します。

(順不同/敬称略)

うケットショッ7
7   +ガ イ

〒7,0-0837
口山m-45-1

-沖
輌町

TEL・FAX 086-430-3210
冊 μ//1日印‖e rs――

com

シーのご案内

野 本寸交 通 086-455-2323
岡 山 交 通 086-460-0555

澤 田 交 通 086-483-0483

-94-
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電気を使うとお湯がたまる

″

暖房

地球温暖化対策の切り札として注目される

「エネファーム」。天然ガスを使つて自宅で

発電。そのとき発生する熱でお湯もつくる。

だから、“もったいない"がありません。

%::ル
!

“

田山■ス
本       社   TEL 086-272-3111
耀罫勇支唾ま夢≡F~f  TEL086-422-2750
赤 磐 営 業 所   TEL 086-955-0229
ショ……ルーム  TEL 08 6-223-5195

ホームページもご覧 ください

ボッケエガス

【エネファームの
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39周年記念特別企画 !!
『3,000mo-1:』
今年もや|りますハイランドの花火,1
スケールアップした花火を見に来
てね||

適曇最長100mのすべりだい!!

1

大 人《中事Jヒ)2,500von
小 人(19駐)  2,000v・ "
幼 児(鋼レ～) 1,500,on
シエアocいL)1,500v・ n
豪麟 以上の方、鶴太郎8taalヵ―卜で象久魚‖
(カード代50m)
[交●アクセス

'漁“

戸大■●児島鋏からバス0け
●戸中央自島●遺え島!0よ り

"1分

詳し ブラジリアンパーク

岡山県倉敷市下津丼 TEL.086“騒 昴 1'H鼻:)'wぶ

・Ｓ

）ノ
“
畑
「

、●・ξ晨

“
　

一
十

●
彎
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0●

″

m‐
‐
l

電
―

:α穫難製窪彗卜∋

Lヽ ■、三

人 瀬戸大橋―望の運園地 ::鷲羽山八fランドヘカモ～ン:: 去

39日― 特別企画!!

年間フリ…パス

プ レゼ ン ト :!

上記期日にご来■の3-9才の
キッズに

``、

次回ご来■時から使
える、年間フリーバスをフレゼ
ント‖
金‖しく13ホームベージを見て●1

パワーアップして今年も開催!!
「ホラー
=採
し |

大好薔1!ホラー宝探し|がパワ
ーアッ7bて帰つてきたぞ11
ジンピたちに精まらないように宝
を採して、抽選でプレミアム商品
をもらつちやおう|!
もちろん参加は無料だよ!!



0第 40回 全国中学校バドミントン大会

kanko.*,,nQgmos

カンコースポーツウェア
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層崎商事株式会社本社

θ
酬

尾 崎 商 事株 式会社      MttwOZall」
XO/aKi本社 〒700‐ 0024岡 山県岡山市北区駅元町15番 1号 岡山リットシティビル5F お客様相談室 0120
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k訂ましは、tul日本中学校体育連盟を通して学校に係わる体育・スポーツ活動をサポートしています。



24時間、900mi。
私たちの皮膚や呼吸から、気づかないうちに

水分が蒸発しています。これを不感蒸泄と言い、

その量は、1日 で 900m:になりま丸

失われた水分は、ただの水ではありません。

体液の組成に近いポカリスエットで、

1日 1本 900ml、 すみやかに補給してください。

あなたの生活に

ジャストサイズ。

● 多すぎない、少なすぎない、900ml。

● 冷蔵庫のポケットに収まりやすい。

● 少人数の家族にも、ちようどいい。

CP。 ls∪ k。 大塚製薬

水よりも、ヒトの身体に近い水。

:ON SUPPLY DR:NK

POCARI PuRE
SWEAT口UU EJLI_900

商品に関するお問い合わせ先 :大塚製薬お客様相談室口■0120-550708 http://www otsuka co jpノ
poc/


